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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　しつこく居座っていた残暑もようやく薄うすらぎ、秋口の爽さわやかな風が吹ふく季節になったにもかかわらず、葛かつら城ぎ皐さつきはいつになく重い足取りで自宅への道のりを歩いていた。

　普ふ段だんなら少しでも早く帰りたいはずの家に帰りたくないのは、そこに世界で一番会いたくないやつがいるからだ。

（それもこれも、あの車のせいだ）

　一昨日おとといの土曜日の早朝、皐の家にハンドルを切り損そこねた車が突つっ込んできた。

　その車は古いブロック塀べいを破は壊かいし、仏間の壁かべを突き破ったのだ。夜通し遊んだ帰りの飲酒運転だったらしく、事故直後の運転手はひたすらパニックに陥おちいっていた。

　本人は軽度の鞭むち打うち症しよう、他に怪我人が一人も出なかったのは幸いだった。突っ込んだ方向が少しズレていれば、隣となりの部屋で寝ねていた皐の身が危なかったかもしれない。

　壊こわれて剝むき出しになった部分は、現在、青いビニールシートで覆おおわれている。雨風だけは防いでいるが、心こころ許もとない状態だった。

　修理がすむまでホテルを取ろうかとも思ったのだが、容易に侵しん入にゆうできる状態の自宅を放っておくわけにもいかず、風通しのいい状態で生活を続けていた。

　警察や保険会社との話もまとまり、すぐに壊れた自宅の修理が決まった。当然のことながら、修理費は全額運転手持ちだ。十日前後で修理は終わると聞き、早さつ速そく、今日から業者に入ってもらうことになったのだが───。

（まさか、こんなことであいつと再会する羽目になるなんて……）

　今日、朝一で訪ねてきたのは、小学校から中学三年までの間、同級生だった斎さい川かわ一かず也やだった。今朝のやりとりを思い返すだけで、胃のあたりがムカムカしてくる。

　世の中には数多あまたの偶ぐう然ぜんがあるけれど、こんな最悪の巡めぐり合わせを仕組むなんて、もし運命の神様が本当にいるのだとしたら相当に性格が悪い。

「あら、皐くんおかえりなさい」

　買い物帰りと思おぼしき向かいの奥さんに声をかけられ、我に返った。気がつかないうちにずれていた細身のフレームの眼鏡を中指で押し上げながら、いつもと同じように挨あい拶さつする。

「こんばんは」

　できるだけゆっくりと歩いていたのに、あっという間に自宅の傍そばに辿たどり着いてしまっていた。こういう日に限って、時間は飛ぶように過ぎていくから困る。

「今日は早いのね。忙いそがしい時期を抜ぬけたのかしら？」

「忙しいことには変わりないんですけど、早く帰してもらったんです。この間の事故で壊れたところを修理するのに、業者さんに入ってもらってるんで」

　月曜日にもかかわらず会社を定時で退社し、いつもより早く帰ってきたのは、斎川に預けてある合い鍵かぎを受け取るためだ。もちろん、上司には事情を説明して了りよう解かいを得てある。

「そうだったの。本当にあの事故は大変だったわよねえ。皐くんに怪け我ががなくてよかったわ」

「ご心配おかけしてすみません」

「皐くんが謝ることないわよ。それで、壊れたところはどのくらいで直りそうなの？　いまのままじゃ落ち着いて寝られないでしょう」

「十日くらいで終わるって聞いてますけど、どうでしょうね。あ、工事の音がうるさかったらすみません」

「こっちは大だい丈じよう夫ぶだから、そんなの気にしないでいいわよ。壁に穴が空いたままじゃ落ち着かないものね。あっ、そうそう貰もらいものの美味おいしい葡ぶ萄どうがあるから持っていって！」

「いえ、そんな、お気き遣づかいなく───」

　皐が呼び止める間もなく、向かいの奥さんは一いつ旦たん家に入ると、すぐに葡萄の入ったパックを手に出てきた。

「ちょっとだけだけど、美味しいからデザートに食べて！」

「あ…わざわざすみません……」

　慌あわてて腕うでにかけていたスーツのジャケットを反対の手に持ち替かえ、ありがたくお裾すそ分わけを受け取った。

　祖父母が生きていた頃ころから、近所の人たちは皐のことをまるで息子むすこのように可愛かわいがってくれている。出で逢あった当時のイメージが残っているせいもあるのだろうが、社会人になったいまでもそれは変わらない。

「それじゃあ、夜は気をつけてね。何かあったら遠えん慮りよしないですぐ声かけるのよ」

「はい、ありがとうございます」

　家族を亡なくして一人になった寂さみしさを紛まぎらわせることができたのは彼らのお陰かげだ。

　おやすみなさいと云いって別れ、目を背そむけていた自宅へと向き直る。いつまでも家の前で足あし踏ぶみをしているわけにはいかない。

「……よし」

　ネクタイを緩ゆるめながら、自分に気合いを入れた。

　灯あかりの漏もれる玄げん関かんに帰宅するのは、何年ぶりのことだろう。高校や大学のときの友人が泊とまりに来ることはあっても、祖父母が亡くなってからはずっと一人暮らしだ。

　覚かく悟ごを決め、玄関を開けようとしたところ、どこからかいい匂においがしていることに気がついた。隣の家の食事の匂いかと思ったけれど、自宅の中から漂ただよってきている気がする。

「ショウガ焼き？」

　この場合、メニューは問題ではない。慌てて玄関を開け、靴くつを放ほうり投げるようにして家に上がる。台所に急ぐと、Ｔシャツ姿の斎川が勝手に食事を作っていた。

「おー、おかえり。タイミングよかったな。ちょうどできあがるところだ。飯よそってくれ」

「なっ……何、勝手なことしてんだよ！」

「冷蔵庫の中見たら何も入ってないから、買い物してきたぞ。お前、普段ろくなもの食ってねーだろ。もっとスタミナつけないと集中力落ちるぞ。ああ、飯代は気にすんな、俺の奢おごりだから。お、美味うまそうな巨きよ峰ほうだな。あとでデザートにしようぜ」

「人の話を無視するな！」

「ついでに洗せん濯たくもしておいたからな。お前、ちょっと溜ため込みすぎだろう」

「余計なお世話だ！　今度の休みにまとめて洗おうと思ってたんだ！　っていうか、何勝手なことしてんだよ……!?」

　せっかく穏おん便びんにすまそうとしていたのに、堪こらえきれずに怒ど鳴なってしまった。大声を出しながら、斎川のこの押しつけがましいところが嫌きらいだったのだと思い出した。

　強ごう引いんで空気が読めないところや、図ずう々ずうしくてお節せつ介かいなところも、まるで昔と変わっていない。

　昔は気後れして逆らうことができなかったけれど、いまは違ちがう。正当な文句は、相手に伝える権利があることを知っている。

「風ふ呂ろはいま沸わかしたとこだから、先に飯にしようぜ。あ、俺はさっき先にシャワー借りた」

「人の話を聞け!!」

「どうせコンビニ弁当か、外食ですますつもりだったんだろ。文句ならあとで聞くから、とりあえず食えよ。作っちまったもんは食わねーともったいないだろ」

「……っ」

　強引に皿を渡わたされ、思わず受け取ってしまった。匂いから予想したとおり、メニューはショウガ焼きだった。

　突き返してやりたかったけれど、その前に空っぽだったお腹なかがぐきゅるるると自己主張する。美味しそうな匂いに刺し激げきされ、我が慢まんができなくなったようだ。

「やっぱり、腹減ってたんじゃないか」

　大声で笑われ、顔が真っ赤になる。

「あ、当たり前だろ！　仕事上がってまっすぐ帰ってきたんだから……」

「だろうと思ったから、飯作っておいたんだよ。いいから一口食ってみろよ。文句はそのあと聞いてやる」

　台所にある食しよく卓たくに渋しぶ々しぶと皿を運ぶと、そこにはキュウリの酢すの物の小こ鉢ばちまで並んでいた。席についた皐の前に、味み噌そ汁しるまで置かれる。

　久しぶりに見る家庭料理。祖母が作ってくれていた食事を思い出し、少しだけ切なくなった。

「これ、全部お前が作ったのか？」

「他ほかに誰だれがいるんだ」

「そうだけど……」

　ショウガ焼きに添そえられた山盛りのキャベツの千切りも、酢の物の小口切りされたキュウリの厚みも綺き麗れいに揃そろっている。仕上がりを見る限り、料理を昨日今日に始めたわけではなさそうだ。意外とマメに自じ炊すいしているのかもしれない。

「いいから座れ。文句は食ったあとに聞いてやるから」

「…………」

　腹を鳴らしたあとで意地を張るのもカッコ悪い。皐は不承不承、食卓の自分の席に着いた。この椅い子すに座るのも久しぶりのことだ。自分で朝食を作る手間が煩わずらわしく、時間のあるときは駅前のカフェでモーニングを摂とっている。

　斎川は使った調理器具を手早く洗って水切りに置くと、皐の前に腰こしを下ろした。斎川の皿には皐の倍の量が乗っている。相変わらず、食しよく欲よくは旺おう盛せいなようだ。

「さて、食うか」

「……いただきます」

　食べ物は粗そ末まつにするなと、祖父母から教育されて育った。斎川に腹は立つけれど、食べ物には恨うらみはない。そう自分に云い聞かせ、箸はしを手に取った。

　迷い箸は行ぎよう儀ぎが悪いとわかっていても、どうしても躊躇ためらってしまう。皐は恐おそる恐るショウガ焼きに箸をつけ、思いきって口に運んだ。

「！」

　一口食べたあとは、箸が止まらなかった。空腹だったこともあって、搔かき込むように食べてしまう。気がつくと、斎川がこちらをじっと見つめていた。

「な、何だよ」

「どうだ？　美味いか？」

「……まあ、食べられなくはないな」

　曖あい昧まいな返事をしたけれど、本当はショウガ焼きだけでなく、酢の物も味噌汁も驚おどろくほど美味しかった。斎川の意外な特技に驚いていたものの、さっき突つっ張ぱってしまったこともあり、素す直なおに感心した気持ちを表すことはできなかった。

「つまり、口には合ったってことだよな。明日は何食いたい？」

「だから、余計なことをするなと云ってるだろう！」

　当たり前のように、明日もここで食事をしていく気でいる斎川に声を荒あららげる。このままでは食べ物で懐かい柔じゆうされてしまいかねない。

　本質的に悪い人間ではないのだろうが、斎川の無神経さは皐の神経を誰よりも刺激する。もう、昔のように胃の痛い思いはしたくない。

「そう遠慮すんなって」

「誰も遠慮なんかしてないだろ！　全部、本心から云ってるんだ！」

「お前、カレーが好きだったよな？　俺、カレーにはちょっと自信があるんだよな。辛からいの食べられるようになったか？」

「明日の夕飯は作らなくていい。お前はお前の仕事だけしてろ。大体、どういうつもりで俺に構うんだ？」

「友達だからだよ。まあ、お前の文句はあとでゆっくり聞くから、とりあえずは飯食え。な？」

「…………」

　話が通じないところも、昔とちっとも変わっていない。この男を説得することなど無意味だということは、身を以もつて知っている。相手にするだけ無む駄だだ。どうせ労力を使うなら、もっと建設的なことに向けるべきだろう。

　とりあえず、工事の間は我慢するしかない。その後、改めて工務店に苦情を申し入れ、社長から釘くぎを刺さしてもらえば、少しは効果があるかもしれない。

（……何でこんなことになったんだ）

　食事が進み、空腹が落ち着くと共に、浮うき足立っていた気持ちも落ち着いてきた。

　二度と会うものかと思っていたあの斎川と、自宅で向かい合って食事をしていると思うと複雑な気分だ。

　皐の二倍の量を黙もく々もくと食べている斎川をさりげなく観察する。顔を合わせたときにわからなかったのが不思議なくらい、昔と変わっていなかった。

　もちろん、元々大きかった背は伸のび、体格もさらにがっしりとしているけれど、全体的なイメージは子供の頃ころと同じだ。空気の読めないマイペースなところもそのままで、テンションの高さも変わっていない。

　容よう貌ぼうだけは、少し大人びたような気がする。

　眉まゆが太く彫ほりの深い顔立ちで、昔は大きな目ばかり目立っていたけれど、大人の骨格になって面おも長ながになったためか、バランスのいい造作になっていた。

　剛ごう毛もうを短く刈かり込んでいたせいでハリネズミのようになっていた髪かみを伸ばし、無造作に後ろで括くくっている。きっと、切りに行くのが面めん倒どうなのだろう。

（いまは女にもモテそうだな……）

　子供の頃、斎川はクラスの中心人物だった。

　粗そ忽こつなところが女子からは鬱うつ陶とうしがられていたけれど、リーダーシップがあり、裏表のない性格で面めん倒どう見みがよく、男子からは信しん頼らいされるカリスマ的存在だった。

　裏を返して云いうなら、単たん細さい胞ぼうのお節介。とことん、皐とは相あい性しようが悪かった。

　まさか、こんなふうに再会することになるなんて。味噌汁を啜すすりながら、皐は今朝の出来事を思い返した。




　　　　※　　　　　※　　　　　※




『どうもー！　大おお山やま工務店ですー』

　約束していた時間より三十分も早くやってきたあの男は、チャイムがあるにもかかわらず、玄げん関かんをガンガンと叩たたいてきた。

　皐が暮らしている家は、以前祖父母が暮らしていた一いつ軒けん屋やだ。

　両親は中学の頃に離り婚こんし、母は皐が大学に入学してすぐに亡なくなった。高こう齢れいだった祖父母も皐が就職した数年後に相次いで他界し、いまはこの家に一人で住んでいる。

　当然のことながら、皐も仕事をしているため、工事をしてもらう日中、家にいることはできない。そのため、工事期間中は出社前の早朝に来てもらい、業者に合い鍵かぎを預けて家を出るという段取りになっていた。

　顔を洗ってる真っ最中だったが、放っておいたら玄関まで壊こわされてしまいそうで、やむなく急いで表に出た。

『お待たせしました！』

　不ふ愉ゆ快かいな気持ちを堪こらえて出で迎むかえたつもりだったが、口調に苛いら立だちが滲にじんでしまった。元々、朝が弱い皐にとって、あれが精せい一いつ杯ぱいの愛あい想そだった。

　視界に飛び込んできた大山工務店と書かれた刺し繡しゆうを睨にらむことで、不満を口にすることを堪えていたのだが、きっと傍はた目めには寝ね不ぶ足そくにしか見えなかっただろう。

『おはようございます！　朝早くにすいませんね』

　すまないと思ってるなら、もう少し気き遣づかいを見せてもらいたい。そんな不満を抱いだいている皐の不ふ機き嫌げんさをよそに、作業着の男は皐の顔をまじまじと見つめてきた。

『あれ？』

『何ですか…？』

　顔を洗っている最中に出てきたから、どこかに石せつ鹼けんの泡あわがついているのかもしれない。そう思い、顎あごの辺りにさりげなく手をやった皐の名を男はいきなり呼び捨てにした。

『お前、皐だろ！　うわ、マジかよ!?　久しぶりだな！　名字が変わってたから、皐だとは思わなかったわ』

『……あの、どちらさまですか？』

　あまりの馴なれ馴れしい態度にムッとした皐に、あの男は見た目以上のデカい態度で、まるで振ふり込め詐さ欺ぎの口上のようなことを云ってきた。

『俺だよ、俺！』

『俺…？　あ…ッ』

　こんな失礼な男は知り合いにはいない。そう云おうとした瞬しゆん間かん、頭の奥底に押し込んでいた記き憶おくが一気に蘇よみがえってきた。そのとき初めて、自分の目の前に立っているのが斎川だということに気づいたのだ。

『斎川だよ、斎川一也。ったく、友達の顔忘れるなんて冷てーな』

『誰だれが───』

　友達だと思ったことは一度もない。そう云ってやりたかったけれど、そこは大人として飲み込んだ。現在、自分たちは施せ主しゆと業者だ。工期と共に終わる関係なのに、わざわざ波風立てるのは余計な手間を増やすだけだ。

『すげー懐なつかしいな！　元気だったか？』

『お陰かげさまで』

『お前が転校しちまって、マジで寂さみしかったんだからな。ずっと会いたかったんだぜ』

『…………』

　俺は死ぬまで会いたくなかった。喉のど元もとまで出かかった言葉を嚙かみ殺したのは、斎川に告げたところで真ま面じ目めに取ってはくれないことがわかっていたからだ。

　小学生のときに初めて同じクラスになってから、皐は斎川の『子分』のような存在だった。クラスが離はなれても、その関係は変わらなかった。尤もつとも何の因いん縁ねんか知らないが、ほとんど同じクラスだったのだが。

　いまは身長も伸び、平均並みの体格になったけれど、子供の頃の皐は背も小さく華きや奢しやで運動ができず鈍どんくさかった。

　勉強はできたものの、本ばかり読んでいたので、ガリ勉、オタクなどと呼ばれて、女子の目立つグループにはバカにされているようなタイプだった。

　対して、斎川はいわゆる『ガキ大将』だ。体が大きく、運動ができ、リーダーシップもある、大人しい皐とは正反対の子供だった。

　住んでいた地元が、微び妙みように田舎いなかだったのもよくなかった。斎川は家や図書室で大人しく本を読んでいる皐を無む理り矢や理り連れ出しては、あちこち引っ張り回した。

　苦手な蛙かえるや虫を押しつけられることもあったし、泳げない皐を河の中に引っ張り込んだ。

　どんなに迷めい惑わくがっても、斎川は皐にばかり執しゆう着ちやくした。席が離れようが、クラスが変わろうが、授業が終わると真っ先に皐のところにやってきた。

　それは彼にとって、皐が都合のいい存在だったからに違ちがいない。その関係は、皐が中学三年で転校するまで続いた。

　昔の関係を思い出して萎い縮しゆくしそうになったけれど、いまはもう大人になったのだと自分に云い聞かせ、表情を引き締しめた。

『何でお前がウチに来るんだ。打ち合わせに来た人と違うだろう』

　先日、保険会社の社員と工事の見積もりに来たのは、白しら髪が交じりの温和な男性だったはずだ。

『それがさ、ウチの社長、昨日ぎっくり腰ごしやっちまってさ。一晩寝ねれば治るって云い張ってたんだけど、結局起き上がれなくなって今朝病院送り。で、俺はその代打ってわけ』

『ぎっくり腰……』

　それはさぞかし辛つらいだろうが、何故なぜ、よりによって代理に斎川を寄よ越こしたのか。一度しか会ったことのないあの社長を恨うらめしく思う。

『事情の説明をしといたほうがいいかと思って俺だけ先に来たんだが、相手がお前なら気ィ遣つかうこともなかったな！』

『大だい丈じよう夫ぶなのか？』

　大声を立てて笑う斎川に白けた視線を送りつつ、皐は懸け念ねんを口にした。

『社長なら、しばらく寝てれば治るだろ』

『そうじゃなくて、ウチの工事のことだ！　お前で大丈夫なのかって訊きいたんだよ』

　もちろん、ぎっくり腰は大変だとは思うが、皐にとっては家がきちんと直るかどうかが重要だ。果たして、斎川にまともな腕うでがあるのかどうか不安で堪たまらない。

『ああ、その点は心配すんな。大船に乗った気でいりゃいいって』

『…………』

　胡う乱ろんな目を向けると、斎川は腰こしに手を当て、胸を反らせて云った。

『何だよ、その目は。社長に比べたらまだまだだろうけど、高校出てからずっとこの仕事で食ってんだ。満足いかない仕上がりだったら、全額返金してやるよ。何なら、丸ごと建たて替かえられるくらいの賠ばい償しよう金払はらってやってもいいぜ』

『そんなこと云いって、いざとなったら逃にげるんじゃないのか？』

　自信満々に大口を叩く斎川に、余計に不安が募つのった。本人に自信があったとしても、それは客観的な評価とは違う。

　社長から現場を任されたというのが本当なら、ある程度場数は踏ふんでいるのだろうが、出で来き映ばえを実際に見てみないことには皐には判断のしようがない。

『俺がお前に噓うそ吐ついたことあったか？』

『それは自分の胸に訊いてみればいいだろ』

　本人が噓を云っている自覚がなくても、結果的に偽いつわりだったことならある。斎川の「大丈夫」は、皐の「大丈夫」とは程ほど遠とおい。

『仕方ねぇなあ、一筆書いといてやるよ。俺がばっくれそうになったら、社長にコレ見せとけ』

　斎川は辺りを見回し、下駄箱の上に放置されていた裏が白紙のチラシを見つけると、胸ポケットに挿さしていたペンで乱暴に何かを書き始めた。

　汚きたない字は相変わらずのようで、小学生のような筆ひつ致ちだったけれど、確かにいま云った内容が綴つづられた。

『ほら、これでいいだろ』

『こんなこと、会社に無断で約束していいのか？』

『当然、俺の給料からさっ引いてもらうに決まってんだろ。とりあえず、車が突つっ込んだっていう部屋を見せてくれ』

『……わかった』

　斎川を自宅に出入りさせることには抵てい抗こうがあったけれど、一刻も早く家を修理したい。いまから業者を変へん更こうするとなると時間がかかるし、斎川を避さけたい理由を保険会社に説明しても理解はしてもらえないだろう。

　仕方がない、と自分に云い聞かせ、斎川を家の中へ招き入れたのだった。




　　　　※　　　　　※　　　　　※




「おい、口の横にご飯はん粒つぶついてるぞ」

「え？」

　呼びかけられ、はっと顔を上げる。考えごとに意識を取られ、ぼんやりしてしまった。慌あわてて箸はしを置き、口元に手を持っていく。

「違う、そっちじゃない」

「……っ」

　斎川は皐の口元に手を伸のばし、ついていたご飯粒を指で取る。そして、そのご飯粒を平然とした顔で自分の口に運ぶ。

「ん？　どうした？」

「別に！」　>>>♥

　斎川の平然とした態度に、照れている自分のほうが恥はずかしくなる。箸を持ち直し、食事を再開する。黙もく々もくと食べていたせいで、あっという間に全すべてを平らげてしまった。

「お茶淹いれようぜ。急きゆう須すだけは見つかんなかったんだよな」

「俺がやるから座ってろ」

　食べ終わったら帰れと云うほど、人でなしではない。皐は冷蔵庫の上から、急須や茶葉が入った茶箱を下ろした。祖父母がいた頃ころは居間に置いていたけれど、一人になってから使うことが少なくなり、片づけてしまったのだ。

　茶ちや筒づつの中を確かく認にんすると、いつ開かい封ふうしたかわからない焙ほうじ茶が入っていた。

　黴かびてはいないようだったので、このまま使うことにした。わざわざ斎川のために新品の封を切ることはない。

　薬や缶かんを火にかけながら、工事の進展を訊く。帰るなり、斎川のペースに巻き込まれてしまったけれど、いまの皐にとって一番大事なのは家がきちんと直るかどうかだ。

「それで、修理の進み具合はどうなんだ？」

「思ってたより壊こわれ方が酷ひどかったけど、明日にはビニールシート外せるようになると思うぜ」

「そうか。とにかく、早く壁かべをどうにかしてくれ」

「わかってるって。穴空いたままじゃ、落ち着いて寝らんねーもんな」

　大穴を空けられた仏間は、元々祖父母が寝ね起おきしていた部屋だ。

　突っ込んできた車は、仏ぶつ壇だんの手前ギリギリで止まっていた。被ひ害がいが大きかったわりに皐に怪け我が一つなかったのは、母や祖父母が守ってくれたからかもしれない。

「ついでに耐たい震しん補強もしておかないか？　この家、ずいぶん古いだろ。たしか、市から補助金が出ると思うんだよな。いまのうちに申しん請せいしておけば、修しゆう繕ぜんが終わってすぐに取りかかれるけどどうする？」

「そこまでするつもりは───いや、少し考えさせてくれ」

　工期が延び、斎川と顔を合わせる時間が長くなるのは避けたい。けれど、耐震改修をいつかしなければと思っていたのも事実だ。

　もしかしたら、今回がそのいい機会なのかもしれない。

「補助金出るって云ったって、安い買い物じゃないしな。近いうちにパンフレットを持ってきてやるよ」

「……ああ」

　一刻も早く斎川との関係を断たち切りたいはずなのに、強ごう引いんさに押されてつい頷うなずいてしまう。

（どうしてはっきり断らなかったんだ）

　自分の返事を密ひそかに後こう悔かいしていると、薬缶が甲かん高だかい音を上げてお湯が沸わいたことを知らせてきた。火を止め、茶葉を入れた急須にお湯を注ぐと、懐なつかしい香かおりが立つ。

　こうして自宅でゆっくりお茶を飲むのは何年ぶりのことだろう。面めん倒どう臭くささが先に立ち、ついペットボトルの飲み物を買ってきてしまうけれど、淹れ立てのお茶の匂においは気持ちを落ち着かせる効果があるように感じる。

「お、さんきゅ」

　斎川の前に湯飲みを一つ置き、自分は淹れ立てを啜すすりながら席に戻もどった。祖母がいたら行ぎよう儀ぎが悪いと叱しかられただろう。

「しかし、まさか現場がお前ん家だったとはな」

「俺だって、お前が来るなんて思わなかった」

　中学までの思い出は記き憶おくの奥底に封じていた。斎川のことを思い返すことすらなかったのに、今回の件は不運としか云いようがない。

「どうして、誰だれにも引っ越こし先を云わなかったんだよ」

「……誰も知りたいなんて思ってなかっただろ」

「そんなことねーよ」

「どうだかな」

　皐が中学三年のとき、両親が離り婚こんした。実家に戻ることになった母親についていくことになり、中ちゆう途と半はん端ぱな時期に転校することになったのだ。

　皐が生まれたのをきっかけに辞やめたという看護師の仕事に戻った母は、仕事に打ち込んだ。家にいるよりも生き生きとしている姿を喜んでいたのも束つかの間、ある日、勤務先の病院で倒たおれ、そのまま帰らぬ人となった。

　その後、高こう齢れいの祖父母は皐が就職した数年後に相次いで亡なくなった。二十代半ばにして、皐は一人きりになってしまった。

　父親は生きているはずだが、両親の離婚後は一度も会っていない。遠とお縁えんの親しん戚せきもいるにはいるけれど、皐が幼い頃から疎そ遠えんでつき合いは一いつ切さいない。その代わり、近所の人たちがよくしてくれている。遠くの親類より近くの他人とはよく云ったものだ。

「お前も複雑な立場だったんだろうけどさ、俺にくらい云っていってもよかっただろ」

「…………」

　一番離はなれたかったやつに、行き先なんて告げるわけがないだろう。斎川は、あの頃の皐の気持ちを欠片かけらも理解していないようだ。

「まあ、いいか。とりあえず、今日は飲もうぜ」

「は？」

「せっかくだから色々買ってきた。ビールでいいか？　焼しよう酎ちゆうも日本酒もあるぞ」

「ちょっ……俺は飲まないからな！　明日も仕事なんだよ！」

　斎川だって、それは同じだ。二日ふつか酔よいの状態で作業なんかしてもらいたくない。

「硬かたいこと云いうなよ。一本くらいつき合えって！」

　斎川が開けた冷蔵庫には、目を疑うほどの量の酒が押し込まれていた。充じゆう分ぶんに冷やされた缶かんビールの蓋ふたを開け、皐に押しつけてくる。

「まさか、飲めないわけじゃないよな？　下戸なら無む理り強じいはしねーけど」

「飲めないわけじゃない」

「なら、よかった。再会を祝して、乾かん杯ぱい！」

　一人勝手に乾杯をし、上じよう機き嫌げんでビールを飲む斎川に何とも云えない苛いら立だちが込み上げてくる。このムカムカした気持ちは、酒でも飲んでいなければやっていられない。

　皐は半ば自棄やけになり、斎川に押しつけられたビールを一気に呷あおった。










「おい、俺の話聞いてるのか？」

　空になったグラスでテーブルを叩たたき、気のない返事をする斎川に詰つめ寄った。

「はいはい、聞いてますよ。さっきから、何度同じ話する気だよ。……お前、絡からみ酒だったんだな」

「お前が飲ませたんだろ」

「はいはい、すみませんね」

　缶ビール一本ですますつもりだったのに、あと一本だけいいだろうと次から次へと勧すすめられ、気がついたら空き缶の山ができていた。

　ビールは二人で一ダース以上は飲んだ気がする。目の前のローテーブルには空き缶がいくつも並び、つまみのナッツが入っていた袋ふくろはほぼ空になっていた。

　途と中ちゆうで日本酒や焼酎が入ったりしたため、正確な酒量はもう把は握あくできていない。少なくとも、普ふ段だんの三倍は飲んでいる気がする。

　途中から場を居間に移したのもよくなかったかもしれない。

　畳たたみの上に落ち着いてしまったせいで、とくに見たくもない野球中ちゆう継けいを流しながら、だらだらと飲む羽目になってしまった。

「大体、昔っからお前は図ずう々ずうしかったよな。人が嫌いやがることばっかりしてきやがって……」

　普段あまり飲まないぶん、本格的に酔うと絡み酒になってしまう。だから、外では羽目を外さないようにしているのだ。

「嫌だったら、嫌って云えばよかっただろ」

「散々云ってただろうが！」

「そうだったか？」

「あのな、聞く耳持たなかったのはどこの誰だと思ってんだ？　もう食えないっつってんのに給食の残り押しつけたり、俺の嫌きらいな牛乳を飲ませようとしたり……」

　子供の頃ころに溜たまった鬱うつ憤ぷんを、ここぞとばかりに吐はき出した。自分でも執しゆう念ねん深く根暗な自覚はある。そうでなければ、十年以上前のことをねちねちと恨うらみがましく覚えていたりはしない。

「俺はお前が細っこいから、もっと食ったほうがいいと思ったんだよ。牛乳だって、好き嫌いしてたら背が伸のびないだろ」

「それが余計な世話なんだ。俺がどんだけ迷めい惑わくしたと思って───」

「わかったわかった、悪かったって云ってんだろ。俺も反省してる。まあ、今日は飲んで憂うさを晴らせ」

　斎川は皐のグラスに酒を注ぎ、手元のグラスにも手て酌じやくする。

　皐はすでに酔いが回ってきているというのに、目の前の男は平然としたままだ。それが悔くやしくて、皐は注がれた酒を一気に飲み干した。

「おい、飲めとは云ったが無む茶ちやな飲み方はすんなよ」

「うるさい、口出しするな」

「後悔するのはお前だってわかってるから口出してんだよ。ちょっと水飲んどいたほうがいい」

　手の中にあったグラスと水割り用のミネラルウォーターを交こう換かんされる。

「まだ大だい丈じよう夫ぶだ」

「大丈夫でも大丈夫じゃなくても、それ飲んどけ」

　押し問答をしている最中、玄げん関かんからチャイムの音が聞こえてきた。来客を知らせるその音に、俄にわかに酔いが覚さめた。

「こんな時間に客か？」

「宅配便か何かだろ。ちょっと出てくる」

　酒臭くささをごまかすために斎川に押しつけられたミネラルウォーターを飲み、立ち上がった。すでに足にきていたようで、少しふらついてしまった。ずり落ちていた眼鏡をかけ直し、体勢を立て直す。

「大丈夫じゃなさそうだな」

「うるさい」

　バカの一つ覚えのように、同じ言葉ばかり口にしてしまうのも酔いが回っているせいだろう。薄うす々うす自覚しつつも素す直なおに認めたくないのは、斎川からの指し摘てきのせいだ。

「どちらさまですか？」

　玄関の上がり框がまちから声をかけると、隣りん家かの住人の声が返ってきた。

「隣となりの西にし野のです」

「あ、いま、開けますね」

「遅おそくにごめんなさい。回覧板なんだけど、しばらく回すのを忘れてたのよ。出欠の返事が明後日あさつてまでのものがあるから、一声かけておいたほうがいいかと思って……」

　そう云って西野が差し出してきたのは二冊の回覧板だった。そそっかしく忘れっぽい西野は、よくこういうことがある。

「いえ、俺もよく回覧板溜めちゃうんでお互たがいさまですよ。すぐ確かく認にんしておきますね」

「中に注意書きが入ってると思うんだけど、昨日、河合かわいさんのお宅に空き巣が入ったって話はもう聞いた？」

「え、空き巣ですか？　いえ、全然知りませんでした」

　ついでのように告げられた世間話にぎょっとする。ニュースなどでは耳にするけれど、顔見知りの家が被ひ害がいに遭あったと聞くと、急に身近な危険に思えるから不思議だ。

「このへんも最近物ぶつ騒そうになったわよねえ。河合さんね、夜に犬の散歩に鍵かぎをかけないで出かけて、帰ってきたらあちこち荒あらされてたって」

「じゃあ、犯人は出かけるのを近くで見張ってたってことですか？」

「その可能性はあるわよね。幸い、被ひ害がい額がくは大したことなかったらしいんだけど、部屋中派手にひっくり返されてたって。自治会からのお知らせには犯人と鉢はち合あわせして危ない目に遭った人もいるって書いてあったし、何だか怖こわいわぁ」

「本当ですね……」

「ほら、葛城さん家、いま工事中じゃない？　夜は気をつけたほうがいいんじゃないかしら」

「ああ、確かにそうですね」

　日中はほとんど留守の皐の家も、安全とは云いがたい。古い造りのため、あまり防犯面の対策が施ほどこされていないのだ。

　とくにいまは無防備と云ってもいい状態だ。ビニールシートで覆おおっているだけの部分があるため、皐の家に入ろうと思えば入れてしまう。

　留守にしなければ問題ないだろうと思っていたけれど、窃せつ盗とう犯にとっては住人が眠ねむっている間も留守宅とあまり変わりがないということにいまさらながら気がついた。

「男の人だって云っても、一人のところを狙ねらわれたら危ないわよね」

　そこまで心配されると、皐も不安になってくる。眠るとき、手の届くところに武器になるものを置いておくべきだろうか。腕うでを組んで思案していると、奥から斎川が顔を出した。

「その点はご心配なく。今夜は男二人ですから」

「なっ……！」

　突とつ然ぜんのことで、制止する間もなかった。勝手に話に割り込んできた斎川は、そのまま皐の隣に並び会話に交じってくる。

「あら、お客さんがいらしてたのね。ごめんなさい、長話しちゃって」

「いえ、こちらこそ驚おどろかせてすみません。でも、安心して下さい。空き巣でも強ごう盗とうでも、俺がやっつけてやりますよ」

「頼たのもしいわねえ。あなたみたいな人が一いつ緒しよなら、葛城さんも安心だわ。万が一ウチに入られたときは助けに来てもらおうかしら」

　自分では頼たよりにならないと思われているということか。皐は心の中で、拗すねた呟つぶやきを零こぼしてしまう。

「大声で叫さけんでくれれば、飛んでいきますよ」

「まあ、頼りにしてるわね。それじゃあ、そろそろ失礼するわ。おやすみなさい」

「あ、はい、おやすみなさい。わざわざありがとうございました」

　西野を作り笑いで見送り、玄関に施せ錠じようしたあと、斎川を振ふり返り睨にらみつけた。

「お前、どういうつもりだ？」

「どうって何がだ？」

　察しが悪いのか、わざと惚とぼけているのか定さだかではないが、そんな斎川の態度が皐の癇かんに障さわることは確かだ。

　玄げん関かん先さきで大声を出すと、隣となり近きん所じよに聞こえてしまいかねない。必死に憤いきどおりを抑おさえながら、質問を一つ口にした。

「念のため訊きいておくが、まさかウチに泊とまっていくつもりじゃないだろうな……？」

「もちろん、そのつもりだ。あんな話を聞いたら、お前を一人にできるわけないだろう。どこで空き巣が狙ってるかわかんねーんだぞ。もし、近くで見張られてたらどうすんだ？」

　斎川は先に居間に戻もどると、テレビのリモコンを手に取った。チャンネルをザッピングして、ニュース番組が映ったところで手を止めた。

　まるで自宅にいるかのように振る舞まう斎川に腹が立つのは、人として当たり前のことだと思う。もしかしたら、初めから居座る気だったのではないだろうか。

「俺は一人でも平気だ。それに警察だって警けい戒かいしてるんだから、空き巣だって昨日入った家の近くで仕事なんかするわけないだろ」

「それが逆に盲もう点てんかもしれないだろ？　明日には穴が塞ふさがるけど、それまでは一人にできない。あ、別に気き遣づかう必要はねーからな。俺はどこでも寝ねられるし、お構いなく」

「…………」

　何を云いっても、今夜帰るつもりはないようだ。こうなったら、奥の手を使うしかない。本当はこんな手段を取りたくはなかったけれど、他ほかに方法は思いつかなかった。

「……お前、本当にいいのか？」

「何がだよ」

「身の危険に晒さらされてるのは、お前のほうだって云ってるんだよ」

「どういう意味だ？」

　怪け訝げんな顔をしている斎川の視線を感じながら、おもむろに座ざ布ぶ団とんに腰こしを下ろし、グラスに残っていた酒を飲み干した。アルコールの力を借り、爆ばく弾だん発言を投下した。

「俺はゲイなんだよ」

「は？」

　斎川を追い出すため、アルコールで鈍にぶくなった頭を必死に回転させる。

「欲よく情じようするのは、男だけだってこと。しばらく決まった相手はいないし、最近は仕事が忙いそがしくて遊ぶ暇ひまもなかったし、正直溜たまってるんだよな。お前なんてちっとも好みじゃないけど、酔よった勢いで間ま違ちがいがないとも云い切れない」

　こう云っておけば、斎川だって気持ち悪いと云って去っていくだろう。

　顔を合わせるたびに侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしを向けてくるかも知れないが、所しよ詮せん、十日前後の我が慢まんだ。昔のように毎日行きたくもないところへ連れ回されていた頃ころと比べたら大したことではない。

「───だから、後こう悔かいする前にさっさと帰れ」

　工事が終わる頃に「冗じよう談だんに決まってるだろ」と云って別れればそれですむ。そんなふうに考えていた皐に、斎川は想定外の返事を口にした。

「へえ、皐でも溜まるんだな。昔は全然興味ないって顔してたけど、お前も大人になったってことか。いいぜ、俺でいいなら相手してやるよ」

「は……？」

　思ってもない返事に啞あ然ぜんとしている皐の首から、斎川は緩ゆるくぶら下がっていたネクタイを引き抜ぬいた。そして、ボタンを一つ二つと外していく。

「男に飢うえてるんなら、俺でもいいだろ。むしろ、そのへんのやつらよりよほどいい男だと思うけどな」

「何様だ、お前は…！」

「いいから試ためしてみろよ」

「お断りだ！　誰だれがそんな───」

　全すべてを云い終わる前に、唇くちびるが塞がれた。反応しそびれたその一いつ瞬しゆんで押し倒たおされ、畳たたみに体を縫ぬい止められる。下半身に体重をかけられ、蹴けり飛ばすこともできない。

　抵てい抗こうを封ふうじ込められた状態で、強ごう引いんに歯列を割られる。そうやって侵しん入にゆうしてきた舌の感かん触しよくに、背筋がぞくぞくと戦おののいた。

「んん、ん……っ」　>>>♥

　絡からんでくる斎川の舌は熱く、搔かき回されている口こう腔こうの粘ねん膜まくも蕩とろけてしまいそうだ。恨うらみすら抱いだいていた男の口づけに不快さはなく、戸と惑まどいと快感ばかりが皐を翻ほん弄ろうした。

「ちっ、邪じや魔まだな」

「あ……っ、俺の眼鏡！」

　絡んでいた唇が解けたかと思うと、眼鏡を取られてローテーブルに置かれてしまった。お陰かげで視界がぼやけ、斎川の顔がよく見えない。

「いまは必要ないだろ」

「いまって───んぅ、ン、ん……ッ」

　まだ終わりにするつもりがないのかと訊たずねる間もなく、再び唇を奪うばわれる。さっきとは逆の角度から貪むさぼられ、溢あふれた唾だ液えきが混じり合う。舌が絡まる動きで濡ぬれた音が立ち、それが無む性しように恥はずかしい。

　斎川のキスは信じられないくらいに気持ちよかった。だからと云って、大人しくされるがままになっているわけにはいかない。

　皐は快感に流されそうになる理性を引き止め、渾こん身しんの力で斎川を引き剝はがした。

「やめろ……っ」

「痛……ッ」

　弾はずみで爪つめが引っかかり、斎川の頰ほおに赤い線が走った。痛そうに顰しかめられた表情に罪悪感を覚えたけれど、元はといえば、嫌いやだと云っている皐に無む理り矢や理りキスしてきた斎川が悪い。

「何だよ、先に誘さそったのは皐だろ？」

「あ、あれはただの出任せだ！　お前を追い出したかったんだよ!!　お前なんて好みじゃないって云っただろ！」

　自分からネタばらしをするほど、滑こつ稽けいなことはない。けれど、この状じよう況きようでは真実を口にするしかなかった。だが、プライドをかなぐり捨てて告げた皐を、斎川は笑い飛ばした。

「そんなこと、いまさら云われてもな。お前だってそうだろ？」

「……ッ」

　腰を押しつけられ、太ふと腿ももに硬かたいものを感じる。皐が小さく息を吞のむと、隙すきをついて膝ひざで足を割ってきた。股こ間かんを膝ひざ頭がしらで押し上げられ、カッと顔が熱くなる。

「お互たがい、酒が入ってんのに元気だよな」

「黙だまれ…！」

　笑い混じりに指し摘てきされ、全身の血液が沸ふつ騰とうした。みっともないのはわかっていたけれど、睨ねめつける目がうっすら潤うるんでしまうのは自分ではどうにもできなかった。

「懐なつかしいな、お前にそんな目向けられるのも。イジメてる気はなかったけど、そういう顔させられるのは俺だけなんだって優ゆう越えつ感かんはあったかもな」

「意味わからないこと云ってないで、とっととどけ！」

　苦く笑しよう混じりに告げられた言葉の意味を深く考える余よ裕ゆうもなく、必死になって訴うつたえる。後悔すると脅おどしておきながら、いま後悔しているのは自分のほうだった。

「どうせなら楽しめよ。お望みどおり、溜まってるもん出させてやるから」

「だから、あれは───なっ……!?　放せ！　その手をどけろ!!」

「どけたらまた引っ搔くだろ。大だい丈じよう夫ぶ、すぐすむって」

「あ……っ」

　両手を頭の上で一ひと纏まとめにされ、抵抗を封じられる。斎川は空いていた右手で下半身を探さぐってきた。斎川は皐の股間を撫なでたあと、やんわりと握にぎり込んできた。そのまま、やわやわと揉もまれ、そこに血液が集まっていくのが自分でもわかる。

「触さわる…な……っ」

　何とか逃のがれようと体を捩よじるけれど、斎川の体はびくともしなかった。

　子供のときも力では敵かなわなかったけれど、いまはあの頃以上に差があるように感じる。まるで、体の上に巨きよ大だいな石がのしかかっているようだった。

「ちょっと触っただけでガチガチじゃねーか。こんなの放っておいたらおかしくなるぞ」

「自分でするから……っ、あ！」

　ぎゅっと強く握られ、下か肢しが強こわ張ばった。斎川はその隙に手て際ぎわよく皐のベルトを緩め、ホックを外す。そして、躊躇ためらいもなく下着の中に手を突つっ込んできた。

「や……っ!?」

　直じかに自身を握り込まれたせいで頭の中が真っ白になり、体はフリーズする。

「すげー熱くなってんな」

「あ……っ、や、やめっ……」

　絡みついた指が、皐のそれを緩く扱しごいてきた。

　服の上から触ふれられているときも刺し激げきが強かったのに、直接与あたえられる愛あい撫ぶは言葉にならないほどの感覚を生んだ。意識がそこにばかり集中し、微かすかな動きにすら反応してしまう。

「く、ぅ……っ」

　思わず零こぼれそうになる声を嚙かみ殺している皐を嘲あざ笑わらうかのように、硬く無骨な指は意外にも器用に動き、巧たくみに高めていく。

　やがて滑すべるような感触に変わっていったのは、皐自身が体液を滲にじませてしまったからだろう。

　ぬるぬると先せん端たんを撫でられ、張り詰つめた裏側を強く擦こすられる。

「はな…せ……っ、ぁ、んん…っ」

「もう観念しとけって。すぐすましてやるから」

　斎川は耳元でそう囁ささやき、耳じ朶だに歯を立て、耳じ殻かくを舌先でなぞる。

　嫌けん悪お感かんを覚えそうなその行こう為いも、何故なぜか皐の快感を煽あおり立てた。認めたくはないが、噓うそみたいに気持ちがいい。皐の昂たかぶりは、斎川の手の中で蕩けていくかのようだった。

「このへんがいいみたいだな」

「やだ、あ……っ」

「んな可愛かわいい顔すんなよ。箍たがが外れたらどうすんだ」

「何、云いって……？　ン、んんっ、ぅん……っ」

「くそ、やりにくいな」

　斎川は独りごちたあと、皐のズボンを膝まで押し下げた。続けて下着をずらされ、張り詰めた自身を剝むき出しにされる。

「なっ……」

　直に触れられているのも恥ずかしいけれど、明るい場所で露あらわにされるのも同様に恥ずかしい。二倍になった羞しゆう恥ちに、頭の中が煮にえたぎる。

　脱ぬがされたときに反射的に顔を上げてしまったせいで、自身が嬲なぶられている様子が目に入ってしまう。見ていたくはないのに、何故か目が離はなせない。

　痛いほどに張り詰めた屹きつ立りつを大きく上下に擦られる。皐を高める斎川の手の動きは、さっきよりも一層大だい胆たんになった。

「あ……っ」

　先端を爪で引っかかれ、びくんっと体が跳はねる。思わず喘あえいでしまったせいで、歯の食い縛しばりが緩ゆるんでしまった。それからはもう声を抑おさえることはできなかった。

「や…っ、あ、やめ……っあ、ぁあ……っ」

「すぐ終わる。我が慢まんしないで出せよ。早かったって笑わねぇから」

　啜すすり泣くように喘ぐ皐を、斎川は容よう赦しやなく追い上げてくる。太くざらついた指に高められ、皐の意地など簡単に瓦が解かいした。

　体の中で暴れ回る熱はコントロールが利きかず、膨ふくれ上がる一方だった。一秒でも早く楽になりたい。いまはもうその一心で訴える。

「だめ、も、や、ぁあ……ッ」

　キツく扱かれ、あっという間に天てつ辺ぺんまで上り詰める。そのあとは呆あつ気けなかった。

　びく、びく、と小刻みに下腹部を震ふるわせ、熱を爆はぜさせる。堪こらえきれずに吐はき出した白はく濁だくは、斎川の手の平を派手に汚よごした。

「ほら、云っただろ？」

「……ッ」

　濡ぬれた手の平を見せられ、皐は顔を背そむける。自らの痴ち態たいの証あかしは正視できなかった。

（何で、こんな……）

　自分の体は、一体どうしてしまったのだろう。二度と会いたくないほどに憎にくんでいた相手に嬲られて感じてしまうほど飢うえていたのだろうか。

　嫌悪感も不快感もなく、ただ快楽と羞恥に翻ほん弄ろうされた。嫌だと口で云うばかりでろくな抵てい抗こうなどせず、呆気なくイカされてしまったのだから情けない。

　しかし、皐は男に『飢える』ほど、経験豊富なわけではなかった。

　さっき、斎川に告げた言葉は相当に話を盛っていた。むしろ、そういったこととはほとんど縁えんのない生活を送っている。

　これまで関係を持った相手は二人。一人は高校生のときの彼女で、結果としては上手うまくいかなかった。だから、正確につき合ったと云えるのは大学のときの先せん輩ぱいだけだ。

　しかし、皐のことを同類だと見み抜ぬき、色んなことを教えてくれたその彼とも卒業を境に自然消しよう滅めつした。風の噂うわさで耳にした話によると、就職してすぐに会社の同どう僚りようと結けつ婚こんしたらしい。

　それ以来、誰だれかと親密な関係になったことはない。

　恋こい人びとを作ろうと、その手の店に足を運んでみたこともあるし、いまなら異性にも興味が持てるかもしれないと、同僚に誘さそわれた合コンに行ったこともある。

　けれど、そのどちらも上手くはいかなかった。

　奥手な皐には同じ嗜し好こうの友人を作ることは難しく、かといって体だけが目的の男とは価値観が合わなかった。そして、それ以上に、完かん璧ぺきに化け粧しようを施ほどこし、お洒落しやれをしている女性に対しては、どうしても腰こしが引けた。

　これは子供の頃ころの思い出のせいだろう。クラスの派手な女子のグループは、大人しく、本ばかり読んでいる皐のことをバカにし、嘲ちよう笑しようしていた。小学生の頃から悪かった視力を矯きよう正せいするためにかけていた分厚くダサい眼鏡のことも、よくからかわれたものだ。

（あの頃は瓶びん底ぞこみたいなレンズの眼鏡かけてたもんな）

　女性が皆みな、ああいう性格ではないと頭ではわかっていても、同世代で綺き麗れいに装っている女性に対しての苦手意識が拭ぬぐえないのだ。

　高校生のときにできた彼女は、皐よりも男っぽい性格をしていた。他ほかの女子生徒たちとは違ちがって話しやすく、自然な態度でいられたのは、いい意味で女らしくなかったからだろう。

　初体験が失敗してぎこちなくなるまでのお飯まま事ごとのようなつき合いは楽しかった。でも、それは初めての対等な友達関係が新しん鮮せんだっただけかもしれない。

　自分の性せい癖へきを認にん識しきさせられたことで、女性に興味を持てない自分に気がついた。どんなに可愛い女の子でも、そういった意味では何の感情も湧わかない。

　実際につき合ったことはないけれど、無意識に目が行くのは、体格のいい逞たくましい同性ばかりだ。ひ弱で運動の苦手な皐にとって、自分とは正反対のタイプは羨せん望ぼうの対象で、それがいつしか恋れん愛あい対象としての好みになったのだろう。

　ぐったりと横たわっていたら、斎川が足の間を探ってきた。皐の体液で濡れているせいで、ぬるぬるとした感かん触しよくがする。

「な、何して……っ」

　半ば現実逃とう避ひに意識を飛ばしていた皐は、その生々しさに我に返った。気がついたときには片方の膝ひざを立てたあられもない格好をさせられていた。

「俺にもつき合えよ。一人だけすっきりするなんて狡ずるいだろ」

「知るか！　お前が勝手にやったんだろ!?」

「だから、最初に誘ったのは皐だろ」

「あれは誘ったんじゃないって何度云えば───……っ」　>>>♥

　途と中ちゆうで言葉が切れたのは、体の中に指先を押し込まれたのがわかったからだ。

　体液の滑ぬめりで引っかかることなく入ってくる。まさかここまでされるとは予想しておらず、何の反応もできなかった。四し肢しを強こわ張ばらせている皐に、斎川は訝いぶかしげに訊きいてきた。

「キツいな。おい、マジで男に飢えるほど遊び回ってたのか？」

「そ、そう云っただろ」

　告げられた疑問に、ぎくりとする。しかし、いまさら噓だったとは云い出せなかった。引っ込みがつかないというのは、こういう気持ちのことを云うのだろう。

「つまり、俺を脅おどしたのは出任せで、経験豊富なのは事実ってことか？　お前の云ってることが本当なら、いままでの相手はよっぽどお粗そ末まつなもんしか持ってなかったんだな」

「なっ……そういうお前はどうなんだ！」

「気になるなら自分で確かめてみろよ」

「なっ…!?」

　手を摑つかまれ、緩めたウエストから下着の中に突つっ込まされた。直じかに触ふれた斎川の屹立は、余よ裕ゆうたっぷりの表情からは窺うかがえないほど熱く猛たけっていた。

　反射的に引っ込めたのに、皐の手にはガチガチに張り詰め、力強く脈動する昂ぶりの感触が生々しく残っている。はっきり云ってデカい。服の上からその大きさをある程度想像していたけれど、実際のものはそれ以上だった。

　小学生の頃、水泳の授業でお互たがいの裸はだかを見たことはあるはずだが、当時は意識して見たことはなかったし、置かれている状じよう況きようも違った。

（絶対に無理だ）

　斎川がその気でも、世の中には不可能なことがある。これまでは腹立たしさが皐の感情の大半を占しめていたけれど、いまは不安と恐きよう怖ふで血の気が引きかけている。

「ちょ…ちょっと待て……」

「お前は俺がいま待てる状態だと思うのか？」

「それは───」

　答えに窮きゆうしたのは、同性故に辛つらさがわかってしまうからだ。だからと云いって、お好きにどうぞとは云えない。泣きそうな気持ちで困り果てていると、畳たたみの上で転がされ、横向きにされた。

「え、ちょっ、ま、待っ……え？」

　まだ覚かく悟ごは決められない。パニックに陥おちいっていた皐だったが、その後取らされた体勢は予想外なものだった。

「何？　おい、何するつもり───ひゃ……っ」

　足をぴったりと閉じさせられたかと思うと、斎川はその足の間に、昂ぶった屹立を押し込んできた。予想外の行動に、皐は混乱した。

「明日も仕事のやつに無理させられないだろう。今日のところは、これで我慢しといてやる」

「偉えらそうに云うことか……っ」

「無む理り矢や理り突っ込むわけじゃねぇんだから、この程度のことでガタガタ云うなよ。遊び慣れてるなら、もっとすごいことしたことあんじゃねーの？」

「あ、当たり前だろ」

　斎川は、経験豊富だと嘯うそぶく皐の言葉が噓うそだと見透かした上で挑ちよう発はつしてきているのかもしれない。それでも、見み栄えを張ってしまう自分に虚むなしさを覚える。

「じゃあ、文句云わずに大人しく足閉じてろ」

「や……!?　あ、あ……っ」

　斎川は皐の腰を抱だき、抜ぬき差しを始めた。虚きよ勢せいを張ってしまった以上、もう泣き言は云えない。歯を食い縛しばり、太ふと腿ももの内側で脈打つ物体を意識しないよう畳の目を数えるけれど、足の間で行き来する生々しい感触に、達したばかりの自身がまた張り詰つめていった。

「お前のもまた硬かたくなってきてんな」

「触さわるな、バカ…っ、あ、や、ぁあ……っ」

　緩ゆるく勃たち上がった皐の昂たかぶりを手で弄もてあそびながら、斎川は激しく腰を打ちつけてくる。

　張り詰めた屹きつ立りつを内うち腿ももに擦こすりつけられる何とも云えない恥はずかしさと自身を扱しごかれる快感に、やがて思考が霧む散さんしていった。

「あっ、あ、はっ……」

　項うなじに熱い吐と息いきが触れる。生え際ぎわをキツく吸われ、微かすかな痛みを感じる。　>>>♥

　斎川の荒あらい呼吸と皐の喘あえぐ声が部屋に満ちている。さっきまで軽口ばかり口にしていた斎川は、いまは無言だった。

　欲よく望ぼうに流されたいま、すでにお互い理性は遠く、ただ終わりを求めていた。

「皐……っ」

　押し殺した声で名前を呼ばれた瞬しゆん間かん、ぞくぞくと背筋が大きく震ふるえた。高いところから背中を押されるように、二度目の絶頂を迎むかえてしまう。

　皐を追いかけるようにして、斎川も息を詰めて終わりを迎えた。







　　　　２




「……うるさい……」

　皐は耳みみ障ざわりな物音で目を覚ました。

　さっきから、断続的に何かを叩たたく音が聞こえる。この騒そう音おんの主は、招かれざる客である斎川を措おいて他ほかにはいない。

　布ふ団とんを頭から被かぶり、目覚まし時計が鳴るまでの時間、二に度ど寝ねを決め込もうとしかけ───勢いよく飛び起きた。

　眠ねむ気けが吹ふっ飛んだのは、昨晩のできごとが鮮せん明めいに蘇よみがえってきたからだ。体のあちこちに触れられた感触が残っている。否いや応おうなく高められた感覚さえ生々しく、記き憶おくをなぞるだけで腰こしの奥がずくりと疼うずきそうになった。

　このままでは蘇ってくる恥ずかしさで死んでしまいたくなる。身み悶もだえたくなる気持ちをどうにか紛まぎらわせなければと、疲つかれの抜けきらない体に鞭むちを打ち、布団から抜け出した。

「眼鏡どこ行った？」

　ぼやけた視界の中、枕まくら元もとに置いた眼鏡を探してかける。

　昨日、斎川は家主である皐に許可を求めることなく勝手に台所を使って夕食を拵こしらえただけでなく、強ごう引いんに飲み会を始め、あまつさえ泊とまっていった。それだけでなく、言葉にできないようなことを皐にした。

　お互いに強したたか酔よっていたとは云え、さすがに洒落しやれにならない。

　しかし、事を荒あら立だてて困るのは皐のほうだ。同意の上ではなかったけれど、きっかけを作ってしまったのは自分だからだ。

　どうしてあんな脅し文もん句くを口にしてしまったのか。湧わき上がってくる後こう悔かいはいくら拭ぬぐっても拭いきれない。

　斎川がああいう行動に出ることは予想できなかったとは云え、最悪のパターンを想定してしかるべきだった。誰だれよりも斎川の性格を知っているはずなのに、そこまで思い至れなかったのは、十数年のブランクとアルコールのせいだろう。

（……あんなの、忘れるべきだ）

　昨夜さくやのことは、犬に嚙かまれたようなものだ。不幸な出来事ではあったけれど、殊こと更さら気にする必要はない。

　お互いもういい大人なのだから、酒の失敗でぐちぐちと悩なやみ続けるのは大人げない。斎川だって子供ではないのだから、わざわざ話題に出してくることはないはずだ。

「……よし」

　とりあえずは、騒音の苦情を云おうと隣となりの部屋へ行くと、すぐに気配を察した斎川は晴れやかな顔で皐を振ふり返った。

「おはよう、皐。よく眠ねむれたか？　そろそろ起こしに行こうと思ってたんだ」

「お前の出す騒音で目が覚めたんだよ！」

　確かに七時くらいからなら作業を始めてもかまわないと云ってあるけれど、まだ皐が眠っているうちから始めるところが無神経だ。

「ちょうどよかったじゃないか。どうせ、もうすぐ起きる時間だったんだろ？　あ、朝飯作ってあるぞ。顔洗って、着き替がえてこいよ。支し度たくしといてやるから」

「…………」

　屈くつ託たくなく告げてくる斎川に、朝からげんなりしてしまう。すでに作業着に着替え、手には仕事で使うだろう工具を提さげていた。

（何で朝からこんなに元気なんだ……）

　基本的に皐は、朝が弱い。目が覚めても、なかなか意識ははっきりしないし、体の動きも鈍にぶい。悪びれた様子もない斎川に脱だつ力りよくし、怒おこる気もなくなってしまった。

「……着替えてくる」

「おう、いってこい」

　洗面所で鏡に映った自分の顔は、まだ朝だというのに疲れ果てていた。冷たい水で顔を洗って、何とか気持ちを切り替かえる。今日も一日仕事があるのに、ぼんやりとしているわけにはいかない。

　歯を磨みがき、うっすらとしか生えない髭ひげをあたる。スーツに袖そでを通して居間に行くと、旅館で出されるようなしっかりした朝食が用意されていた。

「昨日の味み噌そ汁しるが残ってたから和食にしたけど、普ふ段だんは何食ってんだ？」

「朝は食べない。コーヒーだけだ」

　時間があるときは駅前のカフェでモーニングセットを摂とるようにしているけれど、このところはそれも月に数える程度だ。

「朝はしっかり食わなきゃ一日が始まらねぇだろ！　全部食えとは云いわねーから、食えるだけ食ってけ」

「お前は小こ姑じゆうとか」

「ガソリンがなきゃ、車だって走れねぇだろうが。腹が減ってたら、仕事の効率も悪くなる」

「…………」

　云われていることは尤もつともだが、斎川に説教されたくない。ムッとしながら腰を下ろすと、目の前に炊たきたてのご飯とお茶が出てきた。

　普段は朝から食べる気になどなれないけれど、白米の香かおりに食しよく欲よくが刺し激げきされる。不承不承な態度を取りながらも、箸はしを手にしてしまう自分が情けない。

　塩しお鮭ざけに卵焼き。味噌汁は昨日の残りだと云っていたけれど、栄養バランスを考えてのことか、野菜がたくさん入れられていた。昨夜の夕食同様、腹立たしいほどに美味うまい。

「おかわりはいるか？」

「いや、充じゆう分ぶんだ」

　斎川は相変わらずの食欲を見せ、あっという間に皐が残したぶんも平らげた。

「ごちそうさま」

「……ごちそうさまでした」

　食事を終え、箸を置く。斎川が昨夜のことを話題に出してこなかったことに、皐はほっとしていた。いくら人一倍無神経な斎川でも、そのくらいの配はい慮りよはできるようになったのだと安心し、油断していたのが仇あだとなった。

「昨日はすっきりしたか？」

「……っ、げほっ、ごほ、ごほ…っ」

　あまりのストレートさに、飲んでいたお茶を派手に噴ふき出しそうになってしまう。濡ぬれた口元を手の甲こうで拭う皐に、斎川は真顔で忠告してくる。

「ずいぶん溜たまってたんだな。相手がいないときは自分でしたほうがいいぞ」

「だから、あれは……っ」

　即そく座ざに反論しようとしたけれど、喉のど元もとまで出かかったところで思い直した。否定すれば、昨夜の行こう為いに対して云い訳ができなくなる。迂う闊かつな言動を取った昨日の自分を恨うらむしかない。

　アルコールで理性が薄うすれていたせいもあるだろうけれど、悔くやしいことに斎川は上手うまかった。経験豊富だと思われる手て際ぎわのよさだった。

「酔った勢いってやつは怖こわいよな。まさか、皐にあんなふうに迫せまられるなんてびっくりした」

「迫ったわけじゃない！　脅おどしたんだ！」

「バカだな、あんなの脅しになるわけねーだろ。お前みたいなのに押し倒たおされて、俺がビビるとでも思ったのか？」

　押し黙だまるしかない皐に対し、斎川は快活な笑い声を上げる。いっそ嘲あざけりの色があったほうが、こんないたたまれない気持ちにならずにすんだかもしれない。

　素面しらふのいまは、あれが愚おろかな考えだったとわかるが、あのときは良案に思えたのだ。

　子供の頃ころの斎川は粗そ忽こつな乱暴者だったため、女子から遠巻きにされていた。しかし、大人になったいまは逆にこういうタイプがモテるのではないだろうか。

　同性である皐に躊躇ためらいもなく手を出すあたり、貞てい操そう観念も低いに違ちがいない。

「……お前がホモだなんて知らなかったんだよ」

　反論できない代わりに、せめてもの憎にくまれ口を叩いた。すると、斎川は涼すずしい顔で否定した。

「別にホモってわけじゃねーぞ。男とつき合ったことはねーしな」

「だったら、何で……っ」

　しれっと返ってきた斎川の言葉に、皐は思わず腰を浮うかせて声を荒あららげた。

「あんな可愛かわいい顔されたら期待に応こたえたくなるだろ、普ふ通つう」

「普通は気まずくなって逃にげるんだよ!!」

「逃げられたことでもあるのか？」

「そういうわけじゃ……」

　まるで他人ごとのような態度に、彼にとっては取るに足らないことだったのだと知る。

（気にしてるほうがバカみたいだ）

　大したことはない。そう思おうとしたけれど、体のあちこちで斎川の体温を覚えている。指の感かん触しよくや絡からむ吐と息いき、そして、溶とかされてしまいそうに熱い口づけ。

　皐は一いつ般ぱん論ろんを云ったまでだ。差別や偏へん見けんは昔ほどではないにしろ、日常で同性愛者だと知れたら好こう奇きの目に晒さらされることになるだろう。

　自分でも云っていたように、斎川は見るからにヘテロの人間だ。過か剰じような反応はしないまでも、気まずい気持ちにはなるのではないかと思ったのだ。

「とにかく、俺は据すえ膳ぜんを食わせてもらっただけだ。お前だって、いい思いしただろ？　そうじゃなきゃ、あんな気持ちよさそうによがらないよな。俺でよければ、いつでも相手になるぜ」

「黙れ！」

「朝からそんな大声出すと血管切れるぞ」

「…………」

　斎川に対しては云いたいことがたくさんあったけれど、その多くを飲み込み、一つだけキツく云い含ふくめた。

「───いいか、昨日のことは忘れろ。お互たがいに酔よってたんだ」

「はいはい、わかりました」

　斎川は生返事をし、空になった食器を重ねて台所へと運んでいく。もっと真ま面じ目めに聞けと云いたかったけれど、ムキになればなるほど虚むなしさが募つのるだけだ。

　皐も立ち上がり、出かける支度を始めた。このままのんびりしていては、遅ち刻こくしてしまう。

　自室に戻もどり、スーツの色に合わせてネクタイを選ぶ。あまり着るものに気を配るほうではないけれど、ネクタイをきっちりと締しめるとスイッチが入るような気がする。スーツはさながら、ビジネスマンの戦せん闘とう服だ。

　髪かみをてきとうに整えて玄げん関かんへと向かうと、斎川があとをついてきた。

「もう行くのか？」

「ああ。今日は俺が帰ったら、とっとと帰れよ」

「今日中に壁かべが塞ふさげたらな」

「絶対に塞いどけ。それがお前の仕事だろ」

　曖あい昧まいなことを云う斎川に人差し指を突つきつけ、命じる。人様を指でさしてはいけないとの教えを受けているけれど、この際そんなことは云っていられなかった。

「まあ、がんばるよ」

　やる気があるのかないのかわからない返事に苛いら立だちながら、革かわ靴ぐつに足を突っ込んだ。普段は踵かかとが潰つぶれないように気をつけるのだが、今日はそんな気持ちの余よ裕ゆうが持てなかった。

（そういえば、昨日は鍵かぎを返してもらってなくないか？）

　昨夜は色々ありすぎて、そこまで気が回らなかった。今日こそは忘れずに取り上げなければと心に誓ちかう。

　斎川の強ごう引いんさにはどうしても流されやすくなってしまうのだが、もう立派な大人なのだから、もっと毅き然ぜんとした態度で臨のぞまなくては。もう自分は、昔のいじめられっ子ではないのだから。

「じゃあ、あと頼たのんだぞ」

「いけね、忘れてた。ちょっと待ってろ」

　出ていく寸前、呼び止められる。斎川は一度奥に引っ込むと、何かの包みが入った紙かみ袋ぶくろを差し出してきた。

「これ持ってけ」

「何だこれ」

　紙袋は台所に溜めてあったうちの一枚のようだ。中に入っているのは、どうやら弁当のようだった。

「見りゃわかるだろ、弁当だよ」

「そうじゃなくて、何のつもりかって訊きいてるんだ！」

　斎川はまたもや勝手に台所を漁あさったようだ。包みの形から察するに、高校時代に皐が毎日学校へ持っていっていた弁当箱だろう。ここ数年は使われることなく、食器棚だなの奥にしまい込まれていたはずだ。

「どうぜ、昼飯は外食なんだろ？　外で食ってばっかいると塩分過多になるし、コレステロールも高くなる」

「別にいらない。自分で食えばいいだろ」

「俺のぶんも作ってあるから遠えん慮りよすんな」

「お前に遠慮なんかするか！」

「いらなきゃ、同どう僚りようの誰だれかにでも食わせとけ。それより、電車の時間大だい丈じよう夫ぶか？」

「あっ、やばい、もう行かないと！」

　いつもよりは時間に余裕があると思っていたのに、斎川の相手をしているうちにギリギリになってしまった。

　斎川の作った弁当など持って行きたくなかったけれど、遅刻するわけにもいかない。押し問答をしている暇ひまもなく、皐はやむなく紙袋を手にしたまま玄関を飛び出した。

「車に気をつけてけよー」

　背後から投げかけられた斎川の言葉にムカムカしながら、足早に駅へと向かう。

「……まったく」

　深呼吸をし、ささくれだった気持ちを落ち着ける。ムキになったら負けだとわかっていても、思わず激げき昂こうしそうになり、朝から疲つかれ果ててしまった。

　しばらくは斎川と顔を合わせ続けなければならないかと思うと、それだけで気が滅め入いってくる。一日でも早く工事が終わることを祈いのるしかない。

「はあ……」

　これから数日のことを考えると、もうため息しか出てこなかった。










　昼休み、皐は一人会社から少し離はなれたところにある小さな公園に足を運んだ。斎川から押しつけられた弁当の処理に困り、同僚の目に留まらないような場所へ出向くことにした。

「何で俺がこそこそしなくちゃならないんだ……」

　食べ物は粗そ末まつにできない。かと云いって、職場で手作り弁当など広げたら、同僚から何を云われるかわかったものではない。面めん倒どうに巻き込まれるくらいならと、外食に行くふりで出てきたというわけだ。

　入り口の前に停とまっているケータリングカーに並ぶ列や、一人でベンチに座っているのは皐と同じようにスーツを着ている男性が多い。中には新聞を顔に被かぶせて横になっている人もいる。ここは疲れたサラリーマンの溜たまり場になっているのだろう。

　空いていたベンチの一つに腰こしかけ、ジャケットを脱ぬぐ。

　膝ひざの上で弁当の包みを解いて蓋ふたを開けると、中にはいかにもスタミナ弁当というようなおかずが詰つめられていた。彩いろどりはいまいちよくないが、栄養バランスも整っていそうなメニューだ。

「あいつ、どんな顔で作ってんだ？」

　昔の斎川は不器用で、美術の点数は最悪だった。粘ねん土どで犬を作れば怪かい獣じゆうにしか見えず、似顔絵に至ってはまるで鬼おにの福笑いだった。

　しかし、こと料理においては手て際ぎわがいいようだ。見た目だけでなく、味も悪くない。

「何で、あいつは俺につきまとうんだか……」

　弁当を食べながら、子供の頃ころから未いまだに解決しない最大の疑問を口にした。趣しゆ味みも性格もまったく違ちがう自分に拘こだわる理由がわからない。気まぐれだけでは納なつ得とくできないしつこさだ。

　わからないのは、斎川を拒こばみきれない自分も同じだ。どうしてか斎川には昔から振ふり回されてしまう。

　昨日だって、もっと強く拒きよ否ひすればよかった。本気で暴れれば、体格が勝まさり、力も強い斎川が相手でも拒きよ絶ぜつの意思が伝わったはずだ。

　嫌いやだと云いながら、あんなふうに感じていたら説得力に欠けて当然だ。

　どうせ酔っ払ぱらうなら、いっそ記き憶おくがなくなるほど飲んでおけばよかった。生々しい感かん触しよくは、鮮せん明めいに脳のう裏りに焼きついてしまっている。

（俺だけ忘れても、あいつが覚えてたら意味ないか）

　斎川の頭から自分の痴ち態たいを消去する方法があるなら何でもする。いっそ、一発殴なぐってみるべきだろうか。

「珍めずらしいな、こんなところで飯なんて」

「うわっ」

　不ふ穏おんなことを考えていた皐は、すぐ近くから声をかけられ、飛び上がりそうになってしまった。手元ばかりを見つめていたこともあって、自分のところに誰かが近づいてきていることに気づかなかった。

「か、嘉か納のうさん…！」

　はっとして顔を上げると、上司の嘉納がポケットに手を入れた体勢で皐を見下ろしていた。会社の人間に会わないようにと、離れたところにある公園まで足を伸のばしたというのに、まさか嘉納に見つかるなんて不運は続くものだ。

（よりによって、嘉納さんに見つかるなんて……）

　嘉納は社内一の出世株だと噂うわさされている有能な人だ。突とつ出しゆつした能力だけでなく、一回り年上だとは思えないほど若々しく、整った容よう貌ぼうをしている。にもかかわらず、未だに独身だということもあり、社内の女性社員からは断トツの人気を誇ほこっている。

　まだまだ遊び足りないから結けつ婚こんする気になれないのだと嘯うそぶいているけれど、皐は嘉納が独身のままの理由を知っている。彼は皐と同じく、同性が恋れん愛あい対象だからだ。

　以前、同じ性せい癖へきを持つ人間の集まる店で、偶ぐう然ぜん嘉納を見かけた。そのとき、嘉納も皐の存在に気づいたようだったが、お互たがいに見ないふりですれ違った。

　会社で顔を合わせても素知らぬふりをしているが、少しも意識せずにいるわけではない。

　嘉納は浅せん慮りよなことをするようなタイプではないし、悪意を持って云いふらすような性格でもないはずだ。だが、いつどんなきっかけで自分の性癖がバレたらという不安は拭ぬぐえなかった。

「今日は手作り弁当か？」

「あ、ええ、まあ……」

「いつもは外食だろ。自分で作ったのか？」

「いえ、人に作ってもらったんです。嘉納さんはどうしてここに？　昼飯はどうしたんですか？」

　家に居座っている昔の同級生に押しつけられたなどと云ったら、余計に混乱を招きそうだ。追つい及きゆうを避さけるため、自分から質問をする。嘉納は皐の隣となりに腰を下ろしながら答えた。

「社を出たときに、葛城がこっちのほうに歩いてるのが見えたから。飯はもう食ってきた。俺のことは気にしないで食え」

「あ、はい……」

　気にするなと云われても、見つめられた状じよう況きようではなかなか箸はしは進まない。

「今日は朝から上の空だが、何か悩なやみでもあるのか？」

「別に悩みってほどのことじゃありません。家がまだ直ってないせいで、落ち着かなくて。午後は集中するようにします、申し訳ありませんでした」

　嘉納の指し摘てきにぎくりとしたけれど、何とかポーカーフェイスを貫つらぬいた。こういうとき、勘かんの鋭するどい上司は困る。

「家のことは大変だったと思うけど、葛城がぼんやりするなんて、それだけじゃないだろ？」

「嘉納さん、俺のこと買い被りすぎですよ」

「そうかな、これでも部下の様子には気を配ってるつもりなんだがな。その弁当も関係してたりして」

「な、何云ってるんですか」

　冗じよう談だんめかして告げられた言葉に、思わず動どう揺ようを見せてしまった。半分ほどに減った弁当に落とした視線が不安定に泳いでしまう。

「何だ、図星か？」

　目を泳がせている皐を笑う。取り繕つくろいたい気持ちはあったけれど、いまは何を云っても説得力がなさそうだ。

　押し黙だまっていたら、嘉納がいきなり頭を撫なでてきた。

「な、何するんですか……っ」

　突とつ然ぜんの行動にぎょっとし、思わずその手を振り払はらってしまう。それでも嘉納は嫌な顔一つせず、微笑ほほえみかけてくる。

「相談したくなったら云えよ」

「……お気き遣づかいありがとうございます」

　厚こう意いは嬉うれしいけれど、嘉納の真意がわからず困こん惑わくしてしまう。

（嘉納さんって、こんな人だっけ……？）

　部下やチームにはたえず気を配り、さりげないフォローは欠かさないけれど、周囲との関係には一線を引いている。ただ、そのことに気づいている同どう僚りようはほとんどいない。同じように一歩下がったつき合いをしている皐だからわかるのだ。

　嘉納の表情から何か読めないかと、さりげなく探さぐろうとしていたら、突とつ拍ぴよう子しもない質問が飛んできた。

「もしかして、彼氏ができたのか？」

「……ッ、な、いきなり何なんですか!?」

「だって、彼女が作れるタイプじゃないだろう。料理はしないっつってたのに手作り弁当持参なんて、そうとしか考えられないじゃないか」

「それを嘉納さんに教える義務はないと思うんですが。大体、何の意図があってそんなことを訊きくんですか？」

　警けい戒かいしながら問い返すと、嘉納は思わせぶりなことを云いってきた。

「義務はないが、意図ならある。いままで悠ゆう長ちように構えすぎたと反省して、攻せめの姿勢で行くことにしたんだ」

「意味がわからないんですけど……」

　嘉納の答えに、余計に混乱する羽目になった。何に対してのことなのか、対象を教えてもらわなければ、その『意図』とやらが何なのか見当もつかない。

　怪け訝げんな顔をしている皐に対し、嘉納は珍しく少し緊きん張ちようした面おも持もちを見せた。頭の中で話す順番を考えているのか、ゆっくりと口を開いた。

「葛城を口説こうと思ってる」

「は？」

　聞き間ま違ちがいではないかと思い、訊き返してしまった。

「俺とつき合わないか？」

「……すみません、まるで告白されてるみたいに聞こえるんですけど……」

「みたいじゃなくて、してるんだよ」

「で、でも、嘉納さんが一いつ緒しよにいたのって、すごく美人でスタイルのいい派手な人だったじゃないですか」

「美人？　ああ、あれはただの友達だ。俺は葛城みたいなのがタイプなんだよ。それに葛城だって、その眼鏡のせいで地味に見えるけど、綺き麗れいな顔してるだろ」

「いえ、俺なんて全然……っ」

　嘉納の言葉に、皐は顔の前で大きく手を振ふった。眼鏡の奥を覗のぞき込むような眼まな差ざしに、頰ほおが熱くなる。容姿のことを褒ほめられたのは生まれて初めてのことで、どんな反応をしていいかわからなかった。

「へえ、葛城でも照れるんだな」

「からかわないで下さい！」

　強い口調で抗こう議ぎすると、嘉納は声を立てて笑った。人に笑われることには、嫌いやな記憶がつきまとう。けれど、嘉納の笑い方には嫌みがなかった。

「自分で云うのも何だが、悪くない買い物だと思うぞ。ちょっと年上だが、将来性はあるし、性格もそう悪くない。見た目にも、それなりに気を遣つかってるつもりだ。貯ちよ蓄ちくもある程度あるし、家事も人並みにはできる」

「あ、あの、嘉納さん？」

　突然始まったプレゼンテーションに面めん食くらう。困惑する皐にかまうことなく、嘉納は売り込みを続けてきた。

「信念に背そむくから浮うわ気きは絶対にしないと約束できる。体の相あい性しようはわからんが、下手へただと云われたことはない。まあ、そのへんはお互いの歩み寄りもあるとは思うが───」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　そんなこといきなり云われても……」

　嘉納の告白が冗談ではないとわかり、皐の腰こしは引けていた。告白なんて、生まれてこの方されたことがない。高校生のときの彼女も、大学生のときの彼氏も何となく始まり、何となく終わった。

　いま思えば、はっきりと『好き』だと云われたことも、自分から云ったこともないような気がする。もちろん、お互いに好意は抱いだいていたけれど、そういう言葉を口にするのは気き恥はずかしく、チャンスもないまま時間が過ぎていった。

「俺は好みじゃないか？」

「……すみません、職場恋愛はしない主義なんです」

　そつのない返事としてこの言葉を選んだつもりはない。嘉納に告げたのは、本心からだった。

　上司としては尊敬しているし、人としても魅み力りよく的な人物だと思っている。けれど、好みかどうかは考えたことがないし、同じ職場の人に対してそういう視点は持たないようにしている。

「嘉納さんだってそうでしょう？」

　だから、皆みなに対して一線を引いて接していたはずだ。

「ずっとそのつもりだったんだが、宗しゆう旨し替がえをした」

「何でですか？」

　あっさりとした返事に、さらに問う。嘉納のように徹てつ底てい的にオンとオフを切り替かえている人間が宗旨替えをするなんて、簡単なことではないはずだ。

　しかし、嘉納は皐の質問に苦く笑しようを浮うかべた。

「仕方ないだろ、惚ほれた相手が部下だったんだから」

「……っ」

　衒てらいのない物云いに、カッと顔が熱くなる。ほんの一いつ瞬しゆん、照れた顔を見せられ、思わずドキリとしてしまった。

　直後、嘉納はすっと立ち上がった。見下ろしてくる顔が、逆光で見えない。

「ああ、そうだ。首の後ろ、虫に刺さされてるみたいだぞ」

「え？」

　反射的に襟えり足あしに手をやる。虫さされの膨ふくらみは指に感じられず訝いぶかしく思いかけたそのとき、昨夜のことを思い出した。

（そうだ、あのとき───）

　斎川に後ろから抱かれているとき、項うなじのあたりを吸い上げられた。そのときのあとが残っていたのだろう。

「際きわどい位置だから、俺しか気づいてないと思うがな。虫むし除よけつけといたほうがいいんじゃないか？」

「……気をつけます」

　嘉納は蚊かの鳴くような声で告げる皐の肩かたを軽く叩たたき、踵きびすを返した。

「すぐに返事をくれとは云わん。しばらく考えてみてくれ」

「ちょっ───」

　皐に宿題を残し、ひらひらと手を振りながら去っていく嘉納を追いかけることもできず、一人取り残された皐は、公園のベンチで途と方ほうに暮れた。

「考えろって云ったって……」

　いまは斎川のことだけで手て一いつ杯ぱいなのに、もう一つ、頭を悩なやます問題ができてしまった。好意を寄せてもらえることは純じゆん粋すいに嬉しいけれど、それと同時に重荷でもある。

　気持ちに応こたえられるなら、それでいい。けれど、皐にとって嘉納は尊敬できる上司であり、それ以下でもそれ以上でもない存在だった。

（どうしたらいいんだろう……）

　気がついたときには、公園からは人ひと気けがすっかりなくなっていた。










「悪かったな、こんな時間までつき合わせて」

「いえ、何とかなってよかったです。終電覚かく悟ごだったんで、思ったより早く終わったくらいですよ」

「確かにな。無事にすんだことを喜ぶべきか」

　顧こ客きやくのクレーム処理に駆かけずり回り、気がついたらもうすぐ十時になるというところだった。

　嘉納の配はい慮りよで、女性社員と新しん婚こんの同どう僚りようは先に帰された。こういう気き遣づかいをするところも、人気の高い要因なのだろう。

　斎川には定時には帰れないと連れん絡らくを入れ、合い鍵かぎで施せ錠じようして帰宅するように云っておいた。どうせ、明日も顔を合わせなくてはならないのだから、合い鍵はそのときに受け取ればいい。

　自宅に空いた穴は、何とか修復できたようだ。これで寝ねている間の防犯の心配をせずにすむ。

「ちょっと飯でも、と云いたいところだが、今日はやめとくか。俺の顔を見ながらじゃ、落ち着いて食えないだろ」

「……すみません」

　皆のいるところでは普ふ段だんどおりに振る舞まっていたけれど、内心では嘉納の告白のせいで終始落ち着かない気分だった。

　あのあと、皐は少し遅おくれて戻もどったけれど、対する嘉納の様子は普段と何も変わりがなかった。ついさっき会ったことすらおくびにも出さず、いつもの上司の顔で皐に指示を出した。

　ＩＤカードを翳かざしてゲートを通り、会社の外に出る。このところ、暖かい日が続いていたけれど、今夜の風は肌はだ寒ざむかった。

「葛城はどの路線で帰るんだ？」

「俺は───」

　答えようとしたその瞬しゆん間かん、すぐ近くでクラクションが鳴った。その音のほうに視線を向けた皐は、大型バイクの脇わきに腕うでを組んで立っている男の姿にぎょっとした。ジーンズにライダースジャケットを身に着けているのは斎川だった。

「斎川!?」

「こんな時間まで仕事なんてご苦労なこったな」

「何でこんなとこにいるんだよ!!」

　いきなりの斎川の登場に、嘉納が一いつ緒しよにいることも忘れて声を荒あららげてしまった。　>>>♥

「皐を迎むかえに来たに決まってるだろ」

「友達？」

「いえ！　あ、いや、そんな感じです……」

　嘉納の問いかけに、挙動不ふ審しんになってしまう。斎川のような男を友達だと思われるのは心外だったけれど、違ちがうならどんな関係なのかと訝しがられかねない。

「どうも、皐の友人の斎川です」

「嘉納と申します。すみませんね、葛城を遅おそくまで拘こう束そくしてしまって」

　お互たがいににこやかに挨あい拶さつをしているけれど、どこか白々しい空気が漂ただよっている。性格は違うが、二人ともボス猿ざるタイプの人間だ。相性がいいとは思えない。

「いや、仕事なんですから、仕方がないでしょう。俺こそ気が利きかなかったな、車で来てればご自宅まで乗せられたのに」

「お気遣いなく、私は電車で帰ります。葛城のことをよろしくお願いしますよ。くれぐれも安全運転で」

「ええ、それはもちろん。嘉納さんもお気をつけて。───皐、行くぞ」

「わ……っ」

　身構える間もなくヘルメットとウインドブレーカーを放ほうられ、取り落としそうになった。すんでのところで、抱だきかかえる。

「カバンはこっちによこせ」

「え？」

　斎川は皐の返事を待たずにカバンを奪うばい取り、自分のライダースジャケットの内側にしまい込んだ。そして、自分のヘルメットを被かぶり、バイクに跨またがってエンジンを吹ふかせる。

「早く乗れ」

「…………」

　正直なところ、斎川のバイクの後ろに乗るのは抵てい抗こうがあった。けれど、嘉納の前で一ひと悶もん着ちやく起こすことだけは避さけたい。迷った末、やむなく斎川に従うことにした。

　渋しぶ々しぶとウインドブレーカーを羽織って前を閉め、ヘルメットを被る。そうして、後部座席に跨がり、斎川の腰こしに腕を回した。あまり触ふれたくないのだが、バイクで二人乗りするにはこうするしかない。

　嘉納は見送ってくれるつもりなのだろう。もたもたと支し度たくしている皐を見守ってくれていた。

「あの、嘉納さん、今日はお疲つかれさまでした」

「お疲れ。今晩はゆっくり休めよ」

「はい、そうします。あ、さっきはコーヒーご馳ち走そうさまでした」

　嘉納との会話の最中、斎川が口を挟はさんでくる。

「皐、しっかり摑つかまっとけよ。危ないぞ」

「……ッ」

　腕を引っ張られ、より密着する体勢になった。心なしか石せつ鹼けんのいい匂においがする。斎川は出てくる前にシャワーを浴びてきたのかもしれない。

（何でドキドキしてんだよ）

　慣れない体勢に、俄にわかに緊きん張ちようしてきた。よく考えてみたら、バイクに乗るのは初めてだ。自動車の運うん転てん免めん許きよは持っていても、スクーターにすら乗ったことがない。

「気をつけろよ」

「え？　あ、はい、ありがとうございます」

　運転するのは斎川だとわかっているはずなのに、何故なぜか嘉納は皐に向かって云いってきた。少し違い和わ感かんを覚えたけれど、ただの別れの挨拶のつもりなのだろうと解かい釈しやくした。

「それじゃあ、失礼します」

　斎川は嘉納にそう告げると、アクセルを回して発進した。










　斎川の運転は、意外に丁てい寧ねいだった。やたらにスピードを出すこともなく、割り込みのようなこともしない。

　それよりも意外だったことは、風を切るように走る感覚が気持ちよかったことだ。普段は体験できない風圧に、気分が高こう揚ようしている自分に驚おどろいた。

　初めのうちは斎川の腰に腕を回していることばかり意識していたけれど、慣れてくると周囲に目を向ける余よ裕ゆうができた。斎川はいつだって、皐に新しい世界を見せる。どんなに渋しぶっても、力ちから尽ずくで引っ張り出すのだ。

「……っ」

　何故か、締しめつけられるように胸が痛い。原因がわからないまま、皐は唇くちびるを嚙かみしめてその痛みをやりすごした。

　斎川の操あやつるバイクは国道を疾しつ走そうし、あっという間に地元へと辿たどり着いた。普段のラッシュに揉もまれながらの帰宅と比べたら、格段に早い。

　斎川は駅の近くでスピードを緩ゆるめると、皐の家とは逆方向にハンドルを切り、高こう架か下したの二輪車専用駐ちゆう車しや場の前でバイクを停とめた。

「どうしたんだ？」

　何か不具合でもあったのかと心配になって訊きくと、拍ひよう子し抜ぬけする答えが返ってきた。

「飯食ってこうぜ、この近くにいい店があるんだよ。見た目は小こ汚ぎたないけど、安くて美味うまいんだ」

「このバイクはどうするんだ。まさか飲酒運転して帰るつもりじゃないだろうな？」

「歩いて帰ればいいだろ。皐の家、すぐそこなんだから。あ、カバン返しとくな」

「お前、今日も泊とまって行く気か!?」

　斎川の返事に愕がく然ぜんとした。今日こそは静かな夜を取り戻せると思っていたのに、まだ居座る気でいるなんて。

「俺が飲酒運転するよりマシだろ。つーわけで、とっとと行こうぜ。腹減った」

「論点がズレてるだろ…！　飲まないって選せん択たく肢しもあるだろう!?」

「せっかくお前と飯食うんだから、楽しいほうがいいだろ？　今夜一晩、大目に見ろよ。皐が安あん眠みんできるように、今日はすげーがんばったんだぜ」

「それがお前の仕事だろうが！」

「ああ、そこの店だ。いつでも混こんでるけど、二人くらいなら入れるだろ」

　斎川が指さした店は、赤あか提ちよう灯ちんでもぶら下がっていそうな古めかしい佇まいだった。皐の家から徒歩十五分ほどだろうか。昼に通りかかったことはあるけれど、営業をしている飲食店だとは思わなかった。

「ほら、入った入った」

「押すな、バカ！」

　無む理り矢や理り肩かたを組まれ、ガラガラと引き戸を開けた店内に押し込まれる。定食屋と飲み屋が混ざったような店だった。

「いらっしゃい」

「どーも。二人なんだけど座れる？」

「あら、いらっしゃい。このところ、ご無ぶ沙さ汰ただったわね。いま、そのテーブル片づけるからちょっと待っててね」

　カウンターの中には無ぶ愛あい想そうな年配の男性が一人、注文を取っているのは男性と同年代のふくよかな女性だった。もしかしたら、ご夫ふう婦ふでやっている店なのかもしれない。

　店の中には芳こうばしい醬しよう油ゆの匂いが満ちていた。嫌いや々いや連れてこられた皐だったが、その匂いに食しよく欲よくが刺し激げきされた。斎川が美味いというなら、きっとそれは本当なのだろう。

　てきぱきと片づけられたテーブルに二人でつくと、奥のほうから声がした。

「よー、一也」

「何だ、お前も来てたのか」

　声をかけられ、斎川のテンションが明らかに下がった。あまり会いたくない相手だったのかもしれない。

　人見知りの気がある皐は、テーブルに置いてあるメニューを見るふりで無関係を装った。さりげなくウインドブレーカーを脱ぬぎ、丁寧に畳たたんで椅い子すの背にかける。

「だって、ここ飯が美味いんだよ。いい酒も揃そろってるし、魚も美味いしさ」

「俺が教えてやったんだろう。偉えらそうに云うな」

「そういえば、そうだったな。つーか、連れがいるなんて珍めずらしいな。どういう関係？」

「……っ」

　急に皐に話が振ふられ、びくりとなった。仕事を離はなれたところで、初対面の相手に愛想よく振る舞まうのは苦手だ。まず、一言目から何を云っていいかわからない。

　しかし、斎川の知り合いは皐の顔をまじまじと見つめ、名前を呼んできた。

「あれ？　もしかして皐？」

「そう…だけど……」

　相手の顔に見覚えがない気がするが、相手はこちらを知っているようだった。

　平日にスーツを身に着けていないところから、同業者ではないだろうという見当はつくけれど、大学を卒業して以来、仕事以外で人と知り合ったことはない。

（誰だれだ？）

　眼鏡を押し上げ、焦しよう点てんを合わせる。心当たりが思い当たらず戸と惑まどう皐に対し、彼は人ひと懐なつこい笑えみを浮うかべる。

「久しぶりだなー！　俺、御み子こ柴しばだよ。覚えてないか？」

「御子柴…？　ああ、あの御子柴か！」

　名乗られて、ようやく思い出した。髪かみを明るい茶色に染めていたため、最初はわからなかったけれど、笑った雰ふん囲い気きは昔のままだ。

　御子柴も斎川同様、小中学生の頃ころの同級生だ。斎川とは違ちがった意味での有名人で、いわゆるムードメイカー的な存在だった。文化祭や体育祭などでは常に中心にいて、皆みなをまとめあげていた。そんな彼が地味な自分のことを覚えていたことに驚いた。

「懐なつかしいな。元気だったか？」

　御子柴は空いていた椅子を引っ張ってきて、皐たちのテーブルに加わった。

「まあ、それなりに。俺のことなんて、よく覚えてたな」

「覚えてるに決まってんだろ！　皐には散々世話になったんだから。皐にノート見せてもらわなかったら留年してたかも」

「ああ、そんなこともあったっけ……」

　予習復習を欠かさない皐は、よくクラスメイトにノートを見せることがあった。いま思えば、御子柴は頼たよってくる頻ひん度どが高かったかもしれない。

　皐は親切心からノートを見せていたわけではない。断るのが面めん倒どうだっただけだ。それなのに、いまでも感謝してくれていることに、内心驚いていた。

「それに、一也からお前に会ったって聞いてたからさ」

「え？」

「昨日、珍しく電話してきたと思ったら、皐に会ったってはしゃいでて。あんときの電話、皐にも聞かせてやりたいくらいだったよ」

「旬しゆん、余計なことを云うな」

「何照れてるんだよ。ことあるごとに皐の話ばっかしてたくせに」

「うるせえな！　それ以上云うと締めるぞ」

「はいはい、これだから乱暴者は」

　二人は皐にはわからない話を始めてしまった。取り残された気分で、再びメニューに目を落としていると、奥さんがお通しを持って注文を取りに来た。

「今日はどうします？」

「あー、今日のお薦すすめをてきとうに。飲み物はとりあえず生中二つ。あとは料理に合わせて何か美味い酒出して」

　斎川のアバウトな注文に驚おどろいたが、この店ではそれで通じるらしい。アルコールで暑くなってきたのか、御子柴はジャケットの袖そで口ぐちを折り曲げて捲まくり上げる。昔もよくそうやって制服の袖そでを捲っていたことを思い出した。

「あ、皐、牛乳以外に嫌きらいなものとかアレルギーとかあったか？」

「食べ物に関して好き嫌いはない。……牛乳だって、いまは飲める」

　あの頃、牛乳を毛け嫌ぎらいしていたのは、斎川が無理矢理飲まそうとするせいもあったのだろう。いまもとくに好きではないけれど、昔のように涙なみだ目めになるほど嫌いやなわけではない。

「なら、よかった。ここの魚の煮につけ、すげー美味いんだよ。な、美み沙さ子こさん」

「ええ、ウチの自じ慢まんの一品なんですよ。今日は美味おいしい鯛たいを仕入れたんで、どうぞ食べていって下さいね」

「あ、はい、ぜひいただきます」

　お通しはシンプルな鶏とり皮かわポン酢ずだったけれど、柚ゆ子ずの風味が効いていて美味しかった。あっという間に器うつわを空にした皐に、斎川は自じ慢まん気げな顔をしている。

「日本酒飲みたくなるだろ？」

「そうだな」

　斎川の言葉に素す直なおに同意する。先に運ばれてきたビールで喉のどを潤うるおしていると、御子柴が顔を覗のぞき込むように訊たずねてきた。

「そうそう、一也から同窓会の話は聞いてるだろ？　どうだ？　その日、来られそうか？」

「何のことだ？」

　耳慣れない単語に首を傾かしげる。そんな話、斎川から一言も聞いていない。

「今度の土曜日に、田た中なか先生の還かん暦れき祝いも兼かねて集まることになってんだよ。俺が副幹事で、いま出欠取ってるとこ」

「初めて聞いた」

　中学は卒業を待たずに転校し、誰にも新しい住所を告げずに引っ越こしたので、いままでに一度もそういった連れん絡らくが来たことはない。

（知らせをもらったところで行く気なんかないけど……）

　中学時代にいい思い出はほとんどない。むしろ、思い返すのも嫌なくらいだ。

「何だよ、一也。皐にも云いっといてくれっつったろ？」

「……忘れてたんだよ」

　斎川は、バツの悪そうな様子で云い訳している。頼たのまれごとを失念していたことを後ろめたく思っているのだろうか。

　視線を逸そらし、気まずげな斎川を押しのけ、御子柴が真しん剣けんな顔で迫せまってきた。

「なあ、皐、頼むから来てくれよ。今回、参加人数少ないんだよ。ちょっと顔出してくれるだけでいいからさ！」

「無理に誘さそうことないだろ。本人が渋しぶってるんだから放っておけよ」

「一也は黙だまってろ。これは俺の問題なんだから。な、頼む！　後生だからこの通り！」

　御子柴は顔の前で両手を合わせて拝むようにして頼み込んでくる。

「ちょ……そんな拝まれても困るんだけど……」

　そこまで必死になるほどのことだろうか。

「急な話で本当に悪い！　今度の土曜日、もう予定入ってたりするか？」

「いや、予定はとくに───」

「先約がある。その日は、一日俺の貸し切りだ」

「おい、何勝手なこと云ってるんだよ」

「一也は来るんだから、一いつ緒しよに来りゃいいだけじゃん」

「俺も欠席にしといてくれ」

「はあ？　意味わかんねーんだけど」

　理由はわからないけれど、斎川は皐を同窓会に行かせたくなさそうな雰囲気だった。

（確かに俺が同窓会に行ったって、面おも白しろくも何ともないだろうけど）

　とくに親しい友人はいなかったし、十年以上会っていなければ他人も同然だ。慣れない相手と話をするのは苦手で、愛あい想そ笑わらいも上手うまくできない。

「誘ってくれたのは嬉うれしいけど、遠えん慮りよしとく。どうせ友達いないし、俺に会いたいやつもいないだろうしな」

　投げやりに云うと、御子柴が身を乗り出し否定してきた。

「そんなことないって！　山やま田だも高たか橋はしもお前に会いたいって云ってたし、田中先生だっていまどうしてるんだろうなって心配してた。面倒なのはわかるけどさ、顔くらい見せてやれよ」

「でも……」

「あ、会費は半分でいいよ。皐、あんま飯食わなそうだし、酒もそんな飲まないだろ？」

「うん、まあ……」

「男の参加がマジ少ないんだよ。まあ、年ねん齢れい的にみんな忙いそがしくなってきてる頃だろうけどさ、人数少ないと田中先生もがっかりすると思うんだよな」

「…………」

　担任教師のことを云われると弱い。田中は引っ込み思案で大人しい皐のことをよく気にかけてくれた。そんな恩師に、せめて祝いの言葉くらいはかけたいとは思うが、親しくもない同級生の中に交じることに抵てい抗こう感は拭ぬぐえなかった。

「旬、いい加減にしろよ。皐は行きたくないって云ってんだろ？」

「一也が皐を同窓会に行かせたくないだけだろ？　独り占じめ反対！」

「いや、だから、皐の意思を尊重してだな……っ」

「意思を尊重するなら、口出すなよ」

「お前が図ずう々ずうしく迫ってるから、代弁してやってるんだよ！」

「皐はそんなことしてくれなんて思ってないと思うけど」

　皐の問題のはずなのに、さっきから話をしているのは斎川と御子柴ばかりだ。

　斎川は昔からウザいくらいにお節せつ介かいだった。もしかしたら、同窓会で皐が昔のように嫌な思いをするかもしれないと心配しているのかもしれない。でも、もしそうだとしても斎川が皐の行動を制限する理由にはならない。

「わかった、行く」

　行きたいわけでもないのに参加の意思を示したのは、偏ひとえに斎川への当てつけだった。そうまでして阻そ止ししたがっているのかと思うと、何が何でも逆らってやりたくなった。

「皐!?」

　期待したとおり、斎川は皐の返事に顔色を変えた。反対に、御子柴は諸もろ手てを挙げて喜んでいる。

「やった、マジで助かる！　皐も名めい簿ぼに入れとくな。あとで詳しよう細さい送るからメアド教えてよ」

「わかった」

　皐が携けい帯たい電でん話わを取り出すと、何故なぜか斎川が気色ばんだ。焦あせった様子で、御子柴の顔を押しやった。

「おい、何で旬に先に教えるんだよ！　俺だって皐のメールアドレスなんて知らねーぞ!?」

「何でお前に教えなきゃいけないんだ。意味がわからない。電話番号知ってるんだから、それで充じゆう分ぶんだろ」

　理解不能な主張をする斎川に白い目を向けた。携帯電話の番号はすでに教えてある。本当はそれすら嫌だったのだが、自宅の修理の確かく認にんのために必要だと云われて仕方がなかったのだ。

「旬より俺が後ってことが気に食わないんだよ！　俺のも教えてやるから教えろ」

　斎川も同じように携帯電話を取り出し、まるで時代劇に出てくる印いん籠ろうのように突つきつけてきた。皐は体を引き、淡たん々たんと告げる。

「別に知りたくない」

「何だと!?」

「よく考えてみろよ。俺たちがメールしなきゃならない状じよう況きようになると思うか？　大体、俺に何のメール寄よ越こすつもりなんだ？」

「そりゃ……」

　皐の問いに口を開いたものの、その先が続かない。渋い顔をしている斎川に、少しだけ溜りゆう飲いんが下がった。

　せっかちな斎川の性格を考えたら、メールをマメに打つようなタイプではないと思ったのだが案の定だ。わざわざメールを打って送り、その返事を待っていられるとは思えない。

「そうだ、そうだー。で、どんなメール送るつもりなわけ？　いまさら、ラブレターとか云わないよな？」

「お前は黙ってろ!!」

　完全に面白がっている御子柴に、斎川は声を荒あららげる。しかし、ムキになればなるほど、御子柴の笑い声は大きくなった。

「お待たせしました。とりあえず、鯛たいの煮につけとお刺さし身み盛り合わせ、根菜サラダの温泉卵のせです。いつもの鶏とりの軟なん骨こつ揚あげはいま揚げてるからちょっと待ってね」

「マジでいい鯛仕入れたんだな。すげえ美味うまそう」

　皐の前に、まさに家庭の食しよく卓たくといったメニューが並べられていく。自信があると云っただけあって、煮つけはツヤツヤとした照りをしていた。

「身も締しまってて美味おいしいわよ。いま、お味み噌そ汁しる持ってきますからね。白いご飯もいります？」

「あ、じゃあお願いします」

　酒というよりもご飯の気分になっていたのを見み抜ぬかれたようだ。何から食べようかと目移りしてしまう。

　しかし、運ばれてきたばかりの料理に真っ先に箸はしをつけたのは、皐や斎川ではなく、割り込むように席に加わった御子柴だった。

「んー、美味い！　やっぱ、旬の魚は美味いよなあ。あ、今日って一也の奢おごりでいいんだろ？」

「誰だれがそんなこと云いった！　つーか、勝手に刺身食うんじゃねぇよ！」

「いや、悪いな。俺、いま金欠だからすげー助かる。あっ、すいませーん、取り皿追加してもらえますか？」

「人の話を聞け！」

　斎川はとうとう、普ふ段だんは皐が口にしている言葉で吠ほえた。御子柴にペースを崩くずされるその様子に、皐もとうとう笑い出した。
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　斎川がバイクで迎むかえに来たあの日、連れて行かれた居酒屋で酔よい潰つぶれてしまった皐は、気がついたら自宅の自分のベッドで寝ねていた。

　そんなに飲む気はなかったのに、御子柴にやり込められている斎川を見ていたら、ついつい杯さかずきを重ねてしまった。

　あんなに笑ったのは、何年ぶりのことだろう。笑っていたことは覚えているけれど、後半はあやふやだ。

　会計をしたことも店を出たことも、全く覚えていない。ただ、斎川の背におぶられて連れて帰られたことだけはうっすら覚えていた。

　斎川の広い背中は妙みように心地ここちよくて、下ろされるときに嫌いやだと駄だ々だを捏こねたような記き憶おくがある。あれが夢だったのか現実だったのかは、斎川には確認できていない。

　万が一、現実だったとしたら、どんな顔をしていいかわからないし、斎川に揶や揄ゆされるに決まっている。バツの悪い思いをするよりは、何も覚えていないふりをするのが一番いい。そう判断し、あの夜のことは触ふれずにいた。

　幸い、斎川のほうから話題を振ふってくることはない。酔っ払ぱらいの行動の揚げ足をいちいち取っていてもキリがないと思っているだけかもしれないが、このまま忘れてくれることを祈いのるばかりだった。

（あいつが家に居座ったりしなきゃ、こんな気苦労を抱かかえずにすんだのに……）

　結局、斎川は家に帰るより効率がいいと云って、あれからずっと皐の家で寝ね泊とまりしている。何度も追い出そうと試みたけれど、暖簾のれんに腕うで押おし状態だ。

　しかも、宿代の代わりだと云って、毎日弁当を作り、夕飯を用意して待っている。余計なことをするなと何度も云ったけれど聞き入れられず、皐もだんだんと慣れてきてしまっていた。

　流されたままでいいとは思っていない。

　文句を云いながらも、斎川の好きにさせているということは、彼を受け入れていることに他ほかならない。このままでは昔のような関係に戻もどってしまいそうで、それが少し怖こわかった。

　もう一つの案件も、まだ片づいていない。

　嘉納には、すぐに返事はしなくていいと云われたけれど、与あたえられた猶ゆう予よ期間が余計に皐を落ち着かなくさせた。

（つき合うって、どういう感じだったっけ）

　自分自身、恋れん愛あいに向いている性格ではない。そういった縁えんが薄うすかったせいもあり、嘉納からの告白が現実だったのかどうか、信じられない部分もあった。

　もちろん、嘉納がそういう質たちの悪い冗じよう談だんを云う人間ではないことはわかっている。だからこそ、皐の困こん惑わくは深かった。

　ため息を吐はきかけたそのとき、ポケットの中の携帯電話が震ふるえた。待ち人からの連れん絡らくかと思って表示を確認し、肩かたを落とす。

「───御子柴か」

　御子柴から届いたメールは、今日の同窓会の出席を問う内容だった。文末には、『店の場所がわかりづらかったら電話しろよ』と添そえてある。

（……もう、目の前に来てはいるんだけど）

　いま皐がいるのは、同窓会が開かれるレストランの向かいにある小さなセルフサービスのカフェだった。窓まど際ぎわのカウンター席に座り、ここで待ち合わせている斎川を待っていた。少なくとも、三十分は待ちぼうけを食くらわされている。

　腕うで時ど計けいを確認するのは、これで何度目だろう。

　待ち合わせ時間を指定したのは斎川だというのに、いったい何をしているのだろう。御子柴から教えられた開始時間は、とうに過ぎてしまっていた。

　昨日も皐の家に泊とまっていったのだが、昼食を摂とったあと着き替がえてくると云って、一いつ旦たん自宅に戻っていったのだ。

（あいつ、着替えにどんだけ時間かけてるんだ？）

　女性なら身なりを整えるのに時間がかかるのはわかる。けれど、普段は作業着かあちこちペンキのついたようなジーンズを穿はいているような男が、身み支じ度たくに手間取るとは思えない。

　御子柴には斎川を待ってから行くと連絡してある。会の最初のほうに担任の挨あい拶さつがあるらしいが、それにはもう間に合わないだろう。

　先に会場に入ってしまえばいいのに、斎川を待っているのは、一人で足を踏ふみ入れる勇気が足りないせいだ。斎川への当てつけで参加を決めたのに、その斎川を頼たよりにしてしまう情けなさにため息が出る。

（……あんなこと云うんじゃなかった）

　反発心から参加することを決めたものの、朝から気が重くて堪たまらなかった。

　あまり気乗りのしない参加だが、御子柴に行くと云ってしまった以上、欠席するわけにはいかない。ドタキャンは皐が嫌きらいなことの一つだ。

　目の前にあるレストランは瀟しよう洒しやで落ち着きのある佇まいなのに、皐には威い圧あつ感かんのある建物に見えてしまう。行きたくないと毎朝思っていた中学の校舎も、同じように感じていた。

　今日の同窓会は、貸し切りにしたイタリアンレストランで、立食形式で行われるとのことだった。リーズナブルな値段で本格的な料理が楽しめると評判の店らしく、御子柴は食事だけでも行く価値があると力説していた。

　しかし、いまの皐は心置きなく食事を楽しめそうな気分ではなかった。毎日締めているはずのネクタイが息苦しくて仕方がないのは、気乗りしない会だからだろう。

（先生に挨拶だけして帰ろう）

　転校してからは、一度も顔を合わせていない。何度か年賀状のやりとりはしたけれど、いまは生活に追われて、それすらできていなかった。

　同窓会を前にして、こんなにもテンションが低いのは、中学時代にあまりいい思い出がないからだ。

　斎川に振り回され、派手な女子グループにはバカにされ、朝が来るたびに重たい気分になっていた。それ以外の同級生の中にも、とくに会いたい友達もいない。

　いま親しくしているのは、高校と大学の頃ころに知り合った友人たちだけだ。

　それぞれに仕事が忙いそがしく、最近はなかなか顔を合わせられずにいるけれど、斎川のように自分勝手で横暴な性格のやつは一人もいない。

「───それにしても、遅おそい」

　電話をすべきかどうか悩なやんでいたら、突とつ然ぜん、手の中の携けい帯たい電でん話わが震え出した。ようやく来た斎川からの連絡だった。

　冷めたコーヒーが僅わずかに残ったカップを片づけ、カフェの外に出て通話ボタンを押す。

「遅い！　いま、どこにいるんだ」

『すまん、皐。あと十分くらいで着くと思うんだが』

　悪びれもしない声こわ音ねで告げてくる斎川に、カチンとなった。こういうときは上辺だけでも、反省の色を見せるべきではないだろうか。

「ふざけるな！　いまの段階で何分待たせてるとかわかってるのか？」

『えーと、三十五分くらいか？』

　冷静に答えられ、さらに腹が立つ。

「わかってるなら、走ってこい！　ていうか、今日はあのバイクはどうしたんだ」

　斎川の自宅がどこにあるのか正確な場所は知らないが、あれに乗ってくれば、すぐに着くはずだ。

『今日はそういう格好してねーんだよ。マジで急いでいくから、そこで待ってろ。一人で中に入るなよ！』

　斎川は云いいたいことだけ云うと、電話を一方的に切った。相変わらずの身勝手さに、呆あきれるしかない。

「先に入ってやる」

　二の足を踏んでいたくせに、急に腹が決まったのは斎川の言葉に従いたくなかったからだ。彼に対してとことん逆らいたくなるのは、もう性しよう分ぶんかもしれない。

　皐はネクタイのノットを整え、スーツの襟えりを正してから、レストランの入り口に続く階段に一歩足をかけた。緊きん張ちようを振り払はらい、重じゆう厚こうな扉とびらを押し開く。

　レジの横に小さなテーブルが置かれ、そこに一人女性が座っていた。名めい簿ぼを手元に置いているところを見ると、ここで受付をしているのだろう。

「……すみません」

　眼鏡を直すふりでぎこちなく強こわ張ばる表情をごまかしながら、躊躇ためらいがちに声をかけると、名簿に目を落としていたその女性が顔を上げた。

　一いつ瞬しゆん、きょとんとした顔になったけれど、皐を見るなり嬉うれしそうな笑えみを浮うかべた。

「高たか梨なしくん、だよね？」

「もしかして、原はら田ださん……？」

　旧きゆう姓せいで呼びかけてきた相手の名を口にする。

　いつも二つ結びにしていた髪かみをショートボブにし、薄うす化げ粧しようをしていたため、ぱっと見の印象では気づかなかったけれど、笑顔で気がついた。

「当たり！　いまは山やま本もとだけど。今日、高梨くんが来るなんて聞いてなかったから、すごくびっくり！」

　受付をしていたのは、図書委員で一いつ緒しよだった子だ。女子の中で唯ゆい一いつ気安く話せる相手で、よく読んだ本の感想を話し合っていたものだ。

　いい思い出はないと思い込んでいたけれど、図書委員の活動は楽しかった。斎川の煩うるささからも、教室での女子グループからのぶしつけな視線からも逃のがれられる時間だった。

「少し前に御子柴と偶ぐう然ぜん再会して、同窓会のこと聞いたんだ。原田さん……じゃない、山本さんか。結けつ婚こんしたんだね」

「うん、二年前に。原田でいいよ。呼びにくいでしょ？」

　その柔やわらかな笑みから、彼女がいま幸せなのだと感じた。

「いまさらかもしれないけど、おめでとう。あ、俺もいまは葛城なんだ。結婚したわけじゃなくて、両親が離り婚こんしたせいだけど」

「そっか、転校したのってご両親の離婚が理由だったっけ。あ、ごめんね、話しにくいこと訊きいちゃって。ええと、いま、どうしてるかって訊いてもいい？」

「普ふ通つうにサラリーマンだよ。最近の大きい話題と云えば、酔よっ払ぱらい運転の車が突つっ込んできて、家の壁かべに穴が空いたことかな」

「ええっ、大だい丈じよう夫ぶだったの!?」

「俺は無事だったけど、家が悲ひ惨さんだよ。それ以上に悲惨だったのが、修理に来た業者が斎川だったんだ。毎日、泊まっていくし、鬱うつ陶とうしくて堪らない」

　肩を竦すくめながら云うと、原田は声を立てて笑った。

「あはは、斎川くんならやりそう。昔から仲よかったもんね」

「仲よくなんてないよ！　俺は振ふり回されてただけで……」

「斎川くん、強ごう引いんなところあるもんね。いっつも高梨くんのことばっかり気にしてて、見てておかしかったなあ」

　これ以上、斎川の話を出されないよう、皐からも質問を振る。

「原田さんは、いま何してるの？」

「私？　私はいま、子育ての真っ最中だよ。毎日楽しいけど、やっぱり大変。今日と明日は旦だん那なさんが面めん倒どう見てくれてるんだ」

「そっか、お母さんなんだ。じゃあ、今日は息いき抜ぬき？」

「うん、和かず美みたちとホテルに泊とまるんだ。久々にゆっくり眠ねむれるよー。あっ、ごめんね、こんなところで足止めしちゃって。早く中に行ったほうがいいよ！　ここのお料理すっごく美味おいしいから、ぼんやりしてたら料理なくなっちゃうよ」

「そうなんだ。じゃあ、先に行かせてもらうね」

　本当はこの先にはあまり行きたくなかったが、いつまでもここで立ち話をしていては訝いぶかしがられてしまう。仕方なく重い足を賑にぎやかな話し声のするフロアへと向けた。

　入り口のところには何種類かの飲み物が置いてあった。

　アルコールを口にする気にはなれなかったけれど、そのテーブルにはビールにワイン、水割りしか置いていない。

　やむなくビールを手に取り、まずは御子柴の姿を探す。だが、ぐるりと見回してみたけれど、彼の姿は見つけられなかった。

　皐は人ひと気けのない壁かべ際ぎわに移動し、ちびちびとビールを口にしながら、参加者を眺ながめてみた。

　来るまではほとんど思い出せなかったクラスメイトの顔も、こうして目にすると記き憶おくが蘇よみがえってくる。それぞれに変化はあるけれど、印象自体は変わらない。

「あ」

　そのとき、担任教師だった田中の姿を発見した。今日の主役のはずなのに姿が見えないと思っていたら、どうやら手洗いに行っていたようだ。

　髪に白いものが増えてはいるけれど、優やさしい雰ふん囲い気きは昔とちっとも変わっていなかった。懐なつかしさを覚えると共に、不安が過よぎる。皐は誰だれよりも大人しく、目立たない生徒だった。田中の記憶に残っているかどうか自信はない。

　しかし、せっかく来たのだから、一言くらい言葉を交かわして帰りたい。皐は思い切って声をかけに行くことにした。

「……田中先生、お久しぶりです」

　他ほかの生徒と談だん笑しようしていた田中は、皐を振り返り、驚おどろきの表情を浮かべた。

「もしかして、高梨か？」

「はい、ご無ぶ沙さ汰たしてました」

　顔を合わせた途と端たん、名前を呼んでもらえたことが嬉しくて、皐は表情を綻ほころばせた。田中も朗ほがらかな笑顔になり、嬉しそうな様子で皐の肩かたを叩たたいた。

「いやあ、来てくれて嬉しいよ。高梨がどうしてるか、ずっと気になってたんだ。ずいぶん立派になったなぁ」

　田中はずっと皐のことを気にかけてくれていたようだ。心配させてしまった罪悪感に、ちくりと胸が痛む。

「先生もお元気そうでよかったです。この度たびはおめでとうございます。今日は手ぶらで来てしまったので、また改めてお祝いさせて下さい」

「ありがとう、その言葉だけで充じゆう分ぶん嬉しいよ。そんなに気を遣つかわないでくれ。それより、あのときは転校が急だったが、新しい学校は馴な染じめたか？」

「先生、もう十年以上前のことですよ。でも、すぐに友達ができました。先生のアドバイスのお陰かげです」

　中学三年の二学期に転校することになった皐を、田中はとても心配してくれていた。

「そうかそうか。いまはどうしてるんだ？」

「就職して、何とかやってます。ついこの間、偶ぐう然ぜん御子柴に会って、今日のことを教えてもらったんですよ」

　ちょうど、名前を出したところで御子柴が現れた。普ふ段だんのラフな格好とは打って変わった仕立てのいいスーツを身に着けている。タイピンとお揃そろいのカフスをつけているが、気き障ざに見えず似合っているのはさすがだ。

（そういえば、御子柴は何の仕事してるんだろ？）

　三人で飲んでいるときに聞くのは、専もつぱら皐が転校していったあとの斎川のことばかりだ。

　そのせいで、いまでは同じ高校に通っていたのではと錯さつ覚かくするくらいたくさんのエピソードを知っている。

　ツーカーで会話をする斎川と御子柴には、合いの手を入れるのが精せい一いつ杯ぱいなのだが、今度会ったときにどんな仕事をしているのかくらいは訊いてみてもいいかもしれない。

「皐、来てたんならメールくらいよこせよな。ていうか、お前にしては遅おそかったな」

「……あいつが遅ち刻こくして、ずっと向かいのカフェで待ってたんだよ」

　遅刻の汚お名めいを着せられるのは心外で、皐は眉まゆ根ねを寄せて反論した。すると、御子柴は得心したと云いわんばかりの表情で含ふくみ笑いを浮かべた。

「あー、一也のやつ、珍めずらしく美容院に行ってくるとは云ってたからな。もしかして、まだ来てないのか？」

「俺は着き替がえに戻もどるとしか聞いてないぞ。さっき、いまから向かうって電話が入った。美容院って、何をそんなに気合い入れてるんだ？」

「めかし込んで、カッコつけたい相手がいるんだろ」

「は？　何だよ、それ」

　そんなことのために長々と待たされていたのかと思うと、腹立たしさを拭ぬぐいきれない。

　目当ての女子がいるのだとしても、遅刻して間に合わなかったら、何の意味もないのではないだろうか。

「まあ、この時間に来てないってことは、終わる前に顔見られりゃ上出来だな。気になるなら、もう一回電話してみたらどうだ？　いつまで一人にするんだって云ったら、飛んで来るから」

「べ、別に気になんてしてない。御子柴はいままで何してたんだ？」

　まるで、斎川がいなくて心細い思いをしているかのように云われ、ムキになって否定してしまった。

「機材の調整。今日の俺は裏方メインなんだよ。美味うまそうな飯を横目にせっせと働いてるってわけ。田中先生、そろそろスピーチをお願いします」

　御子柴はそう云って、手に持っていたマイクを田中に差し出した。

「もうそんな時間か？　やれやれ、教室以外で生徒の前に立つのは緊きん張ちようするな」

　田中は仕方ないなといった笑えみを浮うかべながら、フロアの一角に作られた簡易ステージに向かっていった。

「じゃあ、皐、またあとでな」

　御子柴も音量の調整のためか、再び機材のほうへと走っていった。マイクのスイッチが入り、スピーカーからノイズが聞こえ、会場内で談笑していた皆みなの視線がステージへと集まる。

『あー、あー、もうスイッチは入ってるのか？』

　自らマイクテストをする田中に、笑いが起こる。緊張すると云いながら、授業のときと同じゆったりとした口調で語り始めた。

　田中のスピーチを聞きながら、皐はさりげなく腕うで時ど計けいに目を落とした。

　電話を切ってから、ずいぶん時間が経たっている。ちらちらと入り口のほうを窺うかがうが、斎川が現れる気配はなかった。

（あいつ、本当に来るのか？）

　まさか、道に迷っているのではないだろうか。途と中ちゆうで事故に遭あったりしていなければいいのだが。音おと沙さ汰たがないせいで、だんだんと不安が大きくなってくる。

『───おっと、いつもの癖くせで話が長くなったな。食事の手を止めさせて悪かった。今日のところはこのへんにしておくか』

　授業のときと同じ切り上げ方に、また笑いが起こる。スピーチを終えた田中に惜おしみない拍はく手しゆを送っていたら、背中に何かがぶつかってきた。

「!?」

「やだ、ごめんなさい！　ワインかからなかった？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶです」

　脇わき見みをしながら歩いていたのかもしれない。ワイングラスを持った女子が、狼狽うろたえた様子で謝ってきた。念のため、体を捻ひねってスーツの脇わきを確かく認にんしたけれど、幸い、スーツに染しみはついていなかった。

「ねえ、グラス空みたいだけど、何か取ってこなくていい？」

「いえ、お気き遣づかいなく。喉のどは渇かわいてないんで……」

　ちびちびと飲んでいたはずなのに、気がついたらグラスが空になっていた。

「あ、じゃあ、何か食べるもの取ってこよっか？　食事はまだでしょ？」

「まだだけど……本当に気は遣わなくていいから」

　彼女は何故なぜか足を止め、皐にしつこく話しかけてくる。立ち去る様子もなく、その意図がさっぱりわからない。

「あのね、申し訳ないんだけど、名前聞いてもいい？　ごめんね、私も歳だなー、ど忘れしちゃって。あ、私のことは覚えてるよね？」

「あ、ああ、うん、まあ……」

　たしか、石いし井いだか石いし本もとだったはずだ。名前ははっきり覚えていなかったけれど、自分をバカにしていた子たちの中の一人だということはわかっている。

　ダサい眼鏡をかけ、本ばかり読んでいた皐を皆で嘲あざ笑わらうための質問をしてきたり、聞こえよがしにバカにするようなことを云ってきたりした。

（俺もねちねちとよく覚えてるな）

　恨うらみがましい記き憶おくだけはしっかり残っている自分に、内心苦笑する。

　気にしているのは皐ばかりで、きっと彼女たちにとっては取るに足らないことだっただろう。そうでなければ、こんなふうに悪びれる様子もなく話しかけられるはずがない。

「……高梨だけど」

　帰りたい気持ちを持て余しながら、渋しぶ々しぶと旧きゆう姓せいを告げると、幽ゆう霊れいにでも遭ったかのような反応が返ってきた。

「えっ、あの高梨!?　やだ、本当に？　昔は冴さえなかったのに、すごくカッコよくなってて全然わかんなかった！　あの頃ころは、こんなふうになるなんて全然想像してなかったもん」

「はあ……」

　名前を忘れたと云っていたけれど、本当は誰だかわからずに話しかけていたようだ。

　想像してたら、どうだったというのだろうか。相手を見て、接する態度を変えるような人間の思考回路は理解できなかった。

「いま、何の仕事してるの？」

「商社、だけど……」

「えー、すごーい！　ね、何て会社？」

「有名なところじゃないし、名前云ってもわからないと思うよ」

　プライバシーは簡単に明らかにしたくない。社名を云いたくなかったため、曖あい昧まいに答えると、あからさまに不満そうな顔をした。

「もしかしたら、仕事で縁えんがあるかもしれないし、私の名めい刺し渡わたしておくね」

「今日は仕事で来たわけじゃないから、名刺は持ってきてないんだ」

「いいの、私のだけ受け取ってくれれば」

　そう云って、皐に無む理り矢や理り名刺を押しつけてきた。

　包み込むように触ふれられ、反射的に手を引っ込めた。鳥肌と不快感の残る手をさりげなく擦こすりながら、一歩後ろに下がる。しかし、彼女は尚なおも質問を続けてきた。

「高梨はもう結けつ婚こんはしたの？」

「してないけど……」

「じゃあ、彼女は？」

「彼女もいない」

「そうなんだ！　じゃあ、連れん絡らく先交こう換かんしよ？」

　皐が独身で彼女がいないと知った途と端たん、携けい帯たい電でん話わを取り出した。

「いや、あの……」

「ちょっと、智とも美み！　何抜ぬけ駆がけしてるのよ。こんなイケメン、ウチのクラスにいたっけ？」

　それまで話をしていた一人を押しのけるようにして大勢群がってきた。めかし込んだ女性陣じんに囲まれ、血の気が引く。

「ほら、あの眼鏡……じゃない、高梨くんだってば」

「えっ、うそ、そうだったんだ！　懐なつかしいね、久しぶりだね！　仕事何してるの？」

「商社なんだって、すごいよね！」

「ホントに？　ねえ、今度、一いつ緒しよに飲みに行かない？」

　色目を使われ、ぞっとした。

　昔、バカにしていた男にこれほどまで態度が違ちがうものかと恐きよう怖ふさえ覚えた。きっと、彼女たちは皐自身ではなく、『商社』という響ひびきに目が眩くらんだのだろう。

　社会人になり、仕事で女性と接する機会が多くなり、苦手意識は昔ほど強くなくなったはずなのに、中学生の頃のトラウマが蘇よみがえってきた。

　眼鏡を押し上げる動作で、動どう揺ようを何とか押し隠かくす。いい歳をして情けないと思うが、怖こわいものは怖い。彼女たちのせいで、女性には表と裏の顔があるのだと知り、女性が苦手になってしまったのだ。

「商社ならお給料いいんでしょ？　いま、年収いくらくらい？」

「ねえねえ、いま家族は？　確かご両親が離り婚こんしたから、転校したんでしょう？」

　プライバシーを暴あばき立てるような質問が続き、辟へき易えきする。親しい友人でも、常識があったら普ふ通つうはこんな話題を振ふったりはしない。

　何の目的があって、収入や家族構成を訊きいてくるのだろうか。

「高梨くん、聞いてるの？」

「……ッ」

　馴なれ馴れしく触れてこられ、さっき以上に鳥とり肌はだが立った。咄とつ嗟さに体を引いたけれど、すぐ後ろにも人がいて距きよ離りを取ることは難しかった。

（気持ち悪い）

　化け粧しよう品ひんと香こう水すいの匂においに気分が悪くなってくる。空すきっ腹にアルコールを口にしたのがよくなかったのかもしれない。

　すぐにこの場を離はなれたかったけれど、八方を塞ふさがれている状態で逃にげ場所がない。やむなく、眼鏡を直すふりで鼻に手をやる。せめて、この不快な匂いだけでも防ぎたかった。

「皐」

「え？」

　そのとき、誰だれかから名前を呼ばれ、女子の間から伸のびてきた手が皐の腕うでを摑つかんだ。そして、力任せに引き寄せられる。

「うわ…っ」

　たたらを踏ふみ、よろけた体が壁かべのようなものにぶつかった。皐の肩かたを抱だくように顔を覗のぞき込んできたのは、遅おくれてきた斎川だった。

「大丈夫か、皐。顔色が悪いぞ」

「斎川……」

　心配そうに訊いてくる斎川の顔が目に入った瞬しゆん間かん、体の強こわ張ばりがふっと緩ゆるんだ。心なしか、込み上げてきていた気持ち悪さが軽くなったような気がする。

「だから、俺が来るの待ってろっつったんだよ」

　背中に添そえられた手を支えに、バランスを崩くずした体勢を立て直しながら反論する。

「あれだけ遅れておいて、何云いって───」

　言葉が途と切ぎれてしまったのは、斎川の変身ぶりに目を奪うばわれてしまったからだ。一時間近く遅れて現れた斎川は、見み違ちがえるような姿になっていた。

　皐の目から見ても仕立てがいいとわかるスーツに革かわ靴ぐつ、そして、伸ばしっぱなしだった髪かみはカットされ、丁てい寧ねいに櫛くしが入っていた。

　普ふ段だんの小こ汚ぎたない格好からは想像もできなかったけれど、肉体労働で鍛きたえられた体にはスーツがよく似合っていた。

　ワイシャツは第一ボタンまできっちりと留められ、形よく締しめられたネクタイ。いつもの斎川とはギャップのあるそのストイックな装いに、皐は思わず目を奪われていた。　>>>♥

「皐？　本当に大だい丈じよう夫ぶか？」

「へ？　あ、ああ、大丈夫だ……」

　斎川の変身ぶりに見み蕩とれていたことがバレたら、何を云われるかわかったものではない。慌あわてて目線を逸そらし、わざとらしく咳せき払ばらいをする。

　こんなことなら、何か飲み物を持っておくんだった。

（……こんなの、反則だろ）

　じわじわと熱くなる頰ほおに手の甲こうを押し当てる。普段は冷たいはずの手まで熱くなっていることにびっくりした。

　斎川は密ひそかに狼狽うろたえている皐を自分の後ろに押しやると、そこにいる女性陣を睨にらみつけて威い圧あつした。

「お前ら、皐が怯おびえてんだろ。そんな大勢で囲んで、取って食う気かよ」

　言葉自体は冗じよう談だんめかしたものだったけれど、女子たちは口元を引き攣つらせて、愛あい想そ笑わらいを浮うかべる。

「失礼ね、そんなことするわけないでしょ!?」

「懐かしかったから、高梨くんと話してただけじゃない。あんたこそ、邪じや魔ましないでよね」

　口々に文句を云う女子たちを、斎川は笑い飛ばした。

「はっ、懐かしいね。昔はあんなに皐のことバカにしてたくせに、いい男に育ったら手の平返すなんて図ずう々ずうしいだろ」

「……っ、べ、別にバカになんて……」

　はっきり云う斎川に、勢いのよかった女子たちも怯ひるんだ様子だった。視線を泳がせているということは、それなりに自覚はあるのだろう。

「してただろ。高梨くん、なんて呼んだことなかっただろうが」

「何なのよ、あんただってイジメてたくせに偉えらそうなこと云わないでよね」

　彼女たちも云われっぱなしではなかった。そんな女子たちの反論に、斎川も語気を強める。

「俺はイジメてたわけじゃない。お前らと一緒にすんな」

「それはあんたの主観でしょ。高梨くんが嫌いやがってたのは、周知の事実だったじゃない」

「そうそう、強ごう引いんに連れ回して困らせてたのはどこの誰？」

「何だと!?」

　云い合いはヒートアップしてくる。

　情けないことに、皐は呆あつ気けに取られるばかりで口を挟はさむこともできなかった。どう仲ちゆう裁さいすべきか考えていた皐の脳のう裏りを、ある記き憶おくが掠かすめていった。

（……思い出した）

　中学の頃ころもこうやって、皐が彼女たちに揶や揄ゆされていると、斎川が飛んできた。

　当時は、遠巻きに云われているだけなのだから、わざわざ波風を立てないでもらいたいと迷めい惑わくに思っていた。しかし、斎川のお節せつ介かいのお陰かげで、イジメがヒートアップせずにすんでいたのかもしれない。

　───あの頃は、自分のことだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　分厚い殻からに閉じこもり、嫌なこと全すべてから目を逸らして過ごしていた。

　その殻を勝手にぶち壊こわして、外を見せようとする斎川が鬱うつ陶とうしくて堪たまらなかったけれど、もしかしたら、いまの自分があるのは斎川のお陰なのかもしれない。

　もしかしたら、もっと卑ひ屈くつで人見知りの人間になっていた可能性だってある。

「はい、そこでストップ」

「御子柴…！」

　騒さわぎになっていることを聞きつけ、仲裁に来てくれたようだ。

「ちょっと落ち着こうぜ。周りがドン引きしてるのわかってる？」

　御子柴の言葉に周囲を見み渡わたすと、他ほかのクラスメイトたちがこちらを注視していた。注目を浴びるのが苦手な皐は、こちらに集まる視線に気づいた瞬間、また体が強張ってしまう。

「追加メニューも来たから食べてきなよ。早くしないと、デザートなくなっちゃうよ」

「じゃ、じゃあ、私食べてこよっかな」

「あ、私も…っ」

　気まずくなった女子たちが、次々に離れていく。

　皐の横に残ったのは、斎川と御子柴だけだった。ヘンに静まり返っていた会場に徐じよ々じよに話し声が戻もどっていき、また元の和なごやかな雰ふん囲い気きになりほっとした。

「一也、頼たのむから同窓会なんかで騒ぎを起こすなよ」

　仲裁に入った御子柴は疲つかれ果てた顔をしていた。

「俺は何も悪くない」

「もっとそつなくしてろって云ってるんだ。皐ももうちょっと上手うまくあしらえよ」

「ご、ごめん……」

「けど、あいつらも節操ないよな。いくら焦あせってるって云ったって、皐にまで色目遣つかうとは思わなかった」

　さっきは笑いながら間に入ってきた御子柴だったが、いまは苦々しい表情を浮かべていた。

「焦ってるって？」

「今回の同窓会で、結けつ婚こん相手捕つかまえるって息巻いてたんだよ。散々、ウザいだの何だの云ってた俺にまで粉かけてきたときはびっくりした。恋こい人びといるって云ったら、とっとと退散してったけど。皐のことだってバカにしてたくせにな」

「……そんなこと忘れてたんだろ」

　込み上げてきた苦い気持ちを押し殺し、作り笑いを浮かべる。覚えていたとしても、彼女たちにとっては大したことではなかったというだけの話だ。

「皐。何度も云うようだが、別に俺はイジメてたわけじゃないからな」

　この間から何度も聞かされている云い訳を、また念を押すように告げられる。その必死な様子に、御子柴は声を立てて笑った。

「あはは、お前は皐が大好きすぎて空気読めなかっただけだもんなー」

「旬は黙だまってろ」

「はいはい、好きなだけ云い訳してればいいよ。とにかく、皐は一也から離れないようにしとけよ！」

　御子柴はまだ何か雑用が残っているのか、皐に釘くぎを刺さしてまたどこかに行ってしまった。斎川と二人にされ、重苦しい沈ちん黙もくが降りる。

「…………」

　そんな空気を先に破ったのは、斎川だった。

「……何か食うか？」

「いや、別にいい」

　素っ気ない態度を取ってしまうのは、気まずさが拭ぬぐえないからだ。今日の姿にドキドキしてしまった動どう揺ようや、過去の自分に対しての反省など、色んな気持ちが渦うず巻まいている。

　しかし、斎川は過去のわだかまりのせいで、皐が不ふ機き嫌げんになっていると思っているようで、大きく頭を下げてきた。

「───皐。あの頃、俺のしたことで嫌な気持ちになっていたなら謝る。悪かった」

　斎川に、嫌がらせをしようという気持ちや嘲あざ笑わらおうという意思がなかったのは、本当だろうと思う。ただ、想像力の足りない、徹てつ底てい的に空気の読めない男だったというだけだ。

　皐が持っていない様々なものを、斎川は何でも持っていた。

　快活で分け隔へだてのない性格、人の中心に立てるカリスマ性、皐からしたら魔ま法ほうにしか見えない運動神経。

　勉強は自分のほうができたけれど、山を教えるだけである程度の成績を取ってしまう要領のよさも羨うらやましく、何もかもが皐のコンプレックスを刺し激げきした。

　あの当時は複雑に絡からみ合った感情の正体が何なのか、自分でもわかっていなかった。ただ単に無神経な斎川がムカつくせいだとばかり思っていた。

（……まあ、ムカつくだけのときもあったけど）

　でかい図ずう体たいで肩かたを落としている斎川を見ていたら、苦手意識を持っていたことがバカバカしく思えてきた。

「ものすごく嫌な気持ちになったこともあるけど、さっきのでチャラにしとく」

「え、マジで？」

「……さっきは助かった。ありがとう」

　本当は斎川がはっきりと云いってくれて、胸がすっきりしていた。小声で礼を告げると、斎川は目を丸くして皐の顔を凝ぎよう視ししてきた。その眼まな差ざしが恥はずかしくて、勢いよく顔を背そむける。

「悪い、何て云った？　いまのもう一回」

　聞き取れなかったふりをしているけれど、斎川には絶対に聞こえていたはずだ。

「帰る」

「ちょ、帰るって、お前だって来たばっかじゃねーか！」

「御子柴への義理は果たしたし、田中先生に挨あい拶さつもできたから、もう充じゆう分ぶんだ」

「おい、待てって！　皐!?」

「お前はまだ帰るな。田中先生に会ってもいないだろう」

「ぐ……っ」

「ちゃんと挨拶してこないと、お前とは二度と口利きかないからな」

「卑ひ怯きようだぞ、皐！」

「ほら、とっとと行ってこい」

　幼よう稚ちな脅おどし文句を残して足早に外へと向かうと、入り口付近で友人と談だん笑しようしていた原田が驚おどろいた顔で訊きいてきた。

「あれ、高梨くんもう帰るの？」

「うん、ちょっと急用ができて」

「そっかあ、残念」

「今日は元気そうな顔が見られてよかった。また機会があったら、子供のこととか聞かせてよ」

「えー、私すっごい親バカだから惚のろ気けるよ？」

「本当に？　むしろ、それが見てみたいかな」

　原田と軽口を交かわし、そそくさとレストランをあとにした。斎川を待っている間に暮れかけていた空は、すっかり夕ゆう闇やみに染まっていた。

　タクシーを捕まえるために大通りを流れる車の群れに目を向ける。何台か通りすぎていくけれど、どれも客を乗せているタクシーばかりだ。

（一体、俺は何しに来たんだろうな）

　自分の行動を省かえりみて、皐は自じ嘲ちようのため息を吐ついた。結果的には三十分も会場にいなかった計算になる。斎川に至っては、十分程度の滞たい在ざいだ。

　斎川への当てつけで参加を決めた癖くせに、巻き込まれた災難からは斎川に助けてもらってしまった。同窓会に来なければ、嫌がらせをしてきていた女子たちに囲まれて不ふ愉ゆ快かいな気分になることもなかったはずだ。

　田中に直接祝いの言葉を云えたことや原田に会えたことはよかったけれど、よく考えたら同窓会でなくてもよかったことだ。

「皐！　待てっつっただろ！」

　諦あきらめて駅までの道のりを歩こうとしていたところで、斎川に追いつかれてしまった。肩を摑つかまれ、内心で舌打ちする。

「待つとは云ってない」

　素気なく返し、斎川の手を振ふり払はらう。

「居い心地ごこち悪いのはわかるけど、飯くらい食ってけばいいだろ」

「別に腹は減ってない。お前こそよかったのか？　わざわざ美容院にまで行ったくせに」

「何のことだ？」

「御子柴が云ってた。カッコつけたい相手がいるからめかし込んでるんだろって」

「あの野や郎ろう……」

　斎川は舌打ちをし、宙を睨にらみつけている。きっと、いま斎川の頭の中で、御子柴が締め上げられているに違ちがいない。

「あの中の誰だれが目当てだったんだ？」

　軽口のつもりで訊いたのに、その瞬しゆん間かん、何故なぜか皐は胸にざらりとしたものを感じた。空腹のはずなのに、喉のどのあたりに何かが閊つかえたような不快感がある。

（何だ、これ）

　不可解な違い和わ感かんに、皐は胸むな元もとを手で押さえた。胃もたれとは違う、奇き妙みような感覚だった。このところのストレスから来る不調の一種なのかもしれない。

　あまり深く考えないようにしようと顔を上げた皐は、斎川が珍めずらしく黙り込んでいることに気がついた。

「…………」

　柄がらにもなく小難しい顔をしているせいで、質問した皐のほうが気まずくなってしまった。

「何だよ、ヘンな顔して。もしかして、今日は来てなかったのか？」

　少なくとも、皐に絡んできた女子グループの中にはいなかったのだろう。その他ほかの女子の顔を思い浮うかべてみるけれど、誰に斎川と接点があったかはわからなかった。

「───来てた」

「だったら、俺なんか追っかけて来ないで、その子のとこ行ってこいよ」

　くぐもった声で告げてくる斎川に、呆あきれ混じりのため息を吐き、指先を払うような仕草で戻もどれと促うながした。すると、斎川はセットしていた髪かみを自分で搔かき乱しながら、ぼそりと告げた。

「だから、追っかけてきたんじゃねーか」

「……は？」

　意味がわからず、目を瞬またたく。すると、斎川は皐の視線から逃のがれるように顔を背け、早口でつけ足した。

「たまには皐にいいとこ見せたかったんだよ」

「何で俺に？」

　わざわざ皐に対して、カッコつける意味がわからない。首を傾かしげていると、斎川はバツの悪そうな様子で足を速める。そして、皐に背中を向けたまま。

「何だっていいだろ！　悪かったな、どうせスーツなんか似合わねえよ。ネクタイだって窮きゆう屈くつだし、柄じゃねえよな」

　斎川にとっては、背せ伸のびをした出いで立ちだったらしい。柄ではないのは確かだが、似合っていないわけではない。むしろ、見み違ちがえたほどだ。

「いや、そんなことは……」

「本当か!?」

　思わず零こぼれた本音に、斎川が勢いよく振り返った。真顔で詰つめ寄られ、後あと退じさる。いまさら否定もできず、云い訳がましいフォローをつけ加える。

「お、思ったより似合ってたってだけだ」

　それでも、斎川にとっては充分な言葉だったらしく、さっきまでの暗い表情はどこかへ行ってしまった。

「そうか！　着慣れないもん着て窮屈で仕方なかったけど、皐が似合ってるって思ってんなら着てきてよかった」

「おい、別に褒ほめたわけじゃないからな！」

「皐に褒められるなんて初めてだな」

「……本当にお前は人の話聞かないよな」

　勝手に落ち込み、勝手に上じよう機き嫌げんになっているような男の相手はしていられない。悦えつに入っている斎川を残し、歩く速度を上げた。

「そういや、タクシー捕つかまえなくていいのか？」

「お前が邪じや魔ましたんだろ」

　本当は上手うまく捕まえることができなかっただけだが、腹はら立だち紛まぎれに責任転てん嫁かをする。

「お前、タクシー捕まえるの下手へたそうだもんな。俺に任せとけ」

「───待て。お前、今日もウチに来る気なのか？　明日は作業日じゃないだろ」

　まるで、同じ場所に帰ることが当たり前のような発言に眉まゆを顰ひそめる。

　急ぎの修理ではあるが、雨風が凌しのげる状態になったため、土日は作業は休みにしてもらった。毎日のように居座っている斎川はともかく、通いで来てくれている人たちにまで無理はさせられない。

「あいつらは来ないけど、俺は明日もやることあるし」

「別に急がなくていいって云いってあるだろ」

「気にすんなって。休んだってすることないし、俺の好きでやるだけだから」

「迷めい惑わくだって云ってるんだ！」

　さっき、過去のわだかまりをまとめてチャラにしてしまったのは、間ま違ちがった選せん択たくだったかもしれない。反省しているように見えたのは、あの瞬間だけだったようだ。

「そんなことより、二人で飲み直そうぜ」

「本当に人の話を聞かないな……」

「飯も食いそびれて腹減ってるだろ？　好きなもん作ってやるからさ。何食いたい？」

　結構だと云いかけたけれど、すぐにそれを飲み込んだ。会場にいる間はちっとも食しよく欲よくが湧わかなかったのに、いまは不思議と空腹でたまらない。すっかり斎川に胃い袋ぶくろを摑まれてしまっている自分に気まずさを覚えつつ、リクエストを口にする。

「……じゃあ、カレー」

「わかった、カレーだな。帰りにスーパー寄ってこうぜ。時間があったら、スパイスから練るんだけどな」

　嬉うれしそうに予定を立てている斎川を横目にため息を吐く。

（……結局、こうなっちゃうんだよな）

　いつの間にか、ペースに巻き込まれて拒こばめなくなってしまうのだ。それが斎川のいいところでも、悪いところでもあるのだろう。

　大おお見み得えを切った斎川にもタクシーは捕まえられず、二人で駅まで歩いていくことになった。










　自宅に帰ってからの酒しゆ宴えんは、夜よる遅おそくまで続いた。だらだらと飲むことになったのは、途と中ちゆうから御子柴が加わったせいだ。

　同窓会から早々に帰っていった皐を気き遣づかって電話をかけてきた御子柴に、うっかり斎川が作ったカレーを食べていると云ったら、「俺も食いたい」と押しかけてきたのだ。

　裏方に徹てつしていたせいで食事にありつけなかったらしく、御子柴は相当腹を空すかせていた。

　自信があると云うだけあって、斎川の作るカレーは美味おいしかった。時間をかければもっと美味うまいとうるさかったが、二度目を約束するつもりはなかったため、聞き流しておいた。

「なあ、皐。覚えてるか？　小学生のとき、二人で河に遊びに行ってびしょ濡ぬれになったの」

「忘れるわけないだろう。俺はあれのせいで酷ひどい風邪かぜを引いて、何日も寝ね込こむことになったんだからな」

　斎川を恨うらむことになった思い出の一つだ。初夏とは云っても肌はだ寒ざむさの残る日で、びしょ濡れで帰ることになった皐はその夜熱を出し、一週間学校を休むことになった。

「けど、俺のお陰かげで泳げるようになっただろ」

　泳げるようにはなったけれど、あれ以来、水辺には積極的に行かなくなった。どんなに涼すずやかな景色でも、近づきたくはない。

　酔よっ払ぱらった斎川は、年寄りの昔話みたいに同じような話ばかりを繰くり返していた。

　この間、失態を犯おかした皐は、どんなに勧すすめられても二杯はい目以降は烏ウー龍ロン茶ちやで過ごしていた。結果的に尻しり拭ぬぐいが回ってきたが、醜しゆう態たいを晒さらすよりはよほどいい。

「そういや、出てくときに原田と何か楽しそうにしてたけど、何話してたんだ？」

「何って、世間話だけど？」

　何故、そんなことを気にするのかと眉まゆ根ねを寄せる。すると、斎川は面おも白しろくなさそうな表情で、云いにくそうに理由を告げた。

「何かいい雰ふん囲い気きみたいだったし、デートの約束でもしたんじゃないかと思って……」

「バカ云え。彼女は既き婚こんで、子供もいるんだぞ」

　そもそも、皐と原田では間違いなど起こりようもないのだが、斎川は皐の性せい癖へきをもう忘れてしまったのだろうか。

「え、あいつ結婚してたのか」

「いまは山本だそうだ。そうだよな、御子柴。……御子柴？」

　やけに大人しいと思ったら、御子柴はうとうとと船を漕こいでいた。さっきから覚えていた違い和わ感かんはこれだったようだ。一番のお喋しやべりが静かにしているなんて、寝てるときしかあり得ない。

「おい、御子柴！　寝るなよ！　お前まで泊とまっていく気じゃないだろうな!?」

「んー…？　もう無理らって…食べすぎた……」

　襟えり首くびを摑つかみ、激しく揺ゆさぶっても、御子柴は気持ちよさそうな寝息を立てるばかりだった。すでに夢の中の住人になってしまっているようだ。

　そのまま眠ねむってしまうと、ワイシャツもスーツのズボンも皺しわになってしまうだろう。そうなる前に家に帰したかったが、強く揺すってもびくともしなかった。

「泊めてやるなんて云ってないだろ！　起きろって！」

　御子柴の頰ほおを抓つねったり、目ま蓋ぶたを無む理り矢や理り押し開いたりしてみたけれど、どれも効果はなかった。必死に起こそうとしている皐を斎川が笑う。

「諦あきらめろ。旬はそうなったら、朝まで起きねーよ。いきなり電池切れたみたいに寝ちまうんだよな」

「そういうことは先に云え！」

　それを知っていたら、事切れる前に帰すこともできたのに。しかし、いまさら後こう悔かいしても始まらない。皐は、この酔い潰つぶれた男をどうすべきかと思案する。

（客間に寝かせるしかないか……）

　いま、客間は斎川が勝手に使っているけれど、知ったことではない。

　御子柴が土産みやげだと云って山のように買い込んできた酒は、ほとんどが空になっていた。これだけ飲めば、酔い潰れてしまって当然だ。

「どこ行くんだ？　トイレはさっき行ったばっかだろ」

　おもむろに立ち上がると、斎川が訝いぶかしげな顔をした。トイレの回数まで数えられていることにげんなりする。

「……客間に布ふ団とん敷しいてくるんだよ」

「こいつにそこまでする必要ねぇだろ。いいから、そのへんに転がしとけ」

　好きで面めん倒どうを見ているわけではない。放っておいて体調を崩くずされるほうが迷惑だからだ。

「お前が指図するな。ここは俺の家だ」

　そう云い残し、客間に向かう。昼間、干しておいた布団を広げ、新しいシーツをその上に広げていると、板張りの廊ろう下かが軋きしむ音がした。

「旬にはずいぶん親切なんだな」

「お前ほど図ずう々ずうしくないからだろ。今日は特別にお前のぶんの布団も敷いてやるから、とっとと寝ろよ。ずいぶん飲んだだろ」

「………つく」

「は？」

「ムカつくって云ったんだよ」

「うわ……ッ、おい、何するんだよ！」

　シーツの端はしを布団の下に入れ込んでいたら、そのまま布団に押し倒たおされた。

「あいつにいい顔するな」

「はあ？」

「お前は昔から俺のモンなんだよ。旬にまで愛あい想そよくしなくていい」

　斎川は不ふ機き嫌げんな表情で、理り不ふ尽じんで不可解なことを云ってくる。酔っ払いの云うことを真しん剣けんに真に受けて憤いきどおるほど、もう子供ではない。

　皐は深いため息を吐つきながら、斎川に教え諭さとすように云い聞かせた。

「いいか？　俺はお前のものになった覚えはないし、お前の指図を受けるいわれもない」

「初めて会ったときに、そう決めたんだよ」

　やはり、斎川の云い分はめちゃくちゃだった。見下ろしてくる男に、呆あきれた眼まな差ざしを返す。

「あのな、もう昔とは違ちがうんだ。いつまでガキみたいなこと云ってるつもりなんだ？」

「ガキみたい？　ガキだったらこういうことできねーだろ」

「な、何する気だ!?　ちょっと待て、おい、斎川！」

　斎川は皐の体を押さえつけたまま、顔を近づけてきた。

「やめろ、斎川…っ、や───んむっ、んんん……っ」

　顔を背そむけたけれど、問答無用に唇くちびるを塞ふさがれた。捻じ込まれた舌が、ねっとりと口こう腔こうを舐なめ回す。その瞬しゆん間かんに走ったぞくぞくとした戦おののきは、甘い毒のようだった。

（何で───）

　いっそ、不快ならよかった。感じてしまうことが後ろめたくて、罪悪感を覚えてしまう。

　斎川にされるがまま、舌を搦からめ捕とられ嬲なぶられる。擦こすれ合った部分から蕩とろけていってしまいそうな感覚に溺おぼれそうになったけれど、理性を総動員して斎川の体を突つき飛ばした。

「……っ、いい加減にしろ！　俺はお前のオモチャじゃないんだよ!!」

「誰だれがそんなこと云いった？　皐のことをそんなふうに思ったことは一度もない」

「そう思ってるから、俺が嫌いやがることも平気でするんだろ!?」

　斎川は膝ひざを折り、皐と目線を合わせてくる。

「嫌ならもっとそういう顔しろよ。そんなふうに目ぇ潤うるませてたら、煽あおってるようなもんだろ。お前の顔には、もっとしたいって書いてある」

「なっ……」

　斎川の言葉に、カッと顔が熱くなった。即そく座ざに否定できなかったのは、流されかかっていたことを自覚しているからだ。

「皐」

「……ッ」

　造作がわかる距きよ離りに面めん食くらい、一瞬反応しそびれた。けれど、これ以上流されるわけにはいかない。体の向きを変え、そのまま逃にげの体勢を取ったけれど、後ろから抱だき竦すくめられた。退路を断たたれ、歯は嚙がみする。

「逃げるな、皐」

「放せ…っ、触さわるなバカ！　や……っ」

　唇を押し当てられた首筋がぞくぞくと戦く。捲まくり上げられた服の裾すそから手を差し込まれ、腰こし回まわりを撫なでられる。

「あ、斎、川……っ、やめ……っ」

「いま、欲よく情じようしてるだろ？」

「だ、誰が……っ」

「ごまかすなよ」

「ひぁ……ッ」

　いきなり股こ間かんを握にぎり込まれ、上うわ擦ずった声を上げてしまった。皐のそこがすでに硬かたくなりかけていることを知られてしまった。斎川はやわやわと指を動かし、嫌らしく揉もんでくる。

「ほらな」

「や、ぁ、あっ……やめ……っ」

「恥はずかしがらなくてもいいだろ。俺ももうこんなだ」

「！」

　腰を抱きよせられ、太ふと腿ももの裏に硬いものが触ふれる。斎川のものは、皐以上に昂たかぶっているようだった。斎川は自分のものを皐に押しつけながら、胸むな元もとを撫で回す。

　やがて、指先で捕らえられた胸の先をキツく抓られ、嚙かみ殺していた声が漏もれてしまった。

「っあ！」

「声は出すな。あいつに聞こえる」

「誰のせいで……っ」

「わかってるよ、俺の手で感じてんだよな？　すげーかわいい」

「……ッ」

　反論したかったけれど、喉のどから零こぼれてしまいそうな声を押し殺そうと、枕まくらを引き寄せて顔を押しつけた。眼鏡の鼻あてが肌はだに食い込んで痛い。

　項うなじや首筋、耳の後ろを唇が這はい回り、乳ち首くびをしつこく捏こねられる。もう一方の手は腰や太腿を撫で回していた。

　斎川の手でこんなにも感じさせられてしまう自分の体が恨うらめしい。強ごう引いんな行こう為いに腹を立てているはずなのに、快感は増していき、このまま身を任せてしまいたくなる。

「皐……皐……」

「ん……っ、く……」

　譫うわ言ごとのように名前を呼ばれるたびに、何故なぜか胸が締しめつけられた。

　体中をまさぐられているうちに、皐の股間にも熱が集まってくる。張り詰つめた自身を自ら布団で擦ろうとした自分に気づき、咄とつ嗟さに腰を浮うかせた。

　その判断が間ま違ちがいだと気づいたのは、すぐあとだった。浮いた部分に手を差し入れられ、ウエストを緩ゆるめられる。下着の上から昂ぶりを握り込まれ、びくんっと体が跳はねた。

「もう濡ぬれてる」

「ンっ、んん……ッ」

　布地越ごしにぐりっと先せん端たんを抉えぐられ、びくびくと下か肢しが震ふるえる。斎川に指し摘てきされたとおり、溢あふれた先走りで下着が濡れていた。まるで粗そ相そうをしたかのような恥ずかしさに、全身が熱くなる。

「こんなになってるってことは、気持ちいいってことだろ」

「あ……っ」

　下着を押し下げられ、自身を剝むき出しにされた。芯しんを持って勃たち上がったそれが布ふ団とんに擦れ、思わず声が出てしまう。

「静かに」

「や、やめ……」

「すぐ終わらせてやるから。このままじゃ皐だって辛つらいだろ？」

「……っ」

　斎川の問いかけに、唇を嚙む。やめろと云いながらも、皐の体は本気では嫌がっていなかった。むしろ、一度知ってしまった快楽を欲ほつしている。

　理性がそれを否定しているけれど、心の底で求めていることは自分でもわかっていた。

（何で、こんな……）

　逆らえないほどに感じてしまう自分の体が悔くやしかった。嫌きらいな男に触れられて不快ではないことが不思議で堪たまらない。

　体の相あい性しようの善し悪あしがあるとは聞いたことはあるけれど、経験の浅い皐には比ひ較かくのしようがなかった。

「……っ、ぅ、ん……っ」

　無骨な指が、皐の昂ぶりを丁てい寧ねいに扱しごく。ツボを心得たその動きに、強こわ張ばっていた四し肢しが蕩けるように弛し緩かんしていった。

　耳元にかかる荒あらい呼吸も、皐の感覚を煽る。アルコールの手伝いもあって理性を飛ばしかけていた皐だったけれど、不意に聞こえてきた独り言で我に返った。

「くそ、俺もやばい」

「え……？　うわっ」

　どういう意味かと測りかねていたら、力任せに仰あお向むけにされた。ワイシャツに緩めたネクタイという姿の斎川に、またもや見入ってしまった。

　酔よいのせいで潤んだ目に見つめられ、体が金かな縛しばりにあったかのように動けなくなった。斎川はベルトを引き抜ぬいて投げ捨てたかと思うと、自分の昂ぶりを引き摺ずり出した。

「……ッ」

　露あらわになった欲よく望ぼうは、すでに凶きよう暴ぼうに猛たけっていた。触れなくても、ぎちぎちに張り詰めているのが見て取れる。

「何する気───ひゃ…っ!?」

　斎川は、ごくりと喉を鳴らした皐のものに、自分のそれを擦りつけてきた。

「一いつ緒しよにしたほうが手っ取り早いだろ」

「うそ……っ、待っ……」　>>>♥

　昂ぶり同士が触れ合う生々しい感かん触しよくに、頭の中が沸わき立つ。熱を持ち、張り詰めた屹きつ立りつを擦り合わされてると思うだけで、どうにかなってしまいそうだった。

　斎川は大きな手で二人ぶんの欲望を大きく擦る。その生々しい感触に歯を食い縛しばり、手の甲こうを口に当てる。

　それでも、喉の奥から甘ったるい声が押し出されてしまうのは堪こらえようがなかった。

「んぅ、く……っ」

　休みなく刺し激げきを与あたえられ続け、皐はただ翻ほん弄ろうされるばかりだった。やがて、斎川の呼吸も短いものとなり、お互たがいの感覚だけが鋭するどくなっていく。

　容よう赦しやなく追い詰められ、限界は目の前だった。体液で滑すべった指が、先端の窪くぼみを抉った瞬しゆん間かん、頭の中が真っ白になった。

「ン、んん…っ」

　皐はびくびくと自身を震わせ、欲望を爆はぜさせた。

「く……ッ」

　斎川もほぼ同時に終わりを迎むかえ、皐の腹部には二人ぶんの白はく濁だくが散る。その生温かい感触にさえ、体が甘く震えた。終わりを迎えて満足したのか、斎川は皐の上に落ちてきた。

　荒い吐と息いきが首筋にかかる。皐も浅い呼吸を繰くり返し、乱れた息を整えた。しかし、いつまで経たっても、斎川は皐の上からどこうとしない。

「もういいだろ、いい加減どけよ」

「────」

　返事はなく、のしかかる体はずしりと重い。まるで、鉛なまりのようだ。

「おい、斎川…？」

　不思議に思っているうちに、斎川は寝ね息いきを立て始めた。人を襲おそっておいて眠ねむってしまった斎川に腹が立つ。

「人を襲っておいて、先に寝るな！」

　結果的には助かったわけだが、何だか釈しやく然ぜんとしない気持ちだった。重たい体を力任せに押しのけ、斎川の下から何とか抜け出した。

「……好き勝手しやがって」

　斎川の体を蹴けって転がし、部屋の隅すみに畳たたんで置いてあったタオルで汚よごれた体を拭ぬぐう。気き恥はずかしさを打ち消そうと、乱れた衣服を直し、シャツのボタンを一番上まで留めた。

　ふと、仰向けになった斎川の下半身に目を遣やると、皐のパンツを穿はいていた。

　たまたま同じものを穿いていただけだと思いたかったけれど、微び妙みようにサイズが合っていない様子に確信した。

（こいつは……）

　面めん倒どうを見てやるのも癪しやくだったけれど、下半身を剝き出しのままにしておくわけにもいかない。その図ずう々ずうしさと無神経さに腹を立てながら、ずれた下着を直し、ズボンを穿かせ直す。

「……まったく」

　斎川を残して居間に戻もどると、御子柴も大の字になって寝ていた。怒いかりを通り越こし、疲つかれ果ててしまう。

　脇わきの下に手を入れて持ち上げ、客間に引き摺っていく。腹いせとばかりに、御子柴も斎川と同じ布団に押し込んでやった。
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　結果から云いうと、この間の意い趣しゆ返がえしは成功だった。

　明け方、聞こえてきた悲鳴で客間に飛んでいくと、寝ね惚ぼけた斎川に羽は交がい締じめにされた御子柴が半泣きになっていた。

　やがて目を覚ました斎川に、八つ当たりで殴なぐられていたのはさすがに可哀かわい想そうだったが、人の家に押しかけてきて、勝手に酔い潰つぶれた罰ばつだ。

　斎川のほうも、前日の記き憶おくが途と中ちゆうから薄うすれていることが判明した。つまり、酔っ払ぱらって皐を襲ったことは何も覚えていないらしい。

　それがわかり、皐はほっとすると同時に、腹が立った。一方的に翻弄しておいて、自分だけは夢の中にいたなんて理り不ふ尽じんすぎる。

（詳くわしく覚えていられても、それはそれで困るけど……）

　複雑な心理状じよう況きようをぶつける先もなく、最近はただがむしゃらに仕事をしていた。そのお陰かげで残業も少なくてすみ、早く帰れてしまうのは善し悪しだった。

　あれ以来、もう一つ困ったことになった。どうやら居い心地ごこちがよかったらしく、御子柴まで皐の家にしゅっちゅう押しかけるようになってしまったのだ。

　仕事帰りに土産みやげを買って、酒を飲みに来るのだが、斎川と同じ布ふ団とんで目を覚ましたことだけはトラウマになっているようで、泊とまらずに帰っていく。一体、いつになったら静かな夜が戻ってくるのだろうか。

　自宅の修理は着々と進み、あとは道路に面した塀へいを直すだけとなっていた。鉄筋すら入っていない古いブロック塀べいだったため、道に面した部分は全すべてやり直してもらうことになった。

　強度を上げておけば、地じ震しんが来たときに崩くずれる心配はないし、万が一また車が突つっ込んできても家まで破は壊かいされずにすむ。

　斎川に勧すすめられた耐たい震しん工事をするかどうかは、まだ悩なやんでいるところだ。斎川を始めとした　工務店の腕うではよく、信しん頼らいできる。けれど、それを頼たのむと斎川とのつき合いが、否いや応おうなく延びてしまう。それが問題だった。

　ここに来て、問題がもう一つ浮うかんできていた。それは皐自身のことだ。

（……最近、何かヘンなんだよな……）

　変化を如によ実じつに感じるようになったのは、同窓会のあとからだ。

　斎川と一緒にいると、妙みように落ち着かない気分になったり、鼓こ動どうが速まったりする。心臓が締しめつけられるような痛みを感じることもあるし、知らずにため息を吐ついていることもある。

　急に顔が熱くなったりもするため、どこか体調が悪いのかと思って、熱を測ってみたけれど、体温は平熱だった。

　少し前まで不調だった胃腸は、斎川の手料理のお陰か、このところ調子がよく、肌はだ艶つやがよくなったと同どう僚りようからも云われるほどだ。

　斎川が居座り始めてから、ストレスは格段に増えたはずだ。苛いらつくことも、腹を立てることも以前より確実に多くなっている。けれど、不満をすぐに口にしているせいか、中学生の頃ころのように鬱うつ憤ぷんが溜たまっている感じは不思議とない。

　もしかしたら、そんな自分に違い和わ感かんを覚えているのかもしれない。自分はもっと、冷静で落ち着いた人間だったはずだ。なのに、このところずっとペースを崩されっぱなしだ。

　どうやったら普ふ段だんのリズムが取り戻せるのだろうか。

「嘉納さん、おかえりなさい」

「ただいま。お前ら、俺がいない間、ちゃんと働いてたか？」

　考えごとに没ぼつ頭とうしていた皐は、フロアに響ひびいた声に我に返った。

　気づかぬうちにスリープ状態になっていたＰＣから顔を上げると、先週末から出張に出ていた嘉納が出社してきたところだった。

「真ま面じ目めに仕事してましたよ！　嘉納さんこそ、地方で遊んできたんじゃないですか？」

　黙もく々もくと仕事をしていた部下たちが、嬉うれしそうに声をかけている。お目付役がいないと羽を伸ばせると云っていた同僚たちも、嘉納がいない間は寂さみしそうにしていた。

「アホか、観光する間もなかったわ」

「そんなこと云って、美味うまいもの食べてきたんでしょう」

「まあ、刺さし身みは美味かったな」

「次は俺も連れてって下さいよ」

「あ、俺もお願いします」

「お前らが連れてって欲しいのは飯だけだろ。遠えん慮りよってものを覚えるのが先だな」

　嘉納の返しに、どっと笑いが起こる。ムードメイカーである嘉納が帰ってきただけで、フロアの雰ふん囲い気きが一変した。

（本当に人気者だよな）

　会話の外から眺ながめながら、しみじみと感心する。嘉納はときに厳しい指導もするけれど、その後のフォローは欠かさない。部下からの評判は断トツに高く、上司からの信頼も厚い。

「土産は食い物でよかったんだよな？　一人一個、仲よくわけろよ。こっそり、多めに取ったりするんじゃないぞ」

「ごちそうさまです！」

　紙かみ袋ぶくろを手て渡わたされた一人が封ふうを開け、皆みなに配って歩く。皐のところまで回ってくるか怪あやしいが、そこまで甘いものが好きなわけではない。

　彼らのやりとりをぼんやりと眺めていたら、不意に嘉納と目が合った。

「……ッ」

　妙に恥はずかしくなり、反射的に顔を背そむけてしまう。不自然な行動だったとすぐに後こう悔かいしたけれど、もう振ふり向くことはできなかった。

　嘉納に対して必要以上に緊きん張ちようしてしまうのは、先日の『告白』のせいだということは、自分でも重々わかっている。社内では意識しないようにしていたのだが、数日のブランクのせいで『顔』が作れなくなっていた。

（仕事に集中してるふりしよう）

　皐も声をかけたほうが自然かもしれないが、こういうときは上うわ滑すべりしかねない。デスクに向き直り、手を休めていた仕事に取りかかろうとした瞬しゆん間かん、ぽんと肩かたを叩たたかれた。

「葛城、お前も食わないか？」

「あっ、はい、いただきます」

　案の定、声が上うわ擦ずってしまった自分に、内心で舌打ちをする。

「パッケージデザインは微妙だけど、味はけっこう美味いぞ」

「あれ？　一人一個って……」

　嘉納から手渡された菓か子しの包みが二つだった。そのことに気づいて顔を上げると、嘉納はまっすぐ立てた人差し指を唇くちびるに当て、小さく笑った。

「あ…ありがとうございます……」

　些さ細さいなことかもしれないけれど、よく考えたら、嘉納はずいぶん前からこういう『特別扱あつかい』をしてくれていた気がする。

　要領の悪い皐の教育や、取り引き先との交こう渉しようで悩んでいるときのアドバイスなど、皐から助けを求める前にさりげなく手を貸してくれていた。

（どうして俺なんだろう…？）

　窓まど際ぎわの自らのデスクに向かう嘉納の背中を見つめながら、何度も浮かんだ疑問を、また心の内で呟つぶやいた。

　真面目だけが取り柄えの自分を、嘉納が好きになるとは未いまだに信じられなかった。

　嘉納への返事は、まだできていない。告白されて以来、お互たがいに何ごともなかったように過ごしてきた。あれは一種の冗じよう談だんだったのでは、とさえ思いかけていたほどだ。

　しかし、いまさらなかったことにはできない。誰だれかに告白するというのは、かなりの度胸がいる。どんなに恋れん愛あいに慣れていたって、簡単にできることではないはずだ。

　告白の返事を電話やメールですますのは失礼だ。引き出しの中から取り出した付ふ箋せんに言づけを書き、手近にあったクリアファイルに貼はりつけ、緊張しながら席を立った。

「頼まれてた資料について、ちょっとお話が……」

「資料？　あれならもうメールで受け取ったぞ」

「説明が足りない部分があるので、こちらも確かく認にんしていただけますか？」

　差し出したクリアファイルには、来月行われる健けん康こう診しん断だんを知らせるプリントと小さなメモを挟はさんである。資料の件は口実で、嘉納に声をかけたのはこのメモをさりげなく渡わたすためだ。

『今日九時にあの公園で話をさせて下さい』

　指定した時刻は、いつも嘉納が退社する時間を考こう慮りよした。出張明けで仕事は溜まっているだろうが、終電まで粘ねばるとは思えない。

「今日はお時間ありませんか？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。九時までには必ず見ておくよ」

「よろしくお願いします」

　頭を下げ、嘉納に背を向ける。酷ひどく緊張していたせいで、ファイルを差し出す手が震ふるえそうになったけれど、何とか堪こらえることができた。

　嘉納との話にどのくらいの時間がかかるかわからないが、帰りが遅おそくなることは確実だ。

（一応、あいつに連れん絡らくしとくか……）

　斎川は勝手に食事を作って待っているくせに、皐が帰宅の予定時間から少しでも遅おくれると、すぐに電話してくる。そのたびに、鬱うつ陶とうしいと怒おこるのだが、改めようという様子はちっとも見られなかった。

　とにかく、今日だけは電話をされたら困る。嘉納との話の最中にかかってきたりしたら、洒落しやれにならない。

　トイレに行くふりで自分の席を通りすぎ、人ひと気けのない場所まで移動してから携けい帯たい電でん話わを取り出した。目的の番号を呼び出しながら、斎川に自分から電話をするのはこれが初めてだと気づいた。たかが電話一本するだけなのに、急に緊張し始める。

　身構えるほどのことではないと自分に云いい聞かせ、躊躇ためらいを振り払はらうために力強く通話ボタンを押す。深呼吸をする間もないほど、すぐに電話は繫つながった。

「あ、斎川か？　俺だけど」

　声がヘンに震えてしまったが、電話越ごしなら怪しまれることはないだろう。

『どうした？　皐が俺に電話してくるなんて珍めずらしいよな。もしかして、また今日も迎むかえに来て欲しいのか？』

「誰がそんなこと頼たのむか！　ただ、今日は帰りが遅くなりそうだから、一応連絡入れとこうと思っただけだ」

　どうして自分が云い訳をしなければならないのだろう。こんなことなら、わざわざ電話なんてしなければよかった。

『仕事か？』

「まあ、そんなとこだ」

『けど、珍しいな。わざわざ連絡くれるなんて。いつもなら、とっとと帰れって云うくせに』

「わかってるなら帰れ」

『またまた、意地張っちゃって。本当は俺の飯楽しみにしてんだろ？　そうそう、今日はぶり大根にするつもりなんだ。他ほかに食いたいものあるか？』

　耳にしたメニューに思わず喉のどが鳴りかけたけれど、いまはぐっと我が慢まんした。

「あのな……いま、遅くなるって云ったばかりだろう。そういうことだから、てきとうにしといてくれ」

『わかったよ。あんま遅くなるなら迎えに行くから、遠慮なく電話しろよ』

「電車で帰るからいい。それじゃあな」

　余計なことを云われる前に、そそくさと通話を切った。遅くなる理由を問われたりしたら、上手うまくごまかせる自信がない。

　嘉納のことは、斎川には何も関係がない。けれど、二人が顔を合わせたときのことを考えると、余計に斎川には今回の件を知られたくなかった。

「……何で俺があいつに気を遣つかってるんだ？」

　いちいち、斎川の反応を気にしている自分が嫌いやになる。皐は渋じゆう面めんを浮うかべながら、乱暴に携帯電話をポケットに突つっ込んだ。










　日が暮れたあとの公園は、昼とは全く違ちがう印象だった。照明があちこちにあり明るいけれど、人気はなく寂しい雰囲気だ。

　皐は、昼に弁当を食べるときと同じベンチに腰こしかけた。

　指定された時間よりも早く来たのは、嘉納と一いつ緒しよに会社を出るところを同どう僚りように見られたくなかったのと、一人になって考える時間が欲しかったからだ。

「……何て云おう……」

　さっきからずっと考えているのは、断りの言葉だ。嘉納とのことを前向きに考えようともしてみたけれど、でも、無理だった。

　皐にとって嘉納は、見習うべき上司であり、人間的にも心から尊敬できる人だ。優やさしくてスマートで博学で、一人の男性としても憧あこがれている。嘉納が恋こい人びとなら、きっと毎日が幸せだろう。

　しかし、尊敬していても、恋愛をすることはできない。皐にはどうしても『上司と部下』という関係以上になることを想像できなかった。

　魅み力りよく的な人だと思ってはいるけれど、触ふれたいと思ったことはないし、キスやそれ以上のことができるかどうか考えたら違い和わ感かんを覚えたのだ。

　改まって告白されたのは初めてのことだし、断ることももちろん初めてだ。考えがまとまらないまま、緊きん張ちよう感かんだけが高まっていく。汗あせばんだ手の平を握にぎりしめ、深呼吸を繰くり返して落ち着きを取り戻もどそうとした。

　しかし、二度目に大きく息を吸おうとした瞬間、声をかけられ、飛び上がりそうになってしまった。

「すまん、遅くなった」

「い、いえ、俺もさっき来たとこですから！」

　嘉納が現れた瞬しゆん間かん、緊張がさらに高まった。反射的に立ち上がり、直立不動になる。誰がどう見たって、テンパっているのが丸わかりだ。

「隣となりに座っていいか？」

「ど、そうぞ！」

　嘉納が腰を下ろすのを見届けたあと、ある程度の距きよ離りを取って、皐もベンチに座った。汗ばむような気温ではないはずなのに、手の平に汗を搔かいている。

「あ、あの、出張明けに、ご足労おかけして申し訳ありませんでした」

「職場じゃないんだ。そんな堅かた苦くるしくならなくていい。それにしても、出がけに工く藤どうにつかまって参ったよ。飲みに行こうってうるさくてな」

　工藤というのは、嘉納が帰ってきたときに一番騒さわいでいたやつだ。早さつ速そく、飲みに連れていってもらおうとしたのだろう。

「あいつ、嘉納さんがいない間、寂しそうにしてましたからね」

「そのくせ、よくつっかかってくるんだよな。ガキじゃないんだから、あんなにわかりやすく突っ張ぱらなくてもいいだろうに」

　嘉納にも工藤の言動が好意の裏返しだということは、バレバレのようだ。

「恥はずかしくて、素す直なおになれないんですよ。時間あるときに相手してやって下さい」

「わかったよ、そのうちな。できるだけプライベートの時間は仕事に割さきたくないんだが、葛城がそう云うなら仕方ない。葛城なら飯でも酒でも喜んで連れてってやるのにな」

「い、いえ、俺は……」

　急に自分の名を出され、慌あわててしまう。返事に困り、俯うつむいた皐の顔を、嘉納は覗のぞき込むようにしてきた。

「人が多いところが好きじゃないんだよな。二人きりになれる静かなところならどうだ？」

「それって、どういう───」

「どういう意味だと思う？」

「……っ」

　思わせぶりな笑えみを向けられ、小さく息を吞のむ。

　嘉納は本当に『いい男』だと思う。こんな人が自分のことを好きだと云ってくれているなんて、まるで夢のようだ。こうして、話をしていても、まるで現実みが湧わいてこない。

（……いい加減、肝かん心じんな話をしないとな）

　嘉納だって、自分がここに呼び出された理由がわかっているはずだ。雑談をするために、わざわざ仕事のあとに時間を作ってもらったわけではない。

　躊躇いを断たち切れず、どうやって切り出していいかわからず黙だまり込んでいる皐の代わりに、嘉納が口火を切ってくれた。

「そろそろ、本題に入っておくか？　話っていうのは、この間の返事のことなんだろう？」

「……はい」

　わざわざ皐から呼び出しておいて、嘉納に仕切らせてしまうなんて情けない。自らの不ふ甲が斐いなさに唇くちびるを嚙かむ。

「ええと、その……嘉納さんの気持ちは嬉うれしかったんですけど……」

「その様子じゃ、俺にとってはあまりいい知らせが聞けるわけじゃなさそうだな」

　皐の歯切れの悪さに、嘉納は苦く笑しようした。

　どう告げれば失礼にならないか、傷つけずにすむかと考えた。けれど、そんなふうに思うことは、むしろおこがましいことなのかもしれない。

　好意を受け入れられない以上、皐にできることは、ただ真しん摯しに返事をすることだけだ。

「ごめんなさい！　やっぱり俺、嘉納さんとはおつき合いできません」

　皐は膝ひざに拳こぶしを置き、深々と頭を下げた。

　理り屈くつはわからないけれど、嘉納とは『恋れん愛あい』はできない。それが皐の出した答えだった。頭を下げた皐に、嘉納は穏おだやかな口調で訊きいてくる。

「俺じゃ恋人には相応しくないか？」

「いえ、俺にはもったいないくらいです！　でも……」

　皐には、つき合えない理由を明確に言葉にすることはできなかった。それは、自分でもはっきりとしたことがわからなかったからだ。

　嘉納が上司でなければ、試ためしにつき合ってみるという選せん択たく肢しもあったかもしれない。そんな考えが脳のう裏りを過よぎったけれど、すぐに否いなと答えが出る。

（きっと、そういうことじゃない）

『恋愛』をするということは、理屈ではないのだろう。どんなに好感を持っていても、心が動かなければ意味がない。

　そんな言葉にできない皐の想おもいを察したのか、嘉納は苦笑いと共に大きなため息を吐ついた。

「でも、ダメなんだな」

「……すみません……」

　結局、謝ることしかできなかった。嘉納は優しく声をかけてくれる。

「謝らなくたっていい。お前が悪いわけじゃない」

「…………」

　謝るなと云いわれて、何と返せばいいかわからなくなってしまった。気き遣づかわれるほうが、余計に心苦しい。押し黙る皐に対し、嘉納はさばさばとした口調で独りごちる。

「そうか、俺じゃダメか。ちょっと自信あったんだけど、悠ゆう長ちように構えすぎたかな。まあ、普ふ通つうに考えて、頼たよりがいのある上司って恋愛対象にはならないよな」

「…………」

　そんなことはない、と云いたいところだったけれど、いまの自分が云える言葉ではなかった。

　しかし、嘉納は一体いつから、皐のことを気にかけてくれていたのだろう。部下の自分に、恋愛感情を抱いだいていると気づいたきっかけはあったのだろうか。

　それ以上にわからないのは、自分のどこに惹ひかれたかということだ。それだけは、どんなに考えてもわからなかった。

「あの、図ずう々ずうしいとは思うんですけど、一つだけ訊いてもいいですか？」

「いいよ。一つでも二つでも」

　皐が思い切って口にした頼たのみに、嘉納は朗ほがらかな笑顔で頷うなずいてくれる。

「……何で、俺だったんですか？　俺がゲイだって、わかってたからですか？」

「そうだな、お前が同類だって知らなきゃ告白はしなかったかもな。けど、そうじゃなくても、好きになってた」

　嘉納は自信たっぷりに、そう云い切った。

「第一印象は可愛かわいげのない新人だなと思ってた。愛あい想そは悪いわ、仕事の飲み込みは早いわ、上司のミスも指し摘てきするわ」

「す、すみません」

「けど、本当は抜ぬけてるところがあったり、陰かげでこっそり努力してたりするのを知って、そのギャップにやられたって感じだな」

「……ギャップ、ですか」

　嘉納は懐なつかしそうな表情で語る。

　過分な評価に身の置き場がなく、皐は微び妙みような表情になってしまった。嘉納の言葉を信じていないわけではないけれど、何割か増しで盛られているように感じる。

「何だ、その顔は。お世辞や身内贔屓びいきで云ってるわけじゃないぞ。葛城はもっと自分に自信を持て。仕事もできるし、性格もいいし、おまけに美人だしな」

「あの、褒ほめすぎな気がするんですけど……」

「褒めてるんじゃなくて、事実を云ってるんだよ。人見知りなところが短所と云えば短所だが、図々しい出しゃばりより控ひかえめなほうが俺は好きだ」

「そう、ですか……」

　力説されればされるほど、どんな顔をしていいかわからなくなる。買い被かぶりすぎているとしか思えなかったけれど、それを云ったところで堂どう々どう巡めぐりになるだけだ。

「じゃあ、俺からもいくつか質問させてもらおうかな」

「え、俺に、ですか？」

　まさか、反対尋じん問もんが来るとは思っておらず、狼狽うろたえてしまう。心の準備をする間もなく、嘉納は一つめの質問をしてくる。

「いま、つき合ってるやつはいるのか？」

「え、いや、いまはいませんけど……」

『いまは』という前置きをつけたのは、ささやかな見み栄えからだ。大学を卒業してから、恋こい人びとと呼べる相手がいたことはない。

　学生のときの相手だって、いま思えばお飯事をしていたようなものだ。皐にとっては真しん剣けんな交際だったけれど、嘉納からしたら子供のじゃれ合いのようにしか思えないに違ちがいない。

「けど、この間会社まで迎むかえにきたやつのことが好きなんだろ？」

「なっ……別にあいつのことなんて全然……っ」

　まさか、斎川のことを話題に出されるとは思ってもみなかったため、思わず声を荒あららげてしまった。思い切り首を横に振ふる皐に、嘉納は笑い声を上げる。

「そんなにムキになって否定しなくてもいいだろう。図星だと云ってるようなもんだぞ」

「いいえ！　本当にあいつには迷めい惑わくしてるんです！　図々しいし、身勝手だし、無神経だし」

　何を勘かん違ちがいしているのか知らないが、嘉納の思い込みを必死に否定した。

「ここにつけてたキスマークだって、あいつがつけたんじゃないのか？」

　嘉納の自分の首筋を指先でつつきながらの質問に、ぶわっと顔が熱くなる。もう跡あとなど残っていないのに、反射的にその場所を手で覆おおい隠かくした。

「あっ…あれは酔よっ払ぱらった斎川が悪ふざけしてきて……っ」

「悪ふざけ、ね。俺に云い訳しなくたっていいだろう」

「本当です！」

　嘉納は皐の云い分には聞く耳を持ってくれない。ムキになって云い募つのると、嘉納はわざとらしくため息をついて見せた。

「……まったく、自覚なしか」

「え？」

「いや、何でもない。こっちの話だ」

　人の心の機き微びには鈍にぶい皐には独り言の真意がわからずに目を瞬またたいたけれど、その発言の意図は教えてもらえなかった。

（何なんだよ……）

　普ふ段だん、仕事では的確なヒントを与あたえてくれる。手取り足取り指導するのではなく、自ら答えに辿たどり着くための手助けをするのが嘉納の教え方だ。しかし、今日はヒントどころか話題を逸そらすようにごまかされてしまった。

「今回のところは素す直なおに身を引くよ。物わかりの悪い男だとは思われたくないからな。本当は往おう生じよう際ぎわが悪くて、しつこいんだけどな」

「嘉納さん……」

　寂さみしげな笑え顔がおに胸が痛む。けれど、これは同情や尊敬の気持ちでどうにかなることではない。

「ただ、もし独り身が寂しいと思うことがあったり、失しつ恋れんしたりしたら俺のところに来い」

「え？」

「心ゆくまで慰なぐさめてやるから。……もちろん、体の関係込みでな」

　つけ加えられた言葉に目を瞠みはっていると、耳元に顔を寄せられ、低い声で囁ささやかれた。

　吐と息いきがかかる感かん触しよくに、皐は思わず飛び退のいた。そのせいで、ベンチからずり落ちそうになってしまった。

「な、何云ってるんですか」

「何なら、いまちょっと試してみるか？　それなりに自信があるぞ」

「結構です！」

　真っ赤になって断ると、嘉納は大きな声を上げて笑い出した。嘉納は肩かたを震ふるわせながら、体勢を崩くずした皐を助け起こしてくれる。

「ははは、冗じよう談だんだよ」

「嘉納さん！　ちょっと、質たちが悪くありませんか？」

　間の抜けた反応をさせられた皐は、笑っている嘉納に恨うらみがましい眼まな差ざしを向ける。

「あわよくばと思ったんだけど、残念」

「なっ……」

　わざとらしく肩を竦すくめながら嘯うそぶく嘉納に、皐の顔はみるみるうちに赤くなった。

「そういう可愛い反応すると、相手に勘違いされるから気をつけろよ。お前みたいなのは、すぐつけ入られそうだからな」

「……気をつけます」

　可愛いかどうかは定さだかではないけれど、一応、素直に頷いておいた。多分、嘉納は皐が隙すきだらけだと云いいたいのだろう。

　脇わきが甘いのは、それなりに自覚している。基本的に頑かたくなな性格をしていると思うのだが、それ以上に強く押されると流されやすくなるのだ。

「さて、明日も仕事だし、そろそろ帰るか。しばらくは俺の顔見るのも気まずいかもしれないが、気き兼がねするよりもばりばり働いてくれよ」

「がんばります」

　最後まで気を遣つかってくれる嘉納に、胸が痛む。嘉納の云うとおり、せめて仕事で返そうと、力強く頷いた。










　晴れやかとは云えなかったけれど、嘉納との件に一区切りつけることができ、心に乗っていた重おも石しが少しだけ軽くなった。

「ただいまー」

　脱ぬいだ靴くつを揃そろえながら、居間にいるはずの男に声をかける。しかし、それに対する返事は聞こえてこなかった。

　いつもなら出で迎むかえに来る斎川が出てこない。不思議に思って居間を覗のぞくと、親の敵のような険しい眼差しでテレビを見ていた。その剣けん吞のんさを訝いぶかしく思い、声をかける。

「……何、怖こわい顔してるんだ？」

　いつもなら、自分で作ったつまみを肴さかなに飲んでいる。皐が帰宅したところで夕飯を温め直し、二人で食しよく卓たくに着くのがお約束になりつつある。しかし、今日は手元に何もない。煌こう々こうとついた灯あかりの中、賑にぎやかなテレビの音が妙みように場ば違ちがいだった。

「意外と早かったな」

「は？」

「今夜はあの上司とよろしくやってくるつもりじゃなかったのか？」

「何云ってるんだ？」

　あの上司とは嘉納のことだろうが、斎川の云わんとしていることがわからなかった。

　確かに嘉納と話をするために帰宅が遅おそくなったけれど、そのことは斎川には伝えていない。匂におわせるような発言もしていないはずだ。

「惚とぼけるなよ。あんなところでいちゃついてるくらいだから、隠すつもりはないんだろ？」

「あんなところって───」

　斎川の言葉に、はっとした。『あんなところ』というのは、さっきいた公園のことを云っているのだろう。つまり、嘉納と話をしている場面を斎川に見られていたということだ。

　そう考えれば、いちゃついているように見えた説明もつく。嘉納に迫せまられ、ベンチからずり落ちそうになっていたのを遠目で見れば、恋人同士が睦むつみ合っていたように見えなくもない。

「もしかして、迎えに来てくれてたのか？」

「…………」

　無言は肯こう定ていを意味しているのだろう。斎川のことだから、この間のように会社の前で待っているつもりだったのだろう。そして、会社に向かう途と中ちゆうに公園を通りかかり、皐と嘉納の姿を見かけたに違いない。

（間が悪いにもほどがある……）

　よりによって、一番誤解を受けかねないシーンを目もく撃げきされるとは。

　嘉納に告白されたことは、斎川には云いたくない。しかし、ごまかせば余計に疑われることは明白だ。

　それにしても、今日の斎川の機き嫌げんの悪さは異常だ。本来はどんなに不ふ愉ゆ快かいなことがあっても八つ当たりをするような人間ではない。

　一体、何が斎川のスイッチを入れてしまったのだろう。

　とりあえず、誤解だけは解いておかなくては話にならない。皐は斎川の横に腰こしを下ろし、云い聞かせるように事情を話し出した。

「何か誤解してるのかもしれないけど、嘉納さんとは話をしてただけだからな」

「そのわりには、ずいぶん楽しそうに見えたけどな。俺には仕事で遅くなるって云ってなかったか？」

「それは……」

　仕事かと訊きかれたから、曖あい昧まいに濁にごしただけだ。そもそも、遅くなる理由を斎川に説明する義務はないはずだ。そう云い返そうとしたけれど、斎川は尚なおも追つい及きゆうしてくる。

「あいつとは何の話をしてたんだ？」

「お前には関係ない」

「やっぱり、云えないようなことしてたんだろ」

「何なんだよ、その云えないようなことって」

「それは皐のほうがよくわかってるだろ」

「あのな、お前はどう思っていようが、俺と嘉納さんはただの部下と上司だ。それ以外の関係は一いつ切さいない」

　斎川のしつこさに辟へき易えきしながら、重ねて否定した。決して後ろめたいことはしていない。わざわざ、斎川に云うべきことでないだけだ。

（何で、こんなに不機嫌なんだ？）

　斎川はやけに嘉納を目の敵にしている気がする。会社の前で顔を合わせたときも、妙なライバル心を燃やしているように見えた。

「抱だき合ってたくせに、何でもないってことはないだろ。お前は普ふ段だんからただの上司とあんなふうにベタベタしてんのか？」

「あ、あれはベンチから落ちそうになってたのを助けてもらってただけだ」

　少なくとも皐にとっては、それだけのことだ。しかし、あのときに嘉納に云われた言葉を思い出したせいで、動どう揺ようしてしまった。

　そもそも、体勢を崩すことになった原因は嘉納にあるのだが、それを云ったら話が余計にややこしくなる。どう説明していいかわからず、頭を抱かかえたくなった。

「へえ、俺にはいちゃいちゃしてるようにしか見えなかったけどな」

「だから、あれは違ちがうって云ってるだろ！」

「あいつ、お前に気があるだろ。知らないわけじゃないよな？」

「……ッ」

「やっぱり。抜ぬかりなさそうな男だからな。何て云って口説かれた？　お前、ああいう外そと面づらのいい腹の中で何考えてるかわからないタイプが好きなんだろ。世間知らずを弄もてあそんで、飽あきたらポイ捨て」　>>>♥

　心ない揶や揄ゆに、血の気が引いた。どんなに身勝手で強ごう引いんでも、他人を傷つけることを云うような男ではなかったはずだ。

「嘉納さんはそんな人じゃない！　いまの言葉を取り消せ」

「庇かばうってことは、口説かれて満まん更ざらでもなかったってことか？　俺の前じゃ、あんな顔見せないもんな」

「何云ってるんだ、お前は」

「どうだろうな。大っ嫌きらいな俺に抱だかれて平気なんだから、あいつと寝ねててもおかしくないよなあ。お前みたいに流されやすいと簡単だよな」

「……ッ！」

　ぱんっと破は裂れつ音おんが鳴り響ひびいた。考えるよりも先に手が出てしまったのは、斎川の口からこれ以上低てい俗ぞくな言葉を聞きたくなかったからだ。

「その口をいますぐ閉じろ」

「────」

　斎川は叩たたかれた頰ほおを手で押さえ、俯うつむいている。そのせいで、表情は見えなかった。永遠に思える沈ちん黙もくが続いたあと、斎川はぽつりと謝った。

「……悪かった」

　声の響きがさっきよりも落ち着いており、後こう悔かいが滲にじんでいる。少しは頭が冷えたのだろう。しかし、すぐに笑って許せるほど、皐も聖人君子ではない。

「出ていけ。お前の顔なんて見たくもない」

　怒いかりを押し殺して告げた言葉は、自分でも驚おどろくほどに冷ややかだった。

「わかった。今日は帰る。寝る前に、ちゃんと戸と締じまりしろよ」

　斎川はそう云いって、すっと立ち上がった。足音が遠とお離ざかっていき、やがて、玄げん関かんが閉まる音が聞こえ、テレビから発せられる明日の天気予報を知らせるキャスターの声が虚むなしく響く。

「…………」

　手の平に、まだ痺しびれが残っている。誰だれかに手を上げたのは、これが生まれて初めてのことだった。胸に渦うず巻まく感情は、苛いら立だちではなく怒りそのものだ。

　斎川が身勝手で理り不ふ尽じんなのは、いつものことだ。けれど、今日はいつもとは違っていた。

（……どうして、あんなこと云うんだ）

　皐だけでなく、嘉納までを侮ぶ蔑べつするような発言は、到とう底てい許すことができなかった。どんなに自分勝手な人間だとしても、誰かをバカにするような男ではないと信じていたのに。

「何なんだよ、もう」

　やりきれない気持ちから、自らの髪かみを搔かき回す。もう、ため息すら出てこなかった。










「……？」

　人の気配がした。暗くら闇やみの中で誰かが身み動じろぐ微かすかな音に、皐はふっと目を覚ました。

　この家には、いまは皐しかいないはずだ。気配がしたように感じたのは、夢の中の出来事だったのだろう。

（いつの間に寝ちゃってたんだ……？）

　斎川を追い出したあと、むしゃくしゃする気持ちをごまかすために酒を呷あおるようにしているうちに、眠ねむりの淵ふちに引き摺ずり込まれていたのだろう。

　一ひと寝ね入いりしたら、さっきまでのどうしようもない苛立ちは消えていた。

　もちろん、斎川の理不尽さに対しての怒りは残っていたけれど、それよりもむしろ彼の態度の理由が気になった。

　一度だけ顔を合わせただけだが、嘉納に対して気に食わないところがあるのは気づいていた。けれど、話をしているところを見たくらいで、あんなふうな下げ衆すな勘かん繰ぐりをしてくる意味がわからなかった。

（やっぱり、誰かいる……？）

　隣となりの部屋から、断続的な物音がする。やはり、斎川が戻もどってきているのだろう。

　いまなら、少しは冷静に話ができるかもしれない。そう思い、おもむろに起き上がった。

　居間から廊ろう下かに出た皐は、灯あかりのついていない客間を覗のぞき込んだ。真っ暗な室内で蠢うごめいている人ひと影かげは、簞たん笥すの引き出しの中を漁あさっているように見えた。

　客間にある桐きり簞たん笥すは、元々祖母の嫁よめ入いり道具だったものだ。処分するのは忍しのびなく、引き出しの中はほぼ生前のままになっているが、一番下の段にはシーツの予備などをしまうようにしている。

「斎川？　何探してるんだ？」

「……ッ」

「お前───」

　声をかけた相手が、見知らぬ男だと気づいたのは声をかけたあとだった。

　背中を丸めた華きや奢しやな体格は、御子柴とも違う。部屋は暗いものの、外から差し込む月明かりで皐の声に振ふり返った相手の顔の造作が見てとれた。少なくとも、皐よりは若い男のようだ。

「……おい、人の家で何してるんだ？」

　警けい戒かい心しんを露あらわにし、低い声で問いかけた瞬しゆん間かん、男は弾はじかれたように客間から飛び出してきた。

「どけ……っ」

「うわっ……!?」

　男に突つき飛ばされ、皐は背後の柱に肩かたを強したたかぶつけた。足を縺もつれさせながら、家の奥へと逃にげていく。その行動に、皐ははっとなった。

　部屋着に着き替がえたときに、空気を入れ換かえようと自室の窓を開けた。その後、閉めるのを忘れたまま、居間で転うたた寝ねをしてしまった。

　きっと、あの男はその窓から侵しん入にゆうして盗ぬすみを働こうとしたのだろう。

　そのとき、はたと回覧板での注意書きを思い出した。このところ、空き巣が増えていると注意書きが載のっていたけれど、もしかしたら他ほかの家での犯行もこの男の仕し業わざかもしれない。

「……っ、逃がすか…！」

　よろけた体を立て直し、床ゆかを蹴けって追いかける。男が皐の部屋に入ろうとした瞬間、黒いパーカーのフードの端はしに手が届いた。

「!!」

　捕つかまえた、と思ったのも束つかの間、手の中を布地が滑すべり抜けていく。男はベッドに土足で上がり、大きく開け放たれた窓に手をかけた。

　外に出られたら、闇やみに紛まぎれて見つけられなくなってしまう。皐は必死に腕うでを伸のばし、指先を男のベルトに引っかけた。そのまま力任せに引っ張り、部屋の中に引き戻す。

「このへんで空き巣して回ってたのってお前だろ!?」

「うるせぇ！　あんたには関係ねーだろ!!　放せ…っ、この……っ」

「誰が放すか……!!」

　逃げようとする犯人の足にしがみつき、必死に逃とう亡ぼうを防ぐ。男は皐を引き剝はがそうと、髪を摑つかんで引っ張った。そんな攻こう防ぼうをしていると、玄関のほうから気の抜けた声が聞こえてきた。

「皐？　誰か来てるのか？」

「……ッ!?」

　男が体を強こわ張ばらせたのがわかった。一いつ瞬しゆんだけ意識が逸それた隙すきに、皐は声を張り上げた。

「斎川！　こっちだ！」

「……っざけんな！　放せ！　くそ……ッ」

　二対一では不利になると考えたのだろう。斎川が来る前に何とか逃げようとして、さらに暴れる男の足を必死に押さえ込む。

「皐、どうした───おい、何なんだそいつは？」

　不思議そうな様子で問いかけてきた斎川の声が一度途と切ぎれ、その後、剣けん吞のんになった。皐たちの様子に、ただごとではないことを察したのだろう。

「こいつ例の空き巣だ！　手伝ってくれ───痛……っ」

　斎川の登場に焦あせったのか、男は足にしがみつく皐を蹴り飛ばし、再度、窓から飛び出そうとした。

「逃がすかよ！」

「うわ……っ」

　男のパーカーの裾すそを摑んだ斎川は、軽々と引き寄せる。そして、皐とは比べものにならない圧あつ倒とう的な力に驚く間もなく床に組くみ敷しき、押さえ込んでしまった。

「いててててて！　ギブギブ！　もう逃げませんから！」

　まるでおふざけの延長のような懇こん願がんの言葉に脱だつ力りよくする。斎川は男の背中に跨またがったまま、男の耳元で低く威い圧あつした。

「お前、皐に蹴り入れただろ？　どう落とし前つけてもらおうか」

「ひ……っ、すいません!!　俺も必死だったんです、許して下さい……っ」

　必死なら、何でも許されるとでも思っているのだろうか。許しを乞こうなら、もう少しマシな云い訳を探したほうがいい。

「そんなのが云い訳になるか。おい、皐、俺のカバンの中にビニールテープが入ってるから取ってきてくれ。客間に置きっぱなしになってるやつ」

「ビニールテープなんてどうするんだ？」

「こいつを縛しばっとくんだよ。警察に突き出す前に逃げられたら困るからな。見つからないなら、てきとうな紐ひもでもいい」

　斎川の言葉になるほどと思い、客間に向かう。ビニールテープを探す間も、男の情けない声が聞こえてくる。

「警察は勘かん弁べんして下さい…！　盗とったものはお返ししますから！　あっ、お詫わびに色もつけますし、見み逃のがしてもらえませんか？　もう二度とこんなことはしませんから今回だけは……！」

「おい……お前、全然反省してないだろ？　盗みに入った上に、皐に蹴り入れといて見逃せるか、このアホが。本当ならそんな口利きけないくらいボコボコにしてやってもいいんだぞ？」

「ひっ、勘弁して下さい…！」

　低く凄すごむような声こわ音ねに、男は悲鳴じみた声を上げた。

「おい、斎川……。暴力は振るうなよ」

　ビニールテープを渡わたしながら、念のために釘くぎを刺さす。皐の家で万が一が起こることだけは避さけたい。斎川からは苛いら立だち混じりの返事が戻ってくる。

「わかってるよ。だから、必死に我が慢まんしてやってんじゃねーか」

「本当に申し訳ありませんでした……っ」

　男はいまにも泣き出しそうだ。怒いかりを押し殺す斎川の様子は、まるで仁に王おうのようで横で見ている皐も遠巻きにしたくなる雰ふん囲い気きだった。

　斎川は空き巣犯をビニールテープで手て際ぎわよく縛り上げ、皐が一一〇番へと通報した。










　嵐あらしのような騒そう動どうが去り、皐はぐったりと脱力した。

「……やっと静かになったな」

「ああ」

　深夜にもかかわらず、パトカーのサイレンの音に呼び寄せられ、山のように集たかっていた野や次じ馬うまたちの姿も消え、ようやく普ふ段だんの静せい寂じやくが戻ってきた。

　犯人は無事に警察に引き渡すことができた。担当の警察官からの簡単な聴ちよう取しゆが終わり、犯人も連行されていった。まるで、嵐に襲おそわれたかのような騒動だった。

「あいつ、ずいぶん余罪がありそうだったな」

「金がないならアルバイトでもすればいいのに」

「汗あせ水みず流して働く気があるなら、ギャンブルなんかに入れ込まないだろう」

　通報してから警察が到とう着ちやくするまでの間、彼に身の上を訊きいてみたところ、犯人は近くのアパートに住む大学生だった。

　パチンコや競馬にのめりこみ、親からの仕送りを使い込んでしまったせいで生活費にも困る有様だったらしい。金に困っているならアルバイトをすればいいのにと呆あきれ果てた。

「それにしても、ウチにはろくな現金がなくてよかったよ」

　犯人が漁っていた桐簞笥には、何の貴重品も入っていない。強しいて云いえば祖母の着物や帯が高価なはずだが、彼にはその価値はわからなかったのだろう。

「俺はお前が無事で何よりだ。お手て柄がらだが、もし次またこういうことがあっても無む茶ちやはするなよ？　今回は相手が凶きよう器きになるようなものを持ってなかったからいいが、万が一ってこともあるからな」

「肝きもに銘めいじておくよ」

　さっきは必死だったから、自分の身を顧かえりみる余よ裕ゆうもなかったけれど、確かに斎川の云うように自分の行動は浅せん慮りよだった。

　今回の犯人は、ただの金に困った大学生だったけれど、もっと凶きよう悪あくな犯罪者だったら、取り返しのつかない危険に晒さらされていたかもしれない。

　あのとき、もし斎川が戻もどってこなかったら───そう考えると、ぞくりと背筋が戦おののいた。

「さっき、蹴りを入れられたところは大だい丈じよう夫ぶか？　本当に病院に行かなくていいのか？」

「平気だ。大した蹴りじゃなかったし、もう何ともない」

　心配して何度も確かく認にんしてくる斎川に、苦笑いする。

「ところで、お前は何で戻ってきたんだ？」

「……忘れ物したんだよ」

「忘れ物って何だ？　明日じゃダメだったのか？」

「いや、まあ、思い立ったが吉きち日じつって云うだろ」

　歯切れの悪さから、忘れ物というのが云い訳だと気がついた。多分、斎川のせっかちな性格では、明日が待てなかったのだろう。

「来てくれて、助かった」

「俺も、役に立ててよかったよ」

　不幸中の幸いと云うべきか、騒動のお陰かげで気まずさを覚えることなく斎川と話ができていた。胸の中で入り混じっていた色んな感情が吹ふき飛ばされてしまったようだ。

　その代わり、神経が高ぶってしまっている。どこからか聞こえてきた窓を叩たたくような音にすら、思わず身構えてしまう。

「何の音だ？」

「大丈夫だ、いまのは風のせいだ」

「あ、ああ……」

　気にしすぎだということはわかっているけれど、どうしても意識してしまう。明日のためにももう就しゆう寝しんしたいのだが、眠ねむ気けはしばらく訪おとずれそうになかった。

「このままじゃ眠ねむれないだろ。ちょっと気分転てん換かんに行こうぜ」

　微かすかな物音にも神経を尖とがらせていると、斎川は皐を外出に誘さそってきた。

「いまからか？　家を空けるのはちょっと……」

　気分の問題だが、泥どろ棒ぼうに入られたばかりの自宅を留守にするのは気が引ける。

「ちゃんと施せ錠じようしときゃ大丈夫だって。侵しん入にゆうされたのだって、お前が開けたままにしてた窓からだったんだろ？」

「まあ、そうだけど……」

　不手際を指し摘てきされては、押し黙だまるしかない。

　斎川は躊躇ためらう皐をよそに、勝手に雨戸を閉め、あちこちの窓の鍵かぎをチェックしていく。どちらにしろ、施錠の確認はきちんとすべきだと思い、皐も浴室やトイレの窓を見に行った。

「おい、サッシがやけに綺き麗れいじゃないか…？」

　磨みがいたにしたって綺麗すぎる。よくよく見てみると、ガラス自体も違ちがうものになっていた。

「ああ、そうそう。云い忘れてたが、修理のついでにトイレと台所の窓ガラスも防犯用に替かえておいたから。いくら鍵閉めてても、窓割られたら関係ねーからな」

「なっ……勝手に何やってんだよ！」

　当然、家の修理の中に窓の交こう換かんは入っていない。防犯用のものに替えるとなると、かなりの金額になるのではないだろうか。

「気にすんな。知り合いのとこから手配したからかなり安くすんだし、俺のポケットマネーでやっといたから」

「何がポケットマネーだ。そういう請せい求きゆうはちゃんと俺に回せ」

　冗じよう談だんめかした物云いですますつもりかもしれないが、そういうわけにはいかない。皐が依い頼らいしたことではなくとも、礼を云うだけで受け取れるような代しろ物ものではない。

「気にしなくていいのに。じゃあ、誕生日プレゼントってことでどうだ？　今年のはとっくに過ぎたけど、渡せなかった十年分のってことで」

「そういう問題じゃない」

「そうか？　いいアイデアだと思ったんだけどな」

「今週中に請求書出せよ」

　斎川は納なつ得とくがいかないといった様子で、頭を搔かいている。斎川のお節せつ介かいは、ときに常識から懸かけ離はなれているから油断ならない。

（仕方ない、工務店のほうに訊くしかないな……）

　斎川はあれこれと云い逃のがれをして、代金を受け取らないだろう。いま、押し問答をしたところで何も解決しないことは目に見えている。

　勝手な改修をされたことよりも、斎川が自分の誕生日を覚えていたことのほうが驚おどろきだった。

「まあ、いいや。とにかく、出かけようぜ。夜のドライブも悪くないだろ？」

「───一時間だけだからな」

　斎川は何としてでも、皐を外に連れ出すつもりらしい。頑かたくなに拒こばんだところで、斎川が大人しく引き下がるとは思えない。渋しぶ々しぶと条件つきで頷うなずいた。

（……って云っても、オーバーするだろうけどな）

　昔から、斎川は時間の見方が甘い。本人は間に合うつもりで予定を立てるが、その段階で丼どんぶり勘かん定じようすぎるのだ。

　仕事の納期は破ったことがないと飲んでいるときに豪ごう語ごしていたが、正直信じられなかった。

「よし、一時間だな。大丈夫だよ、そんなに遠くまで行くつもりはない」

　何度も戸と締じまりを確認してから、表に出る。泥どろ棒ぼう騒さわぎのときとは打って変わって静まり返っていた。

「ほら、乗れよ」

　皐の家の前に停とめてあったのは、工務店の名前が入った軽トラックだった。普ふ段だん、資材などを運んでくるのに使っている車だが、今日は荷台には何も乗っていない。

「これ、会社のやつじゃないのか？」

「そうだけど、何か不満か？」

「不満なんてないけど、勝手に使っていいのかと……」

「ガソリンは満タンにして返すし、許可は取ってるから問題ない。それとも、もっといい車じゃないと嫌いやか？」

「そんなことは云ってない」

「じゃあ、これでいいだろ。一時間だけなら、ぐずぐずしてる暇ひまはないからな。あ、ちゃんとシートベルト締しめとけよ」

　追い立てられるように助手席に乗り込み、白いペンキのあとがあるシートベルトを腰こしに回した。あまり座り心地ごこちはよくないが、初めて乗る軽トラックの目線の高さは新しん鮮せんだった。

「どこに行くつもりなんだ？」

「ドライブだよ、ドライブ」

　ハンドルを握にぎる斎川の顔には、昔とちっとも変わらない笑えみがあった。










「着いたぞ」

「ん……？」

　肩かたを揺ゆすられ、ぴったりとくっついていた目ま蓋ぶたをゆっくりと持ち上げる。また眠ってしまっていたらしい。

　斎川と取り留めもない話をしていたことは覚えている。車の振しん動どうに揺られているうちに、いなくなっていたはずの睡すい魔まが戻ってきて、気がついたら夢の中だった。

　久々に小さい頃ころの夢を見た気がする。鮮せん明めいには覚えていないけれど、必死に走っていた感覚だけは残っていた。

「眠いならまだ寝ねてるか？」

「いや、起きる」

　眼鏡を外して目元を揉もむ。まだ頭の中はぼんやりしているけれど、さっきまでの神経の強こわ張ばりは、どこかへ行ってしまったようだった。

　起こされたということは帰宅したか、目的地に着いたかのどちらかのはずだ。しかし、フロントガラス越ごしに見える風景はどこまでも暗く、ところどころにトラックが見えるという殺風景なものだった。

「ここ、どこだ？」

「高速のサービスエリアの駐ちゆう車しや場だよ。お前、高速乗る前から船漕こいでたぞ。普段、ちゃんと眠れてるのか？　疲つかれが溜たまってるんじゃないか？」

「お前が家にいなきゃ、もっとよく眠れてる」

「そら、悪かったな。けど、俺のお陰かげで栄養状態はよくなっただろ？」

「……それは、まあ……」

　三食しっかり食べているせいか、会社での集中力が長続きするようになった。デスクワークにも体力が必要なのだと痛感する。

「久々にお前に会ったときは、あんまり青っ白ちろい顔してるからびっくりした。何が何でも食わせてやらなきゃと思って、色々と献こん立だて考えたんだぜ」

「え……？」

「好き嫌きらい多かったし、まずは三食食わせるところから始めて正解だったな」

「お前……ウチに居着いたのって、自宅から通うのが面めん倒どうだからじゃなかったのか？」

「ああでも云いっておかなきゃ、余計なお世話だって怒おこるだろ？」

「どっちにしろ怒るに決まってるだろう」

「そういや、そうだな」

　皐のツッコミに、斎川は声を立てて笑った。

（お前は押しかけ女によう房ぼうか……）

　お節介な性格をしていることは知っていたが、よもやこれほどまでとは思わなかった。

「まあ、実際通う時間が節約できて仕事も捗はかどったけどな。そんなことより、早く降りてみろよ。星がよく見えるから」

「星？」

　シートベルトを外し、外に出る。少し肌はだ寒ざむい外気に、残っていた眠ねむ気けがすっと消えた。心なしか、空気も澄すんでいるような気がする。

「────」

　何気なく見上げた夜空は、街中では見られないほどの星が瞬またたいていた。

　こんなによく星が見えるのは、周囲にある灯あかりが最小限だからだろう。遮さえぎるものもなく、どこまでも夜空が広がっている。

　瞬きも忘れて星空に見入っていた皐に、斎川は自じ慢まん気げに告げる。

「すげーだろ。前に仕事の帰りに発見したんだ。一度、お前にも見せてやりたいと思っててさ」

「……綺麗だな」

　子供の頃も、こうやって引っ張り出し、色んなものを見せてくれた。それらはどれも、皐一人では決して発見できないものばかりだった。

　あの頃は斎川のお節せつ介かいを鬱うつ陶とうしく思っていたけれど、いまになって思い出すと、自分でも意外なほど鮮あざやかに思い出すことができる。足を滑すべらせた河の水の冷たさや、腕うでを這はうカブト虫の感かん触しよく、押し上げられるようにして登った木の上から見た夕焼けの美しさ───。

「そんなに上見てたら引っ繰くり返るぞ。ほら、こっち来い。ここで寝っ転がればよく見える」

　軽トラックの荷台に腰かけた斎川に手招きされ、素す直なおに斎川の隣となりで横になった。

「気分転てん換かんになっただろ？」

「……まあな」

「煮に詰つまったときにここに来るんだ。こうしてると、むしゃくしゃしてる気持ちもどっかいっちまうんだよな」　>>>♥

　昔もこうやって二人で星を見た記き憶おくがある。小学生のときだったと思う。

　何とか流星群を見るために、皐の住んでいたマンションの屋上に忍しのび込み、レジャーシートを敷しいて夜通し空を見ていた。長い時間粘ねばったわりに成果は捗はか々ばかしくなく、流れ星を一つ見つけただけだった。

　夜中にこっそり出かけたことと、子供は立ち入り禁止の屋上に入り込んだことで、親からはこっぴどく怒られた。けれど、空から流れ落ちていく星を目にした瞬しゆん間かんの感激は、はっきりと覚えている。

（あのとき、何て願いごとしたんだっけ？）

　胸の中で三回唱えることができたはずだが、何を願ったかという記憶だけがすっぽりと抜ぬけ落ちていた。

「…あのさ、皐」

　ずっと黙だまっていた斎川がおもむろに体を起こしたかと思うと、皐に背中を向けたままぽつりと呟つぶやいた。

「うん？」

「さっきは、悪かったな」

　悪かった、というのは嘉納のことで口論になったときのことを云っているのだろう。きっと、これを切り出すタイミングをずっと計っていたに違ちがいない。

「酷ひどいこと云ったよな。頭に血が上ってたとは云え、最低だった」

「…………」

　皐も体を起こし、膝ひざを抱かかえる。

　反省の気持ちは伝わってきたけれど、頭に血が上った理由がわからない。それを訊きいてもいいのかどうか迷っていたら、斎川のほうから語り出した。

「俺は多分、あいつみたいになりたかったんだ」

「え？」

　予想だにしなかった言葉が、斎川の口から発せられた。聞き間ま違ちがいではないかと、何度も目を瞬いたけれど、続けられた内容で空耳ではないと確信した。

「いい大学に入って、名のある会社に就職して出世して───ま、勉強のできない俺には、端はなから縁えんのないことだけどな」

　唐とう突とつな告白に面めん食くらう。斎川がそんなことを考えていたなんて、想像もしていなかった。

「いまの生活に不満があるってことか？」

「いや？　仕事は楽しいし、給料も悪くないし、仲間もいいやつらばっかりだから不満なんてない。けど、釣つり合わないだろ？」

「何がだ？」

　脈みやく絡らくのなさに怪け訝げんな顔をすると、斎川は歯切れ悪くつけ加えた。

「お前の隣にいるには、俺みたいに粗そ忽こつな男じゃ相応ふさわしくないっつーか……一いつ緒しよに歩いてても友達には見えないっつーかさ……」

「────」

　皐は斎川の言葉に絶句してしまった。

「好きに笑えよ。カッコ悪わりぃな、ちくしょう」

「いや、ただ驚おどろいただけで笑うなんて……」

　皐は心の底から驚いていた。斎川が自分に対して、コンプレックスのようなものを抱いだいていたなんて、その可能性すら考えたこともなかった。

「お前は昔から落ち着いてて、勉強もできて、親とか先生とかに信しん頼らいされてただろ。同い年のやつらなんてみんなガキっぽくてうるさいだけのクソガキなのに、皐は何となく雰ふん囲い気きが違ったんだよな。大人っぽくて、すげー憧あこがれてたんだよ」

　嘉納を敵視しているように見えたのは、その劣れつ等とう感かんからだったのかもしれない。

　コンプレックスというものは、人を狭きよう量りようにさせる。他人から見たら些さ末まつなことでも、当人にとっては重大なことかもしれない。皐はその感覚をよく知っている。

　斎川にはコンプレックスなどないと思っていた。

　自分にはないあらゆるものを持っていて、落ち込んだ顔など見たことがない。けれど、それは表に出していないだけだったのだろう。

　自分と同じように悩なやんでいると知り、やっと、斎川の本当の姿がわかった気がした。

「初めて聞いた」

「そりゃ、誰だれにも云ってねーし。旬には見み透すかされてると思うけどな。お前のことをバカにしてた女子たちだって、初めはお前に気があったんだぜ」

「まさか、そんなわけないだろう」

「周りをうろうろしてたのは、お前に意識して欲しかったからだよ。いつまで経たっても気づかないから、そのうち逆さか恨うらみし出して、嫌いやみ云いうようになったんだけどな。あいつら、自意識過か剰じようなんだよ」

「…………」

　斎川の口から聞かされるものは、どれも皐の知らないことばかりだった。それだけ、当時の自分の視野が狭せまかったということなのだろう。

「手、痛かっただろ？　ごめんな、嫌な気持ちにさせて。さっきのは全部、俺の八つ当たりだ。許してくれって云うのは図ずう々ずうしい頼たのみだろうけど、これからも友達でいてもらえるか？」

「さっきの平手打ちでちゃらにしてやる」

「いいのか？　お前の平手なんて、俺には蚊かが止まったようなもんだぞ」

「もっと殴なぐって欲しいなんて、気持ち悪いこと云うなよ？」

「……ありがとう、皐」

　斎川はこちらを振ふり返って礼を云う。ほっとしたような微笑ほほえみに、じわりと胸が熱くなった。

「───俺も」

「ん？」

「俺も、お前が羨うらやましかったよ」

　そんな言葉が無意識に口をついて出た。

「羨ましい？　俺のどこが？」

「運動ができて快活で、いつでも人の中心にいて。お節介で強ごう引いんなくせに憎にくめない性格で……できることなら、お前みたいになりたいって思ってた。お前に振り回されてると、ダメな自分を思い知らされて嫌だったんだ」

「何云ってるんだ、皐は皐だからいいんだろ。俺みたいな皐なんて、俺は嫌だぞ」

「何だよ、それ。意味がわからない」

　いま、斎川の頭の中でどんな自分が想像されているのだろう。本気で嫌そうな顔をしている斎川の様子に、思わず噴ふき出してしまった。

「やっぱり、皐は笑ってるほうが全然いいな」

「うわ…っ、何するんだよ！」

　大きな手にぐしゃぐしゃと頭を搔かき回され、不満の声を上げる。頭が揺ゆれるせいで眼鏡がずり落ちてくる。最近、やけにずれやすくなっている。蔓つるの部分の捻ね子じを締しめ直したほうがいいかもしれない。

　斎川の手を力任せに振り払はらい、睨ねめつけようとした皐は、自分に向けられた笑え顔がおを見た瞬間、息が止まった。

「────」

　まるで、雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきと共に気がついてしまった。

　この男が好きなのだと。

（噓うそだろ……？）

　俄にわかには自らの気持ちが信じられず、間の抜けた自問をしてしまう。しかし、どんなに否定しようとしても、判明した事実は覆くつがえることはなかった。

　いまのいままで気づいていなかったけれど、多分、皐は昔から斎川が好きだったのだろう。

　どうしても過剰に意識してしまうのは、癇かんに障さわるからではなく、好きだったから。だからこそ、斎川の一挙一動が気になって堪たまらなかったのだ。

　そう考えれば、どんなに振り回されても拒きよ否ひしきれなかったことの説明がつく。

（だから、余計にムカついてたのかもな）

　一方的に振り回される自分に腹が立ち、少しずつ鬱うつ屈くつが溜たまっていったのだろう。傍そばにいなければ、あんな気持ちにならずにすんだ。だから、斎川から離はなれたかったのだ。

「さて、そろそろ帰るか？」

「あ、ああ、そうだな」

　声をかけられ、我に返る。

「帰りも寝ねていけよ。そうすりゃ、少しは睡すい眠みん時間確保できるだろ」

「お前はどうするんだ？」

「俺はあんま寝ないでも平気だし」

　もちろん、腹立たしいところも気に食わないところもいっぱいある。けれど、斎川はそれを凌りよう駕がする引力のようなものを持っている。

　皐が惹ひかれる人は皆みな、快活で人の中心にいるような人物だった。

　自分にないものを持った太陽みたいな存在にばかり惹かれていた。その大本に斎川がいたなんて、まるで笑い話だ。

（間が悪いよな、俺って）

　こんなタイミングで気づいても、どうすることもできない。いまさら気持ちを伝えたところで、自分たちの関かかわり方を違ちがうものにできるとは思えなかった。

　酔よった勢いで体の関係を持ってしまったけれど、あれはアルコールの力によるものだ。所しよ詮せん、物の弾はずみでしかない。

　告白して困った顔をされるよりは、友人関係を修復した状態で疎そ遠えんになるほうがよっぽどいい。この気持ちは秘ひめておくべきものだ。しかし、ずっと隠かくしていけるかどうか自信が持てなかった。

　感情を押し隠すことは得意なはずだったのに、斎川と再会してから、顔に出やすくなってしまった気がする。

　何年もかけて作り上げてきた仮面は、案外脆もろいものだったらしい。

　明日で家の補修工事は終しゆう了りようする。そうすればもう、斎川が皐のところへ来る理由がなくなる。

（きっと、だんだん会わなくなるんだろうな……）

　斎川が自分に構うのは、過去の後ろめたさがあるからだろう。マメに世話を焼いてくれるのは、贖しよく罪ざいのために違いない。

「……思い出した」

　助手席に乗り込んだ途と端たん、古い記き憶おくが蘇よみがえった。

「何か云ったか？」

「いや、何でもない。腹減ったって云っただけだ」

「帰りにラーメンでも食ってくか？」

「こんな時間にそんなもん食えるか。胃もたれする」

　独り言だと笑ってごまかしたが、本当は違う。唐とう突とつに脳のう裏りに蘇ってきたのは、流れ星に三度唱えた願いごとだ。

　───一也くんみたいになれますように。

　あの頃ころから、対等になりたくて仕方なかったのだろう。積み重なっていくコンプレックスが、皐の中にある想おもいの形を歪ゆがめていったのかもしれない。

（我ながら、面めん倒どう臭い性格してるよな）

　心の内で自じ嘲ちようのため息を吐つく。いま考えると、ずいぶんと可愛かわいげのない子供だった。

「どうして、夜中に食うラーメンってあんなに美味うまいんだろうな。それと、酒飲んだあと」

「知るか。食うなら一人で食いに行け。メタボになっても知らないぞ」

「ならねーよ」

　皐の云い放った揶や揄ゆに、斎川は声を立てて笑った。
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　皐は悩なやみに悩んだ末に、結論を出した。やはり、自分の想いは隠しておくべきだと。

　このまま、疎遠になるならそれでいい。もし、つき合いが続いていくとしたら、『友人』としての関係を継けい続ぞくしていけるよう努めるだけだ。

　最悪、皐の気持ちがバレてしまったら、そのときはそのときだ。友人でいられなくなるかもしれないが、斎川なら偏へん見けんの眼まな差ざしを向けてくることはないだろう。

「それにしても、遅おそいな……」

　二十分程度の遅ち刻こくは計算に入れていた。けれど、待ち合わせの時間を一時間以上過すぎても、斎川は現れなかった。

　今夜は世話になった礼をしようと、斎川を食事に誘さそっておいたのだ。

　皐から頼んだわけではないけれど、仕事の他ほかに毎日食事を作ってくれ、同窓会では庇かばってもらい、その上、窃せつ盗とう犯はんからも助けてもらった。それらに対する感謝の気持ちは示しておくべきだと思ったのだ。

　食事の誘いに、斎川は喜んでくれた。青せい天てんの霹へき靂れきとまで云われ、これまでの頑かたくなな態度を反省した。

　待ち合わせの日時を忘れている可能性は低い。伝えたのは昨夜だし、時間にはルーズでも約束を忘れるような男ではない。さっきから何度もかけているのだが、呼び出し音が鳴ることはなく、すぐに留守番電話に繫つながってしまう。

（いっそ、ドタキャンならいいけど……）

　斎川に限ってありえないとは思うのだが、彼の職業はときに危険が伴ともなうこともある。

　今日から新しい現場に入ると云いっていた。そこでの作業が長引いているのかもしれないが、何の連れん絡らくもないことが不安で堪らなかった。

「！」

　もう一度電話してみようかと悩んでいたそのとき、手の中の携けい帯たい電でん話わが震ふるえた。一いつ瞬しゆん、期待してしまったけれど、表示された名前は御子柴のものだった。

「はい、葛城です」

　御子柴が電話をかけてくるのは珍めずらしいことだった。お喋しやべりなくせにメールのほうが性しように合っているらしい。

『皐か？　いまどこにいる？』

　携帯電話から聞こえてきた御子柴の声こわ音ねは、妙みように落ち着きのないものだった。唐突な問いかけに戸と惑まどいながら、自らの居場所を告げる。

「Ｓ駅の改札前だけど……」

『一也のことはまだ聞いてないよな？　いいか、落ち着いて聞けよ』

「あいつに何かあったのか!?」

『……さっき仕事先で事故に巻き込まれて、病院に運ばれたらしい』

「事故!?」

　嫌いやな予感が的中してしまった。一番聞きたくなかった単語に、ざあっと血の気が引いていく。

『ああ、大変なことになったらしい』

「そ…それで怪け我がの具合はどうなんだ？」

　自分が狼狽うろたえても仕方ない。できるだけ冷静になるよう努めながら、一番知りたいことを訊きいた。

『悪い、俺はそこまでは聞いてないんだ。あ、でも、どこの病院かは聞いておいた。俺はすぐには行けそうにないんだが……』

「教えてくれ！」

『ええと、東ひがし山やま総合病院ってところだ。多分、そこからならタクシーですぐだと思う』

「わかった。状じよう況きようがわかったら電話する」

『頼たのんだぞ』

　電話を切るとすぐに御子柴から聞いた病院名を手帳に書き留め、駅の外に出てタクシーを探した。不景気とは云え、週末の夜だ。タクシー乗り場には列ができていた。

　焦あせる気持ちを抑おさえ、その列の最さい後こう尾びに並んだ。

　一体、どんな事故に巻き込まれたのだろうか。携帯電話に繫がらないのも、その事故のせいなのかもしれない。

　少しでも情報がないかと、携帯電話でニュースをチェックする。少なくとも、記事になるような大きな事故の報告はないようだった。

　ようやく順番が回ってきたタクシーに乗り込み、運転手に行き先を告げる。

「東山総合病院までお願いします！」

「わかりました。この時間なら、二十分くらいで着くと思いますよ。できるだけ急ぎますね」

　運転手は皐からただならぬ空気を感じたのか、そう声をかけてくれた。

「よろしくお願いします」

　後部座席のシートに体を預けて目を瞑つぶり、深呼吸を繰くり返す。

（───無事でいてくれ）

　次々に浮うかんでくる悪い想像を振ふり払はらい、必死に祈いのり続けた。










「お釣つりはいいです…っ」

　タクシーを降りる足がもつれそうになる。体勢を立て直し、病院の正面玄げん関かんに向かった。しかし、すでにそこは閉へい鎖さされ、灯あかりも落とされていた。

　夜間受付の案内を見つけ、矢印にそって建物の裏手へと回る。家族でなければ、この時間に面会はできないかもしれないがダメ元で訊いてみるしかない。

（一目だけでも会いたい）

　どんな容態なのかはわからないが、このまますごすごと帰れない。容態が深刻なら、家族か職場の誰だれかがつき添そっているはず。

　病院の敷しき地ちはどこも静まり返っていた。照明に照らされた夜間の出入り口から入ろうとした皐は、そこから出てくる人にぶつかりそうになり、たたらを踏ふんだ。

「す、すみません…！」

　焦るばかりで、前方確かく認にんを怠おこたっていた。相手の足あし下もとに目をやると、ギプスに巻かれた足と松まつ葉ば杖づえが見えた。下手へたをしたら、怪我人を突つき飛ばしてしまうところだった。落ち着きのない自分の行動を反省する。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです───皐？」

「え……？」

　名前を呼ばれ、はっとする。皐がぶつかりかけたのは、斎川だった。

「お前、何でこんなところにいるんだ？　どこか具合でも悪いのか？」

　怪け訝げんな表情で間の抜ぬけた質問をされ、病院の外だということも忘れて大きな声を出してしまった。

「そ…それは俺の台詞せりふだ！　俺はお前に会いに来たんだよ！　御子柴から、お前が大変だって聞いて……」

「マジで？　そりゃ、わざわざ悪かったな」

　松葉杖は突いているけれど、目の前にいる男は想像と違ちがってぴんぴんしている。御子柴の口ぶりから、意識すらないことも覚かく悟ごしていたというのに。

「お前、体は何ともないのか…？」

　元気そうに見えても、見た目でわからないこともある。恐おそる恐る確認すると、斎川は笑いながら云った。

「見てのとおり、この様ざまだよ。現場でドジっちまった。旬から詳くわしい話を聞いてないのか？」

「病院の名前しか聞いてないって。詳しいことはわからないって云うから……」

「そりゃ、旬に担かつがれたんだ。あいつ、余計な気ぃ回しやがって」

　皐の説明に、斎川は合が点てんがいったようだった。

「は？　一体、どういう……」

「一いつ緒しよに携けい帯たいも壊こわれちまってさ。旬の番号だけは覚えてたから、公衆電話でかけてお前への伝言を頼んだんだ。待ち合わせに間に合わないから、食事は日取りを変えてくれって。体の具合は見てのとおり、元気だよ。骨折はしたけど、しばらく安静にしてればすぐくっつくってさ」

「────」

　頭の中が真っ白だった。御子柴がどんなつもりで自分に噓うそを吐ついたのかはわからないが、全すべては杞き憂ゆうだったということだ。

「手間かけさせちまって悪かったな。いまからお前ん家行こうと思って───」

「このバカ……っ、心配させんな！」

　気がついたら、へらへらと笑う斎川に抱だきついていた。力強くしがみつくほどに眼鏡の縁ふちが顔に食い込むけれど、いまは少しも気にならなかった。

「さ、皐？」

　珍しく、斎川の声に動どう揺ようが滲にじんでいる。皐の突とつ拍ぴよう子しもない行動に面めん食くらっているのだろう。

「無事でよかった」

　体温や汗あせの匂におい、作業着の埃ほこり臭くささ、そして、直じかに伝わる感かん触しよくで斎川の無事を確かめる。いま、皐が目にしているのは夢や幻まぼろしではなく、本物だった。

　噓を吐いた御子柴への怒いかりはあったけれど、それ以上にほっとしていた。

「もっと気をつけて仕事しろよ、バカ」

「……悪かったな、心配かけて」

　斎川は松葉杖を持っていないほうの手で、あやすように皐の背中を叩たたいてくれる。まるきり子供扱あつかいだが、いまはそのリズムが心地ここちよかった。










　斎川は倒たおれてきた資材に足を挟はさまれてしまったらしい。足の甲こうの骨に、派手にヒビが入っている状態だそうだ。

　しっかりと固定してあるため、歩くぶんには問題ないそうだが、できるだけ負担をかけないようにと松葉杖を貸し出されたとのことだった。

「……はい。え？　わかってますよ！　充じゆう分ぶん気をつけます。はい、お疲つかれさまでした」

「どうしたんだ？」

　工務店の社長に、皐の携けい帯たい電でん話わで連れん絡らくを入れていた斎川は、電話を切るなりため息をついた。

「気ぃ抜きすぎだって怒おこられた。しばらくは内装の仕事しかさせてもらえないみたいだな」

「お前、そんな足で仕事する気だったのか？」

「別にいいだろ。走ったりするわけじゃないし。大人しく寝ねてるなんて退たい屈くつで死ぬ」

「二、三日は大人しくしとけ。骨がヘンな形でくっついたらどうするんだ」

「大丈夫だよ、ヒビが入っただけなんだから。───あ、そこでいいです。停とめて下さい」

　斎川がタクシーを停めたのは、住宅街の一角だった。

　同どう僚りようのつき添いを断ったらしく、斎川は一人で病院に来ていた。慣れない松葉杖を突く怪け我が人を一人で帰すわけにいかず、皐が自宅までついて行くことにしたのだ。

「悪い、鍵かぎ開けてもらえるか？　俺のケツポケットに鍵が入ってるからさ」

「わかった……って、え、ここがお前ん家なのか!?」

　庇ひさしのついた古い門構えには、『斎川』と表札が出ていた。木戸の隙すき間まから見える建物は純和風の平屋で、上品な佇まいをしていた。暗いせいで全体を把は握あくすることは難しかったが、庭もかなり広そうだ。

「そうだけど」

「家族と住んでるのか？」

「前に一人暮らしだって云いわなかったか？」

「ここ、賃ちん貸たいじゃないよな？」

「ああ、正しよう真しん正しよう銘めい俺の家だ」

「相続でもしたのか？」

　いくつも質問してしまうのは、あまりに意外すぎたからだ。

「自分で買ったんだよ。高校卒業してから、遊びもせずに働いていたら金が無む駄だに貯たまっちゃってさ」

「無駄にって云ったって……」

　中古だとしても、都内でこれだけの家を買うとなるとそれなりの額になるはずだ。

「現金持ってるのも落ち着かなかったし、マンションでも買うかって思ってたときにウチの会社に持ち家を売るためのリフォームを依い頼らいしてきたお客さんがいたんだ。その下見に来たときに、一ひと目め惚ぼれ。頼たのみ込んで、そのまま売ってもらったんだ」

「そのままって……リフォームはしなかったのか？」

「自分でできるのに勿もつ体たいないだろ。そのぶん、安くしてもらったし」

「じゃあ、全部自分で直したのか？」

「床ゆかの張り替かえとか水回りは仕事仲間に手伝ってもらったけど、休みのときに一人でちまちま直してる。ずいぶん放っておかれてたらしくて、直す前はあちこち傷んでて幽ゆう霊れいでも出そうな雰ふん囲い気きだったよ。近所の人には、よく幽ゆう霊れい屋や敷しきの人って云われる」

「幽霊屋敷……」

　何年も手が入っていなかったとなると、この庭も荒あれ放題だったのだろう。

「友達とかよく来るのか？」

「修理の手伝いに来てくれたやつら以外でここに来たのはお前が初めて。まだ修理は終わってないしな」

「そ、そうか……」

　自分が初めてと聞き、少し嬉うれしくなった。

「あ、玄げん関かんの鍵は先が丸っこくなってるやつな」

　斎川の指示に従い、玄関の鍵を開ける。築年数は経たっていそうだが、隅すみ々ずみまで手入れが行き届いており、あとからつけたと思われる間接照明が柔やわらかな光を放っていた。

「おじゃまします……」

「よっこらせ、っと。上手うまく使いこなせるようになる頃ころには治ってそうだよな」

　斎川は上がり框がまちに腰こしを下ろし、一息ついている。慣れない松まつ葉ば杖づえに苦労しているようだ。皐は斎川が靴くつを脱ぬぐのを待ち、斎川に手を差し出す。

「ほら、摑つかまれ」

「悪いな」

　渾こん身しんの力で引っ張り上げたけれど、斎川の体は重く、よろけてしまった。

「……っ」

　すんでのところで踏ふん張り、一緒に倒れ込んできた斎川の体を間かん一いつ髪ぱつで支える。危あやうく二人で転ぶところだった。

「ご、ごめん！　大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「ああ、皐が支えてくれたお陰かげでな」

「よかった……」

　さらに怪我を負わせてしまわなくて、本当によかった。ほっとして見上げた斎川の顔がやけに近くて、ドキリとしてしまった。

　あまりの近さに、さっきの病院での自分の行動まで思い出してしまう。人ひと気けがなかったとは云え、外で抱きつき、涙なみだぐむという醜しゆう態たいを晒さらしてしまった。

（普ふ通つうの男友達はあんなことしないよな……）

　恥はずかしさより、自分の気持ちがバレてしまっていないかが心配だった。いまのところ、斎川の態度はいつもと変わりがない。確かく認にんのしようはない以上、悟さとられていないと思うしかない。

「どうする？　寝しん室しつに連れていけばいいか？」

「こんな早く寝れねーよ。そこがリビングになってるから、ソファまで頼めるか？」

「わかった」

　斎川に肩かたを貸し、今度は慎しん重ちように歩いていく。

　廊ろう下かに面した障子を開けると、予想していたよりも広々とした空間が広がっていた。柱や欄らん間まを見る限り、元は二つに分かれていた部屋を抜ぬいて一部屋にしたようだ。

　リビングは全て板張りになっており、そこには背の低いソファセットが置かれていた。全体的にこぢんまりした造りだが、一人暮らしには充分な広さだ。

「そこ座ってろよ。いま、ビールでも持ってくる」

「怪我人が酒なんか飲むな！」

「そういやそうだな。なら、茶でも淹いれてくる」

「だから、怪我人は大人しく座ってろ。喉のどが渇かわいてるなら、俺がやるから」

「じゃあ、冷蔵庫にペットボトルが入ってるから、それ持ってきてくれ。皐も好きなの持ってこいよ。台所はそこ出てすぐだから」

「わかった」

　台所は丸ごと入れ替えたらしく、機能的なシステムキッチンになっていた。壁かべに下がっているフライパンなどもよく使い込まれているようだ。自宅でもマメに自じ炊すいをしているのだろう。

　冷蔵庫を覗のぞくと、未み開かい封ふうのお茶のペットボトルが数本あったため、二本取り出して斎川のところへ戻もどった。

「これでいいか？」

「うん、さんきゅ。皐も座れよ」

「そ、そうだな」

　一いつ瞬しゆん、どこに座るか悩なやんでしまった。離はなれすぎるのも不自然かもしれない。色々と考えた結果、一人ぶん空けて隣となりに腰を下ろすことにした。

「…………」

　斎川の家で二人きりというシチュエーションが、妙みように落ち着かず、そわそわしてしまう。つい先日まで同じ屋根の下で暮らしていたくせに、何をいまさら緊きん張ちようしているのだろう。

　気まずさをごまかそうと、ジャケットを脱いで殊こと更さら丁てい寧ねいに畳たたんではみたけれど、それもすぐに終わってしまった。

（『友人』のままでいるって決めたばっかりだろう）

　挙動不ふ審しんになりそうな自分に云い聞かせる。そして、怪あやしまれないためには何か会話をしなくてはと、何気ない話題を探した。

「い、いいソファだな」

「だろ？　実はこれもお客さんが捨てるっていうのを引き取ったんだ。木の部分のニスを塗ぬり直して、クロス張り替えたけど。まだまだ使えるのにもったいないだろ？」

「自分でやったのか？」

「ああ。専門じゃないけど、下手へたな業者に頼むよりはずっといいからな。無地だから、ちょっとくらい目がずれてても気にならないし」

「お前は本当にすごいな」

　斎川の手先の器用さには感心する。昔の不器用さが噓だったかのようだ。この家も自分で直したと云っていたが、驚おどろくほどにセンスがいい。無駄なものは一いつ切さいなく、古いものと新しいものがバランスよく同居している。

「慣れだよ。一応、専門職だしな。お前だって、俺ができないこといっぱいできるだろ？　パソコンは未いまだによくわからん」

「パソコン持ってないのか？」

「旬に勧すすめられて買ったけど、埃ほこり被かぶってる。メールは携けい帯たいですむしな。つーか、腹減ったな。結局、飯食いそびれたもんな。出前でも取るか。皐も腹減ってんだろ？　何食いたい？」

　斎川はローテーブルの下から、デリバリーのメニューを取り出した。

「あ、いや、俺はもう帰るよ」

　夕食を食べていないのは皐も同じだ。空腹のはずなのだが、いまは何か食べたいという気分になれなかった。二人きりでいることに緊張しているからかもしれない。

「何か、用事でもあるのか？」

「そういうわけじゃないけど、ほら、もう遅おそいし……」

「ここにいろよ。一人じゃ心細い」

「……っ」

　斎川は、帰ろうと立ち上がった皐の手を握にぎってくる。力を込められているわけではないのに、何故なぜかその手を振ふり払はらうことはできなかった。

「ええと、じゃあ、もう少しだけなら」

　怪け我が人に心細いと云いわれては、放っておくわけにもいかない。断りきれずに、また腰を下ろした。

（手、手が……）

　皐が座り直したあとも、斎川は握った手を放してはくれなかった。ソファに並んで座り、男同士で手を繫つないでいるなんて妙な図だ。触ふれ合った部分から、体温だけでなく、鼓こ動どうの速さまでが伝わってしまいそうで、余計に緊きん張ちよう感かんが高まっていく。

　放してくれとも云えず息を詰つめていると、斎川が「あのさ」と真ま面じ目めな声で切り出してきた。

「お前ん家の工事が終わったら、云おうと思ってたことがあるんだ」

「俺に…？」

　斎川の改まった態度にぎくりとする。やけに真面目な顔をしていることが気にかかった。何を云おうとしているのか、まったく予想がつかない。

（まさか、俺の気持ちがバレたとか？）

　しかし、『工事が終わったら』と云っていたことを考えると、皐が自分の気持ちに気づく前から云うつもりだったのだろう。

　重たい沈ちん黙もくが緊張感を弥いやが上にも増ぞう幅ふくさせる。皐は一人でパニックを起こしかけていた。そんな皐の手をさらに強く握り、斎川は何度か深呼吸をしたあと、よく通る声で云った。

「お前が好きだ」

「───え？」

　いま、確かに斎川は『好きだ』と云った。皐の耳には、そう聞こえた。

（俺を？　斎川が？）

　短い言葉だったはずなのに、脳が処理しきれない。頭も心も整理しきれていない皐に、斎川は告白を続ける。

「昔の俺は、自分の気持ちは口に出さないでもわかってもらえてるって思ってた。だから、お前が何も云わずに転校してったときはショックだった。落ち込んでたら、旬に『お前の行動はイジメてたようなもんだ』って追い打ちかけられて、マジでしばらく立ち直れなかった。でも、お前はもっと嫌いやな思いをしてたんだよな」

「そのことはもういいから」

「よくない。もうあんなふうに誤解されたくはない。俺が皐のことを好きだってことを、ちゃんと知って欲しいんだ」

「そ、そうか……」

　間の抜けた返答しかできない自分がもどかしい。

　皐の心臓はいま、壊こわれてしまいそうなほどに暴走していた。体中熱くて、握られた手の平は酷ひどく汗あせばんでいる。混乱しているせいで視線もうろうろと宙を泳いでしまう。

「だからな、何が云いたいかっつーと、俺、皐に再会できてすげー嬉うれしかったんだ。初めは子供の頃ころの未練を引き摺ずってるだけかとも思ったけど、そうじゃない。いまでも……いや、いまの皐が好きなんだ」

　斎川は力強く云いきった。斎川は、こんな冗じよう談だんを云うような男ではない。何より、皐の手を握るその手の平が皐以上に汗ばみ、冷たくなっていた。

（緊張してるんだ）

　斎川の行動の原点は『好き』という感情だったのだろう。

　恋こいは人を盲もう目もくにする。空回りを続ける斎川と、コンプレックスの塊かたまりだった皐の間で行き違ちがい、歯車が嚙かみ合っていなかったということだ。

「今度こそ失敗しないようにと思って、段階を踏ふむつもりだったんだ。けど、まさか、皐から誘さそってくるとは思わなくて───」

「あれは誘ったわけじゃないって云ってるだろ！　それに、あのときはお互たがい酔よっ払ぱらってたわけだし……」

　いい加減にあのときのことを話題に出すのはやめてもらいたい。酒の失敗ですまそうと思っているのに、いちいち引き合いに出されるのは気まずすぎる。

「一回目のときは、そんな酔ってたわけじゃない。理性は飛んでたかもしれないが」

「は？　ちょっと待て。いま一回目って云ったか……？」

「あ」

　皐の指し摘てきに、斎川は『しまった』という顔をした。一回目という云い方をしているということは、二回目を認にん識しきしているということだ。

　同窓会の夜の出来事は、何も覚えていないと云っていたはずだ。

「途と中ちゆうから記き憶おくがないって云ってたのは噓うそだったのか!?」

「あ、いや、だからその、あれの途中から記憶が怪しいというか」

「お前……っ」

　つまり、最初のほうは完全に覚えているということだ。酔っ払いのしたことだし、記憶がないのならば仕方ないと自分に云い聞かせていたというのに。

　一回目の皐は酔っていた。しかし、あの日はほとんど飲んでいない。ほぼ素面しらふで流されてしまった自分を斎川が知っているという事実に、叫さけび出したい気持ちになった。

「本当に悪かった！　マジで反省してる！」

　斎川は拝むようにして謝ってくるけれど、そういう問題ではない。

「いますぐ忘れろ」

「……善処する」

「何だ、その沈黙は！」

「いや、ちょっと、もったいないな、と……」

「全然反省してないだろう!?」

　皐が憤いきどおると、斎川は不可解な云い訳を始めた。

「だって、もうあんな機会二度とないんだし、失しつ恋れんするんだから、あのくらい思い出にさせてくれてもいいだろ？」

「はあ？」

「あの嘉納ってやつがいなくても、無理だってことはわかってる。こうして、友達に戻もどれただけで満足だ」

「───何なんだよ、それ」

　絞しぼり出した声は震ふるえていた。

「ごめんな。やっぱり、俺に好きだなんて云われても迷めい惑わくだよな」

「……違う、そうじゃない」

　自じ嘲ちよう気味な呟つぶやきを否定する。けれど、斎川にはただのフォローだと思われてしまった。

「いいんだ、俺に気を遣つかわなくても。お前の気持ちはわかってるから」

「わかってないだろ！　全然、わかってない……っ」

「皐───」

　知ったような口を利きく斎川に、憤りが込み上げてきた。こうやって、人の気持ちを決めつけるのがこいつの悪いところだ。肝かん心じんなところはまったく成長していない。

　やっと嚙み合った歯車が、独りよがりの思い込みのせいで、またずれていってしまう。

「お前は俺の何を知ってるんだ？　勝手に俺の気持ちを決めつけるなよ！」

「決めつけてるつもりじゃ……」

「ずっとそうだっただろ？　いつもいつも、勝手に思い込んで！　どうして、俺に訊きかないんだよ!!」

　斎川は躊躇ためらいがちに訊たずねてきた。

「じゃあ、いまは何で泣いてるんだ？」

「……あ……」

　斎川に云いわれて初めて、頰ほおを伝い落ちていく感かん触しよくに気がついた。

　自分でも知らぬ間に、涙なみだが溢あふれてきていたようだ。いい大人が恋れん愛あい沙ざ汰たで泣くなんてみっともない。手の甲こうで拭ぬぐうけれど、涙はなかなか止まらなかった。

　濡ぬれた頰を何度も擦こすり、涙の滲にじむ目元を袖そでで押さえる。しゃくり上げそうになる衝しよう動どうを必死に堪こらえながら、涙の理由をぼそりと口にした。

「……これは……だからだ」

「え？」

　消え入りそうな皐の声が聞こえなかったのか、斎川は怪け訝げんそうな顔を寄せてくる。こういうことを云い直すのは恥はずかしい。

　伝わらなかったのは、はっきりと告げられなかった自分のせいなのだが、空気を読んで察してくれなかった斎川を恨うらみがましく思ってしまう。

「悪い、もう一回云ってくれ」

「だから……お前が好きだからだよ！」

　自棄やけになって、叫んでしまった。これでは、ムードも何もない。けれど、これが皐には精せい一いつ杯ぱいの答えだった。

　好きだからムカつくし、苛いら々いらする。だけど、それ以上に嬉しかった。お節せつ介かいの全すべてが『好き』だったからだと思ったら、胸がどうしようもなく締しめつけられた。

「噓だろ？」

　羞しゆう恥ちを堪えて告白したのに、真顔で噓だと決めつけてくる斎川にムッとする。

「こんな質たちの悪い噓うそ吐つくわけないだろ！」

「いや、だって、そんなこと───」

　皐の告白が信じられないのか、今度は斎川が目を泳がせる番だった。きっと、普ふ段だんはあまり使わない脳みそをフル回転させているのだろう。

「信じられないっていうなら、別にいい」

　皐はそう告げて、ソファから立ち上がった。自分も斎川の告白をすぐには信じられなかったけれど、面と向かって『噓』だと云われるのはいい気分ではない。

「帰る」

「ちょ、ちょっと待て、皐！」

「放せ！」

「放せるわけないだろ！」

　摑つかまれた手を強ごう引いんに振ふり解ほどこうとしたけれど、斎川の握あく力りよくには敵かなわなかった。怯ひるんでいる隙すきに立ち上がった斎川は、強きよう硬こう手段に出た。抵てい抗こうする皐の体ごと抱だき込んだのだ。

「……!?」

　突とつ然ぜん抱きしめられ、かあっと頭に血が上る。

　反射的に突つき飛ばしてしまってから、斎川が怪け我が人にんだということを思い出し、慌あわてて手を伸のばした。

「危な……っ」

「捕つかまえた」

「!?」

　そのまま長い腕うでに抱き込まれ、一いつ緒しよになってソファに倒たおれ込んでしまう。皐には大きな衝しよう撃げきは伝わってこなかったけれど、ゴンッという鈍にぶい音が聞こえた。

「～～～～っ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　斎川はソファの肘ひじ掛かけに頭をぶつけたらしい。相当痛かったのか、斎川は辛つらそうに顔を歪ゆがめている。ぶつけた頭も心配だが、怪我をしている足も心配だ。

「目から星が出た気がする」

「い、いま、冷やすものを……っ」

「いい、大丈夫だ。しばらく大人しくしとけば痛みも引く。俺が小さい頃ころから石頭なのは、皐も知ってるだろ？」

　台所に行こうとした皐を、斎川が引き止める。

「でも───」

　打ちどころが悪ければ、大事になるかもしれない。心配する皐に、斎川は気まずげな面おも持もちで告げた。

「むしろ、いま放してお前に逃にげられたら困る」

「！」

　自分がいま、ソファに横たわる斎川の上に乗った状態だということに気がついた。すぐに降りようとしたけれど、がっちりと腰こしをホールドされていて身動きが取れない。

「さ、斎川、この体勢はちょっと……っ」

　倒れ込んだショックで涙は止まっていたが、泣なき濡れた顔を至近距きよ離りで見られるのは恥ずかしい。

「すまんが、もう一度だけ確かく認にんさせてくれ。───俺のこと、好きだっていうのは本当か？」

「……っ」　>>>♥

　改めて訊ねられ、息を吞のんだ。こんな体勢で、そんな重大なことを云わせないでもらいたい。

「皐、頼たのむ」

「……噓うそを吐くメリットが俺にあると思うのか？」

　完全には素す直なおになりきれない皐の口から出たのは、遠回しな肯こう定ていの言葉だった。本当に面めん倒どう臭い性格をしていると思う。とくに、斎川に対しては感情が入り混じりすぎて上手うまく自分の気持ちを伝えられないようだ。

「皐が噓を吐くとは思ってない。でも、もしかしたら夢かもしれないだろ」

　バツの悪い表情で告げられた言葉に、思わず納なつ得とくしてしまった。

　確かに坦たん々たんと過ごしてきた日常の中、斎川と再会してからの時間は目まぐるしく変わる夢の世界のできごとのようだった。

「それは俺も少し疑ってる」

「だろ？」

「───まあ、夢でもいいか。二人で同じ夢を見てるなら」

　皐の同意を得られた斎川は、ふっと気の抜ぬけた笑えみを浮うかべた。

　すぐ近くにある笑顔に、心臓がさらに締めつけられる。また涙が込み上げてきそうになってしまった。今日は色んなことがありすぎて、感情をコントロールする部分がおかしくなっているに違ちがいない。

「……そろそろ放してくれないか？」

　顔が近いことも気まずいし、重なり合ってくっついている部分が、だんだんと熱を帯びてきている。体勢を立て直し、心の整理もしたかった。

「嫌いやだね、もったいない」

「わ……っ」

　解放されるどころか、頭を引き寄せられ、顔が斎川の胸に埋うまる。そこから聞こえてくる心臓の音は、皐に負けず劣おとらず早はや鐘がねを打っていた。

「あーやべ、どうしよう、すげー嬉うれしい」

　ついさっきまではおろおろしていたくせに、もうすっかり上じよう機き嫌げんだ。そんな斎川の変わり身の早さに苦く笑しようする。

（まあ、いいか）

　いまさら斎川の前で格好つけても仕方ないと観念し、皐はゆっくりと体の力を抜いていった。










　あのあと、リビングで事に至ろうとする斎川を止めるのは大変だった。ちょっと甘い顔をすると、すぐつけ上がるから困ってしまう。

　犬の躾しつけと同じように、締めるところは締めなくてはならないようだ。

　それでも、なかなか諦あきらめない斎川に『シャワーを浴びたあと』『ベッドで』なければ二度と口を利きかないと云いったら、ようやく解放してもらえた。しかし、それは裏返して考えると、条件を吞めばＯＫだと云ってしまったようなものだ。

　その上、シャワーを浴びているうちに少し気持ちが落ち着いたせいで、余計に恥はずかしさが増したのには困ってしまった。

　どんな顔をして寝しん室しつに行けばいいのかわからず、脱だつ衣い所じよで延々鏡と睨にらみ合う羽目になった。

　だが、顔が決まらないからと云って、いつまでも二の足を踏ふんでいるわけにはいかない。できる限りの無表情で、斎川の寝室の扉とびらを開けた。

「シャワーと着き替がえ、ありがとな」

　普ふ通つうに云おうと思ったのに、気負いすぎたせいで出だしが上うわ擦ずってしまった。

「やっと上がってきたか」

「……っ」

　上半身裸はだかで体を拭ふいている斎川に、思わず赤面してしまった。

（何赤くなってるんだ、体拭いてるだけだろ!?）

　ギプスをつけている斎川は、ビニール袋ぶくろなどで防水すればかまわないと医師から云われたらしいが、念のため今日はシャワーはやめておいたほうがいいということになったのだ。

　視線を逸そらし、気まずさをごまかすために室内を観察する。

　斎川の寝室はダークブラウンで統一されたシンプルな内装だった。置いてあるのはベッドだけ。ベッドの反対側にあるのは、作りつけのクローゼットだろう。

　必死に関係ないことに意識を向けて平常心を取り戻もどそうとしていたら、斎川の笑い声が聞こえてきた。

「その服、やっぱりサイズでかかったな」

　斎川から借りたＴシャツとスウェットのズボンは、皐の体には一回り大きかった。身長以上に、体の厚みが違うのだと思い知らされる。

　緩ゆるいウエストは紐ひもをキツく結び、腰に引っかけた。Ｔシャツはだぼだぼで、体が完全に布地の中で泳いでしまっている。

「小さいよりはいい」

　体格の差を思い知らされたようで悔くやしいけれど、こればかりは仕方ない。

「いままで彼女に自分のワイシャツ着せて喜んでるやつらの気持ちがわからなかったんだが、やっとその神しん髄ずいがわかった気がする」

「俺にはさっぱり意味がわからない……」

　真しん剣けんな面持ちで、不可解なことを云う斎川に眉まゆ根ねを寄せる。

「お前はわからなくていい。つーか、いつまでそんなとこに突っ立ってんだよ。早くこっちに来い」

「あ、ああ」

　緊きん張ちようで思わず手と足が一緒に出そうになってしまう。ベッドはすぐそこなのに、ぎくしゃくとしか歩けないせいでやたらと遠かった。

「悪いけど、ちょっと手伝ってもらえるか？　背中だけ上手く拭けなかったから、お前が上がってくるの待ってたんだよな」

「そうだったのか。すまん、上がるのが遅おそくなって」

「いや、戻ってきてくれただけで充じゆう分ぶんだ。んじゃ、頼むな」

　受け取った濡ぬれタオルを、斎川の広い背中に当てる。加減がわからないため、上のほうからそっと拭き始めた。

（落ち着け、俺。体拭いてるだけだろ？）

　まっすぐに伸のびた背筋を見ているだけでドキドキしてしまうなんて重じゆう症しようだ。いまになって思えば、どうして自分の気持ちに気づかなかったのかと不思議でならない。

「もっと力込めろよ。それじゃ、くすぐったい」

「え、あ、ごめん。こ、こうか？」

「あー、そうそう。やっぱ、自分でやるより、人にしてもらったほうが気持ちいいよな」

　日常的な作業でついた筋肉は、柔じゆう軟なんで無む駄だがない。自分とは似ても似つかない厚みのある背中に、純じゆん粋すいに感心する。

　腕うでや首筋などの日に焼けた部分はとくに鞣なめした革かわのような張りがあった。思わず指先で触ふれそうになった自分に気づき、狼狽うろたえる。

「せ、背中だけでいいのか？」

「ああ、あとはどうにか自分でできたし。さんきゅ、もういいよ。助かった」

「洗面器、片づけてくるな」

「そんなのあとでいいから、ここに座ってろ」

　斎川は洗面器を手にした皐を制止し、自分の隣となりを叩たたく。落ち着きなく動き回ろうとしてしまうのは、まだ心の準備ができていないからだ。正面から向き合うことには慣れていない。

　恐おそる恐る促うながされた場所に腰こしを下ろす。それでもまだ三十センチほどの隙すき間まがあった。それでも、自分の激しい脈みやく拍はくが聞こえてしまいそうで怖こわかった。

「それじゃ遠いだろ。もっとこっち来いって」

「……っ!?」

　力ちから尽ずくで腰を引き寄せられ、体が密着する。顔も体もガチガチに強こわ張ばっている皐に気づいた斎川は、苦い顔で笑った。

「緊張しすぎじゃないのか？」

「し、仕方ないだろ」

　根本的に、こういうことには慣れていない。学生時代の交際は、友達に毛が生えた程度のものだった。

「心の準備はしてきたか？」

「！」

「んな驚おどろくなよ。そのくらい、俺にだってわかる。……俺だって、さっきから心臓バクバクだからな」

　照れた表情を浮うかべる斎川に釣つられ、皐も顔が熱くなる。湯冷めするほど長く脱衣所で過ごしたはずなのに、皐の体は火ほ照てっていた。

「電気はどうする？」

「く、暗いほうが……」

　皐のリクエストが聞き入れられた。眼鏡を外されたあと、リモコンで天てん井じようの照明が消され、サイドテーブルの灯あかりがつけられる。

　視線が泳いでしまわないように、スウェットの膝ひざの部分を握にぎりしめた拳こぶしを凝ぎよう視しする。強く握っているせいで、骨の部分が白く浮かび上がっていた。

　微び妙みような距きよ離り感かんが、どうしようもなく恥ずかしい。

　向き合うことがこんなに恥ずかしいなら、いっそ強ごう引いんにされてしまえばよかった。気まずい沈ちん黙もくをどうにかしたくて、よく考えもせずに質問を口にした。

「上、着ないのか？」

「いまから脱ぬぐのに？」

「……ッ」

　行こう為いを匂におわせる単語だけで、暴れ出したい気持ちになる。いっぱいいっぱいになっている皐の耳元で、斎川はさらに核心に迫せまる囁ささやきを吹ふき込んできた。

「キスしていいか？」

「なっ…何でこういうときだけ訊きいてくるんだ…！」

「皐が訊けって云ったんだろ？　勝手に決めつけるなって」

　こういう形で言げん質ちをとられるとは思ってもみなかった。自分の発言の責任は、自分で取らなければならない。

「好きにすればいいだろ」

　素っ気ない返事になってしまうのは、死ぬほど恥ずかしいからだ。

「じゃあ、抱だいてもいいか？」

「……っ、だから、好きにしろって云ってるだろ……！」

　最後は蚊かの鳴くようなか細い声になっていた。泣きそうになっている皐に、斎川は『男』の顔で告げる。

「本当に好きにするけど、絶対、文句云うなよ？」

「文句って───ン、んん……っ」

　不ふ穏おんな前置きの言葉に嫌いやな予感がしたけれど、その真意を追つい及きゆうする間もなく、唇くちびるを奪うばわれた。

（息が、できない）

　空気を吸うチャンスはあるはずなのに、上手うまく息が継つげない。

　初めは啄ついばむだけだったキスは、どんどん交わりが深くなっていく。やがて、歯列をこじ開けられ、舌が入り込んできた。

　斎川とキスをしている。そのことが無む性しように恥はずかしくてたまらなかった。体からだに触れられるよりも、強い羞しゆう恥ちを覚えるのはどうしてだろう。

　息が苦しくなってきた。空気が吸いたくて、斎川の体を押し返す。

「ちょ、ちょっと待て」

「充分待っただろ」

「あ、足は平気なのか？」

「無む茶ちやな動きしなきゃ平気だろ」

「でも、気をつけたほうが───ぅわっ」

　皐の訴うつたえは聞き入れられず、ベッドに押し倒たおされる。今度は両手の自由を封ふうじ、濃のう厚こうな口づけで黙だまらされた。

「んん、ぅ、んー…っ」

　嬲なぶられるという表現が一番相応ふさわしいかもしれない。しつこく貪むさぼられた唇はすでに腫はれぼったくなり、散々に吸い上げられた舌はジンジンと疼うずくように痺しびれていた。

　頭の中は霞かすみがかり、発熱してるかのように指先まで熱を帯びている。絡からむ舌の動きやそれに合わせて聞こえる水音が、皐をさらに煽あおり立てた。

「……っは、はあ、はあ……」

　唇が解放された隙すきに、酸素を求めて繰くり返し喘あえいだ。まるで、初めてのキスのように上手うまくできない。

　そんな皐の髪かみを愛いとおしげに撫なでながら、斎川はしみじみと云いう。

「───やっぱり、夢みたいだな。皐が俺の下で大人しくしてるなんて」

「大人しくしてなくたって、好き勝手するくせに……」

「あのときは俺も必死だったんだよ。こんなチャンス二度と来ないと思ってさ」

「だからって、あんな無む理り矢や理り……っ」

「人聞き悪いこと云うな。お前が泣いたらやめようと思ってたんだからな。けど、お前すげー気持ちよさそうな顔してただろ？　だから、満まん更ざらでもないんだなって」

「……っ、そんなこと……っ」

「まあ、俺が上手すぎたせいかもしれないけど」

「バカなこと云ってないで、するならさっさとしろ」

　お喋しやべりばかりで焦じらしてくる斎川に苛いら々いらする。中ちゆう途と半はん端ぱに昂たかぶった体が辛つらいのに、軽い接せつ触しよくばかり繰り返され、もどかしさが募つのっていった。

　できることなら、いますぐ終わりにして欲しい。何をしたって死ぬほど恥ずかしいことには変わりないのだから、一秒でも短くなることを祈いのるだけだ。

「集中しろって？　皐にしては大だい胆たんな発言だな」

「うるさい……っ、いい加減、黙れ───っあ、んん……っ」

　斎川は胸を上下させている皐の首筋に顔を埋うずめ、Ｔシャツの裾すそから差し込んだ手で肌はだを撫で回す。指先の硬かたさが肌に引っかかり、その感かん触しよくすら刺し激げきになった。

「わかってるよ。早く『して』欲しいんじゃなくて、『終わらせて』欲しいんだよな？」

　低い囁きが背筋を震ふるわせる。まるで、鼓こ膜まくから犯おかされているような気分だった。斎川は思わせぶりに耳じ朶だを甘あま嚙がみし、そのすぐ後ろの皮ひ膚ふの薄うすい部分をキツく吸う。そうやってあちこちに吸いつき、自分の痕こん跡せきを残していた。

「だったら……っ、んっ、ぅ……っ」

「そんなもったいないことできるわけないだろ。云ったよな？　好きにするって。今夜は眠ねむらせるつもりはないからな」

「何、云って……っあ！」

　胸の先を捕とらえた指先が、同じ場所を往復し、やがて、硬く尖とがったそれを押し潰つぶす。戯たわむれるように乳ち首くびを捏こねられる感触に、皐は歯を食い縛しばった。

　そんな場所で感じてしまうなんて信じられない。けれど、斎川の指は確かに快感を生み出していた。

「こうされるのけっこう好きだろ」

「……っ」

「こういうときは訊かないでもわかるけどな」

「や、あ……っ!?」

　下半身に伸のびてきた手は自己主張を始めていた欲よく望ぼうをあっさりと捕らえた。

「ほら、な」

　スウェットの上から緩ゆるく扱しごかれ、思わず四し肢しが強こわ張ばった。巧たくみな刺激に、上うわ擦ずった声が出てしまう。嚙かみ殺そうとして歯を食い縛っても、喉のどの奥が甘く鳴った。

　皐のそれはぐんと嵩かさを増した。紐ひもを解かれたスウェットを押し下げられたときには、すでに先せん端たんを潤うるませていた。

「あ、だめ、ぁあ……っ」

　直じかに握り込まれ、頭の中が沸ふつ騰とうする。大きな手が大胆に弄もてあそぶ。溢あふれてくる体液のせいで、ぬるぬるとした感触がする。それがまた新たな刺激になり、感覚が高まっていった。

　羞恥を打ち消すには、意識を逸そらすしかない。そう思い、大学受験のときに暗記した公式を頭の中で何度も暗唱する。

「いま、何考えてる？」

「……数学の公式だ」

「皐らしいな」

「うるさい……っ」

　笑いを堪こらえているようだが、肩かたが揺ゆれている。さっきまでは性急に迫ってきていたくせに、すっかり余よ裕ゆうを取り戻もどした斎川が憎にくらしい。

「でも、こういうときは俺のことだけ考えてろ」

「何云って───ひぁ…っ!?」

　両足を掬すくい上げられ、左右に大きく開かされた。あられもない格好に赤くなったのも束つかの間、その直後、頭の中が真っ白になった。

「あ……！」

　斎川は躊躇ためらいもなく、緩く勃たち上がっていた皐の昂ぶりを口に含ふくんでいた。先端を舐なめしゃぶられ、一気に張り詰つめた。全身の血液が一いつ瞬しゆんで沸騰したみたいに熱くなる。

「やだ、やめ、あ、ぁ、あ……っ」

　あまりに大胆で刺激の強い行為に、皐はパニックに陥おちいった。斎川の愛あい撫ぶから逃のがれようと身み悶もだえたけれど、がっしりと押さえつけられている下か肢しはびくともしなかった。

　斎川は根本を扱き、膨ふくらみを揉もみしだく。舐め溶とかそうとしているかのように舌が絡むたびに聞こえてくる水音は、いたたまれなさを助長した。

　生まれて初めての口こう淫いんは、言葉にできないほど気持ちよかった。斎川は根本から先端まで舐め上げながら、意地の悪い質問をしてくる。

「気持ちいい？」

「ばか……っ、あ、ぁ……っ」

　涙なみだ目めで悪態を吐つく皐に斎川は笑えみを深め、これまで以上に容よう赦しやなく追い詰める。言葉にできないほどの快感に涙が滲にじむ。

　口にはしなかったけれど、本当は気持ちよすぎて怖こわいくらいだ。さっきのように意識を逸らすこともできず、艶なまめかしく動く舌の動きばかりを追ってしまう。

「ひぁ…っ、あっ、あ、あ……!?」

　堪えきれず、斎川の口こう腔こうで終わりを迎むかえてしまった。びく、びく、と小刻みに痙けい攣れんする皐の昂ぶりを、斎川は尚なおもキツく吸い上げる。

「ン、んんー…っ」

　斎川は残ざん滓しすら啜すすり、当たり前のように嚥えん下かする。濡ぬれた唇くちびるを舌で舐める姿は、飢うえた肉にく食しよく獣じゆうのようだった。










　斎川の執しつ拗ようさに、何度意識が遠とお離ざかりそうになったかわからなかった。

　とくに後ろの窄すぼまりをしつこく弄り回されている気がする。潤じゆん滑かつ剤ざい代わりの軟なん膏こうを纏まとった指が抜ぬき差しを繰り返し、本来は異物を受け入れるような器官ではないそこを慣らしていく。

　不快感こそなかったけれど、体内を搔かき回される違い和わ感かんはなかなか薄れてはくれなかった。

「あっ…ン、んんー…っ」

　本人が云うだけあって、斎川は『上手うまい』と思う。そうでなければ、こんなに体が蕩とろけてしまうはずがない。初めのうちは声が出ることが恥はずかしくて、必死に嚙み殺していたけれど、もうそんな意地すら残っていなかった。

「はっ、あ、あ……っ」

　頭の中がはっきりしない。腕うですら自らの意思で持ち上げられなくなった頃ころ、やっと後ろから指が引き抜かれた。

「ん……っ」

　ずるりと抜け出ていく感触に、内うち腿ももがぶるりと震える。

「───入れてもいいか？」

　気き遣づかわしげな問いかけに、もうどうにでもしてくれという気分で皐は小さく頷うなずいた。

　斎川は熱く張り詰めた屹きつ立りつを、指を引き抜いたばかりの場所に宛あてがった。その感触に、皐は小さく息を吞のむ。

「くっ……」

　覚かく悟ごはしていたけれど、想像以上に激しい違和感に、歯を食い縛る。

　凶きよう暴ぼうに猛たけった欲望は、思っていた以上に大きかった。限界まで押し開かれた体は、関節が悲鳴を上げていた。

「ん……ぅ……」

　充じゆう分ぶんに慣らされたはずの体でも、初めての行こう為いは簡単にはいかないということなのだろう。潤滑剤代わりにとたっぷり軟膏を塗ぬり込まれたお陰かげで引き攣つれるような痛みはなかったけれど、内臓を押し上げられる圧あつ迫ぱく感かんは言葉にできないほどだった。

　じわじわと奥へと押し込まれる。歯を食い縛る皐に、斎川が独り言のような呟つぶやきを零こぼした。

「マジでキツいな。本当に経験あるのか？」

　問いかけに息を吞む。逡しゆん巡じゆんし、小さく告げた。

「…………ない」

　白状するには、この機会を逃したら二度とない。笑われるのを覚悟で真実を告げたのだが、斎川にはすぐに理解できなかったようだ。

「へ？」

「…………」

　探さぐるような視線から逃にげるように目を逸らす。

　大学生の頃につき合っていた先せん輩ぱいとは、最後までしたことはない。しようとしたことはあったけれど、いつも上手くいかなかったのだ。自然消しよう滅めつ的に別れたけれど、もしかしたら、それが一つの要因だったのかもしれない。

「じゃあ、俺が初めてってことか？」

「悪かったな」

　いまさら見み栄えを張っても仕方がない。バツの悪さを押し殺しつつ、早口でそう返した。その手の店に行ってみたとき、初心者は面めん倒どうだから手を出さないと豪ごう語ごしている男がいた。

　遊んでいるようなタイプでも面倒に感じるほどなのだから、基本的にはゲイではないと思われる斎川にとっては余計に手間をかけてしまうかもしれない。

　そんな気持ちの片へん鱗りんを表情に見てしまうのが嫌いやで顔を背そむけていると、予想とは全く違ちがう答えが返ってきた。

「何云いってんだ、悪いわけないだろ！」

「え？」

「皐の初めてになれて、すげー嬉うれしい」

　斎川はそう云って相好を崩くずした。

「……バカ」

　眼まな差ざしがいたたまれず、斎川に悪態を吐く。きっと、いまの自分の顔はこれ以上ないくらい赤くなっていることだろう。顔だけでなく、全身が火を噴ふきそうに熱かった。

「痛かったら云えよ。あと、『いい』ところがあったらちゃんと教えるように」

「そんなの云えるわけないだろ…っ」

「勝手に決めつけるなって云ったのは皐だろ？　教えてくれなきゃわかんねーよ」

「……っ」

　都合のいいときばかりに、そのことを持ち出さないでもらいたい。皐の恨うらみがましい視線に気づかないふりで一方的に宣言する。

「動くぞ」

「待っ……っあ！」

　ぐっと奥を突つかれ、びくんっと背中が撓しなった。斎川は自身を根本まで埋うめ込んだまま、体重をかけるように繫つながった腰こしをゆっくりと揺らし始めた。

「ん……っ、く、ぅん……っ」

　体の中から揺すられているような不思議な感覚に、眉まゆ根ねを寄せる。

　繫がりが馴な染じんできたのを見計らい、斎川は少しずつ動きを大きくしていった。屹立に擦こすられる粘ねん膜まくが震ふるえるのは、快感を覚えているからだろうか。

「ん、あっ……は、んん……っ」

　締しめつけが少し緩ゆるむだけで滑なめらかに動くようになったのは、軟膏の油分のお陰だろう。

　一いつ旦たん浅いところまで引き抜かれ、再び奥まで押し込まれる。その度たびにぞくぞくと腰が甘く震え、触ふれ合っている部分から蕩けていきそうな感覚に襲おそわれた。

「やべーな、入れたばっかなのにもうイキそう」

「とっとと…終わらせろ……っ」

　無む駄だ口ぐちを叩たたく斎川に対し、息も絶え絶えに命じる。丁てい寧ねいにと云えば聞こえはいいが、その程度にもよる。これ以上焦じらされたら、おかしくなってしまいそうだ。

「それは中に出して欲しいっておねだりか？」

「なっ……誰だれがそんな───」

　とんでもない解かい釈しやくをされ面めん食くらう。どうしたら、そういう意味に取れるのかと問いたいところだったけれど、それよりも早く斎川は行動に移した。

「リクエストには応こたえないとな」

「……っ」

　斎川は節くれ立った指で皐の膝ひざの裏を摑つかみ、より深く折り曲げた。足のつけ根の関節が軋きしむように痛む。そして、足を摑んだまま、激しく腰を打ちつけてきた。

「あ…っ、あ、あぁ……っ!?」

　突とつ然ぜん激しさを増した動きについていけない。呼吸も感覚もテンポが合わず、一方的に振ふり回される。

「や、ぁ、あ……っ、待っ…お願……っ」

「悪いけどもう無理」

　無意識に逃げを打つ皐の体を押さえつけ、荒あら々あらしく穿うがち続ける。

　与あたえられる律動は、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな嵐あらしのようだった。斎川はリミッターが外れたかのように、皐をひたすらに責め立てる。

「そんな、したら……壊こわれる……っ」

「もう止められるわけないだろ」

「ぁあ……ッ、あっあ、あ!?」　>>>♥

　衝しよう動どうのままに、抽ちゆう挿そうを繰くり返される。粘膜を抉えぐられ、一番奥を突き上げられるたびに上擦った声が上がった。

　苦しいのに気持ちいい。混じり合う相反する感覚に、皐はただ喘あえぐことしかできなかった。

　無言で皐を責め立てる男の顔を見上げると、微かすかに眉み間けんに皺しわが寄っていた。

　自分ばかり追い詰つめられているのかと思っていたけれど、斎川も喋しやべる余よ裕ゆうすらなくなっているようだった。

「あっ、あ、あ───」

　目の前でハレーションが起こる。チカチカとした光が見えたと同時に、皐は終わりを迎むかえていた。びく、びく、と自身を震わせ、白はく濁だくを吐はき出した。

　絶頂の衝動に、銜くわえ込んでいた屹立をぎゅっと締しめつけてしまう。その瞬しゆん間かん、斎川が息を吞んだのがわかった。

「……っ」

　指が食い込むほど強く腰を摑まれたかと思うと、斎川がこれまで以上に激しく揺ゆさぶってきた。体がバラバラになってしまいそうなほど勢いよく最さい奥おうを突き上げられ、息ができない。

「あ……！」

　やがて、体の奥で熱が爆ぜたのがわかった。斎川は根本まで自身を埋め込んだまま、欲よく望ぼうの証あかしを残らず皐の中に注ぎ込む。

　斎川も皐を追うようにして、絶頂を迎えた。やがて、詰めていた息を大きく吐き、皐の上にそのまま落ちてくる。

　余よ韻いんを引き摺ずる快感と、生まれて初めての体験に放心状態だった。そのまま意識が遠とお退のいていきそうになった瞬間、ふと、この家に来た経けい緯いを思い出した。

　怪け我がをした斎川の補助のために、自宅まで送ってきた。つまり、あまり激しい運動ができる状態ではないということだ。

「……ところで、足は平気なのか？」

「ん？　ああ、ちょっと痛かったけど、大したことねーよ」

「痛かったらまずいだろう！　そういうことは早く云え!!」

　さっき、眉根を寄せていたのは、痛みのせいもあったのかもしれない。

　斎川を制止しきれなかったことに対して反省する。自分のことで手て一いつ杯ぱいで、斎川の怪我の具合を気にかける余裕がなかった。

「じゃあ、次はお前が上になるか？」

「は？」

「そうすりゃ俺も楽だし、違う体位を試ためせるし、一石二鳥だろ」

「調子に乗るな！」

　ろくでもない提案をしてくる斎川を怒ど鳴なりつける。少し図に乗らせすぎたかもしれない。そんな後こう悔かいが脳のう裏りを過よぎっていった。
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「あら、おかえりなさい、皐くん。いま帰り？」

「こんばんは」

　会社からの帰り道、偶ぐう然ぜん向かいの奥さんと鉢はち合あわせした。サンダル履ばきなところを見ると、近所に届けものにでも行っていたのだろう。

「この間は葡ぶ萄どうありがとうございました。すごく美味おいしかったです」

　いまさらかとも思ったけれど、云いいそびれていたお礼を告げる。そのうち、何かお返しをしなくてはと考えていたら、不可解なことを云われた。

「どういたしまして。あ、そうそう、私からもお礼云わなくちゃ。お友達にありがとうって云っておいてもらえる？」

「え？　お礼ですか？」

　お友達というのは、斎川のことだろう。詳くわしい話はわからないが、皐が留守にしている間に何かしたらしい。

「さっき、壊れた雨あま樋どいを直してもらっちゃったのよ。業者さんを呼ばないとって思ってたところだったから、助かっちゃったわ」

「そうだったんですか。伝えておきます」

　笑え顔がおで請うけ合いつつ、内心では複雑な気分だった。

　皐のいない間に、斎川は着々と近所の住人に顔を売っている。先日の窃せつ盗とう犯はんを捕つかまえたということもあって、ずいぶんと印象がいいようだ。

（この調子だと、井い戸ど端ばた会かい議ぎにまで参加しかねないな……）

　胡う散さん臭くさがられるよりはよっぽどいいが、このまま皐の家に住み着くつもりではないかという懸け念ねんがあった。

　立派な家を持っているくせに、すっかり入り浸びたっている。

　数日前には勝手に台所と風ふ呂ろ場ばがリフォームしてあった。同居するつもりはないと云い聞かせてあるのだが、すでに斎川は自宅のように振る舞まっている。

　そして、今日も玄げん関かん先さきにはバカでかいスニーカーが並んでいた。

「ただいま」

　珍めずらしく、返事がない。声をかけても出で迎むかえに来ないということは、風呂にでも入っているのだろう。台所を覗のぞくと、食事はすでに用意されていた。

　今日のメニューはトンカツだった。サラダや味み噌そ汁しるのほかに小こ鉢ばちがいくつか並んでいる。斎川は皐を太らせるつもりなのかと思うくらい、手の込んだ食事を用意する。いまでは、すっかり餌えづけされてしまっていた。

「あ」

　美味しそうな匂においに空腹が刺し激げきされて、お腹なかが鳴ってしまう。だからと云いって、待たせていた斎川を差し置いて先に食べてしまうわけにはいかない。

　空腹をごまかすための摘つまみ食いをしていたら、廊ろう下かを歩く音がした。

「おう、おかえり、皐。飯食うだろ。すぐ支し度たくするからビールでも飲んで待ってろよ」

「そのくらい自分で……って、家の中で裸はだかで歩き回るなと云ってるだろう！」

　振ふり返ると、斎川はパンツ一枚に肩かたにタオルをかけただけの格好で立っていた。

「パンツ穿はいてるんだからいいだろ」

「よくない！　しかも、また俺のを穿いてるな!?　何度、人の下着を穿くなと云ったらわかるんだ！」

「気にすんなよ、パンツくらい。お前は俺のモンなんだからお前のものも俺のものみたいなものだろう」

「屁へ理り屈くつ云うな！　さっさと脱ぬげ！」

「じゃあ、一いつ緒しよに風呂入るか？　二人で入れるようにでかい浴よく槽そうにしておいたんだ」

「ここは俺の家だ!!」

　もしかしたら、そのことを本気で忘れているのかもしれない。血管が切れそうになっている皐をよそに、斎川は脳天気な願望を口にしている。

「実は俺、風呂場でイチャつくのが夢だったんだよな」

「ちょっ……放せ！　一緒に入るなんて云ってないだろ!?」

「まあまあ、照れるなって。いまさら、恥はずかしがるような仲でもないだろうが」

　真っ赤になって吠ほえるけれど、斎川は聞く耳を持たない。風呂場へと引き摺られながら、好きになる相手を間ま違ちがえたと自責の念に駆かられる。

（……やっぱり、躾しつけをしないと）

　皐は決意を新たにし、心に強く誓ちかうのだった。







　あとがき







　はじめまして、こんにちは、藤崎都です。

　この本が出る頃ころにはいまさらな話題な気もしますが、今年の夏も暑かったですね!!　皆みな様さまはどこかに遊びに行かれたりしましたか？

　私はあまりの暑さに外に出るのも億おつ劫くうで、犬の散歩以外はほぼ引きこもり生活でした。気がついたらカレンダーが一枚終わり、見に行こうと思っていた映画の公開も終わっていたというダメ人間っぷり……。

　まだまだ残暑が厳しいので、もうちょっと涼すずしくなったら、活動的になろうと思います。───とか云いってると、今度は寒くて外に出られなくなるんですが（苦笑）。

　……生活改善が今後の課題なようです。







　さて、この度たびは『お前のものは俺のもの！』をお手に取っていただき、ありがとうございました！　今作は、ガテン系で天然な攻せめと優等生で不器用な受の再会モノです。

　今回のシリーズ（といっていいかわかりませんが）は、どれも不幸（不運）な出来事から始まる話になってまして、今回は事故＆イジメっ子との再会が物語のきっかけになってます。

　まあ、イジメっ子というよりも、ただの空気の読めない男だったわけですが（苦笑）。

　子供の頃に皐が迷めい惑わくに思っていた斎川の行動は、どれも好意からのお節せつ介かいが空回りしていて、全すべてが裏目に出ていたという傍はた迷惑ぶりでしたが、反省と紆う余よ曲折経て幸せになれたのなら結果オーライと思っていそうです。

　きっと、今後は斎川のほうが尻しりに敷しかれることになるんでしょうが、それすら周りに惚のろ気けてウザがられそうな気がします。叱しかられている最中も脂やに下さがってるに違ちがいない。皐の『躾しつけ』が上手うまくいくといいですよね。




　ちなみに、この作品の原げん稿こうを書いている間、ちょうど近所で家を建てているところがあったので、散歩をしながら作業の様子をちらちら見たりして妄もう想そうを膨ふくらませました（笑）。働くお兄さんたちは萌もえますよね！

　そんなこんなで書き上がった作品ですが、少しでも楽しんでいただけたら幸いです。







　十一月、十二月と連続刊行ということで、お知らせをさせて下さい。

　二〇一二年十二月一日に『世界一初恋～横澤隆史の場合～』の三巻が出ます。皆様からご好評いただいたお陰かげで、続刊することができました。ありがとうございます！

　こちらもお手に取っていただけると嬉うれしいです。どうぞよろしくお願いします!!







　今回も挿さし絵えを担当して下さった、陸裕先生、ありがとうございました！　本当にいつもお世話になってます！

　表紙の斎川のパンツ一丁という潔いさぎよさにトキメキました！　しかも、本人のパンツではなく皐のという……（笑）。皐もかわゆくて目の保養です♥

　担当さまにもお世話になりました！　今回は寝ね込こんだりして心配おかけしてすみませんでした……。

　そして、感想のお手紙を下さった皆様にもお礼申し上げます！

　思うようにお返事を書けなくて申し訳ないのですが、どれも本当にありがたく読ませていただいてます。ありがとうございます！







　それでは。

　最後までおつき合い下さいまして、ありがとうございました！　よろしければ、一言だけで構いませんので、ご意見ご感想をお寄せ下さると嬉しいです。




　それでは、またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇一二年初秋


藤崎　都　　
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お前まえのものは俺おれのもの！
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